
長崎の養生所/長崎医学校等遺跡鰍保在点添卵係.父工,
今、長崎市で旧佐古小での遺跡保存と早期校建設の
要望が父旧、私達はーの公益の'全な機能保全を念
頭に、旧佐古小で遺跡保存を、近隣250mの旧仁噐小等
での学校運営を要望しています。歴史と主旨を記します。
幕府は、中国・の英清阿片戦争後、日本開国、即ち国父
樹立と開港、自由貿易での国力蓄積を決断、横浜で日米
和親条約を締結した翌年、早くも長崎で蘭国と長崎海軍
伝習を実現、日蘭和親条約を締結、更に医学伝習、飽の
浦に長崎製鉄所を実現、軍艦教授所を江戸築地に設立し
長崎伝習を閉鎖、三港開港、長崎で佐古に養生所を設立
し製鉄所は岸壁を竣工、養生所を精得館と改称し分析究
理所を併設、関東で仏の協力により横須賀製鉄所を設立。
近代海軍創設、近代西洋医学教育と病院、近代西洋工
場、自然科学と科学技術の導入、関東での近代化、幕府
の日本初の取組は成業して日本の自立的近代化と世界
的業績の基盤となり実業は現在もその地に稼働。

方、日本の近代化は中世の精神生活の転換や戦国大
名の領国経営、徳川の平和等の推移と連続性に立脚。
ローマ・カトリ、ソクによる小さな城塞都市長崎は情報父易

防衛都市へと栄え日本開国の母体/前線都市となります。
開国は、世界の変革の最中の日本の存亡を賭けた国策、
大航海時代を経て西欧世界即資本主義の地球一巡で、
同時に、アジア・アフり力・南アメリカ独立解放の初めです。
遺跡は全体を遺し近隣と調和、日本開国史上随一の遺
跡で医史学上の実体せる標準原器、世界史上の里程標。
私達は次世に理解と融合の世界を築けるでしょうか。
私達類の認識形成に歴史を証する遺跡は不可欠です。
保存は所有者の役割、市は市公共事業で壊滅を承知。
私達は保護の措置として「特別史跡」「重要文化財」活用
として「日本遺産」日本と世界の過去から現在までの在り
方を提示し未来を示唆し発信できる人類史上重要貴重な
遺跡として損壊滅失のない保存整備活用を求めています。



都市長崎現代の人々と遺跡
2018年(平成30年)6月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

・長崎は、日本の社会とその歴史にとって、又、世界の社会とその歴史にとって、重要な

役割を果たした、又は、果たしつつある都市です。

・私達は、都市長崎の現代の役割について、日本の社会とその歴史にとって、又、世界

の社会とその歴史にとって、重要な役割を果たした、その歴史とその事実を、長崎市民

及び日本の人々及び世界の人々に、発信し、理解を求める、よって、人々に我が国の歴

史の正しい理解を求めることは、長崎が現代に於いて果たしつつある人類の存在に対

する役割のうちの最も重要な責務のーつである、と理解します。

・私達は、遺跡は、人類の誕生と共に形成され始め、人類の誕生以来、連綿と形成され

遺存し、又、人類の人体の延長としてその一部とも考え得る、歴史的な人類の存在その

ものの存在と捉え得る存在と理解します。

・私達は、遺跡は、人類が、人類自身を観察し、理解し、又、考える、その最も重要な契

機のーつを、人類に与える、と理解します。

・長崎は、全体が遺跡です。

・遺跡は、当該歴史に係る事実そのものです。

・遺跡は、人々に、その歴史と遺跡が事実である、との理解を確実なものにします。

・遺跡は、私達が、その歴史と遺跡が、お話ではなく、事実であるとの認識を捉え得る契

機となる、最も確実な存在です。

・人々が、遺跡を、意図的に破壊し、又、移築し、又、部分的な存在に変更すれぱ、その

遺跡は、その歴史ではなく、その遺跡を破壊し、又、移築し、又、部分的な存在に変更し

た人々の意思を指し示し、物語る、最も確実な存在となります。

・私達が、遺跡を見るとき、その遺跡を、意図的に破壊し、又、移築し、又、部分的な存

在に変更した、その人々の意思を確実な理解のもとに認識したい、と望み期待する、そ

の様な人々が果たしているでしょうか。

・手厶達は、私達が、遺跡を見るとき、遺跡が、その遺跡を、形成し、遺存した、その歴史と、

その遺跡が事実である、との理解を確実な認識にしてくれることを望み期待して、その

遺跡を見る筈です。

・私達は、人類が、その土地に係わるとき、私達人類には、その土地の遺跡を、現状の

まま事実のまま保存し、後世に継承する、との、その土地に係わる上での権利と義務と

責任が、他の生命や地球環境への配慮を留保しつつ、存在する、と理解します。

・私達は、長崎市に住む人々、又、長崎で業務を行うひとびとは、遺跡に住み、遺跡で業

務を行うことについて、遺跡に住み、遺跡で業務を行っていると自覚し、自らの行動のう

ちに、当該遺跡を保存して継承する権利と義務と責任があり、当該遺跡を保存して継承

する人類に対する責務があると自覚し、当該遺跡を保存して継承しなけれぱならないと

理解しそう行動しなければならないと理解し、長崎市民に、そう行動するよう要望します。

・私達は、長崎市に、長崎市民に対して、遺跡に住み、遺跡で業務を行っていると自覚し、

自らの行動のうちに、当該遺跡を保存して継承する権利と義務と責任があり、当該遺跡

を保存して継承する人類に対する責務があると自覚し、当該遺跡を保存して継承しなけ

れぱならないと理解して、且つ、そう行動するよう促す事を要望します。

・私達は、人類の活動の場に遺跡が存在することは、私達人類のその活動の場に、人

類の生命の躍動としてのりズムの内の最も重要なーつを体現する、と期待し理解します。

・私達は、私達の日常生活の内に遺跡が存在することを重視します。 〆
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舌用

遺跡の考察への現状と私達の見解
2018年(平成30年)7月1日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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〔一般に遺跡の構成要素として遺構と遺物が捉えられています〕
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"都市長崎遺跡"の恵図的な損壊と滅失
養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2018年(平成30年)7月16日月曜日

本日は、久しぶりに写真を撮ってきましナニ。

① が'して したー の垣の全亘 解体によって建物の背後にあった石垣が出現しました。幅襲した高石垣が城跡の様
です。

②が" B 目冒1知公企の垣。養生所ノ(長崎)医学校等'跡の明治四年頃に築造されたと推測できる医学校正門両
の石垣と同じ手、即ち、作行又は技術又は築造者、と考えることができる石垣です。この石垣について、長崎市文化財課は口頭で江戸末
期頃と言及しています。

既に土地は民間に売却され、その開発により大半が破壊されましたが、特徴は残存します。
隣接して残存する石造用悪水路及び付随の石造路月柵の築造又は改築も同じ手で行われた可能性があります。
副知事公舎建設に際して、石垣及び石造用悪水路及び石造路肩柵等外周施設環が一体に改築された可能性もありそうです。
旧長崎県副知事公舎の'跡は、石垣、平石による建物基礎'構その他の'構、大溝又は堀の存在/'構によって、長崎の丘の中世又
は近世の旧市街の'跡でもあります。

平石による建物基礎は、長崎地域では倉庫等に見られ、遡るものは、江戸中期頃のものと考えられる場合もあるとの見解(長崎県学芸
文化課/口頭)があります。

③生
゛.'1 '

日 0 垣一。その西部一帯(下段は明治四年頃築造、上段は大正期に増築との■

推測Dと、東南部一帯(古写の時系列より明治7年(1874年)10月ヘールツが東京司薬場の設立に際して東上する以前に築造された
蓋然性が高い)の長崎市の道路/路地拡幅工事による破壊の現状、及び、当該'跡の養生所病院側から医学校にかけての現在の全景。

保存と活用へのまなざし
《養生所を考える会の皆様へ》

(祝日)養生所を考える会代表池知和恭

〆
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私達当会は、「都市長崎'跡」及び「養生所/(長崎)医学校等'跡」及び之により証徴される歴史、即ち、当該事象にっいて、世界と日本
の社会との繋がりと地球上の地理空間とその特質によって日本の中世から近代にかけて長崎に形成された特異性を有するものであるこ
と、日本における古代~中世~近世、後、近代~現代へと連続する風土と社会と文化と歴史によって蓄積された国力を集約し、再構成す
るものであること、長崎が日本開国の母体であり表玄関であり日本開国の諸施策を展開した最初の拠点都市であること、これが日本の
国民国家の存続と主権国民国家形成の原動力の主要なーつであること、西欧文明以外の人類にとっても社会的な"個人の自由と存
在の尊厳"ど宕然科学の取扱い"による自律的な福祉の向上が可能であることをこの日本地域の風土と蓄積を基盤に実現しもって之を
世界に対して初めて立証して示しよって世界に影を及ぼし結果としてこの可能性がその後の主権国民国家群の成立による現代世界
の形成と一方でGlob.1izationの双方の基層概念であり正しくその端緒であること、中世から近代・現代への日本人と諸国又オランダの
人々の世界の理解と判断と行動(system)を表すこと、当該事象は地球上の全人類にとって重要な歴史上の出来事であることと地球上
のーつの地域であることとその連続的経時的重層性に附随する特異性をもって之を具体的に証徴する跡群であることによって、又、日
本国内の又世界の、関係する歴史と跡と文化に関する各地点との情報交換と連携により形成する筈の地球空間における連帯の網の
目によって、人類にとって、人類の過去を認識し、人類の現在と未来を考える為に、世界で最も重要な事象群のーつである、と理解します
私達当会は、長崎市及び長崎県、長崎市民、長崎県民、日本の人々、世界の方々に、、そして、長崎に住み、長崎を訪れ、長崎で活動

する人々に、自らの行動のうちに、以上の歴史と遺跡にっいて、その実態を明らかにし、人々の「意図的措置」1こよって「その一部でも損
壊や滅失によって失われること」なく保存して継承して人類の存在と歴史と遺跡とその本源によって人類の現在と未来の為に活用し、不
幸にして、既に、人々の意図的措置によって損壊し滅失しナご跡又はその空間と要素にっいて人類の存在と歴史ど跡とその本源に
よって之を原状回復することを要望し、その為の措置をとることを要望し、又、この要望への理解を求めます。

私達当会は、当該'跡群が、世界の「日本は特別だ」として日本への思索を切捨てる人々に、その思索を再開する契機を形成する、と
期待します。

2017年(平成29年)以来、長崎では、生F
^

、長崎の丘に位置する日。目古1知公企の'日" 、^0

と、大型の、世界と日本や長崎地域にとって重要な'跡について、長崎市民に殆んど議論されずに、再開発の計画が設置され、
今まで一定の'存を見せていた、"土地の造形"や石垣等を含む'跡としての姿が、完全に消滅する事態が、連続し加速する現状が顕
著に出現しています。

2018年(平成30年){こ入ってから私達の周辺では、古い家屋の解体が目立って増加しています。

長崎市及び一帯地域では、旧市街部また之を取り囲む旧郷村部において、家屋を解体したその背後に、近代以前又近世以前の時に数
度に亘って改築された石垣、又井戸、が出現し、道路から見ることをよく経験します。

長崎は、平地の少ない地理境によって、斜面に段丘状の地面を形成し、河口付近を中心に沿岸部を埋立てて人類の活動環境を整備
してきましナニ。

これら、"土地の造形"とこれを維持し都市の社会基盤である機能を形成する石垣や石柵等構造物や補助構造物及び地形・地理、即ち、
長崎の地球上の位や環境、及び、小丘陵地形や中小河川群、及び、治水・治山・斜面地の田畑や家屋の為の平面造成や埋立による
活動平面の 1出や路地や連絡道路(旧道)形成や井戸や水道や衛生に貢献する用悪水路網などの土木造成"土地の造形"、また、塵芥
処理の公的制度運営、及び、之によって形成される空間と構造(清浄で安定した空間と構造)は、歴史のうちに都市長崎とその機能の稼
働と生活を可能とする、総合的な、歴史を経て培われナニ"都市長崎"の空間と構造とSystemである「都市長崎'跡」です。

「都市長崎'跡」は、現代の私達の生活環境でもあり得る筈です。
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遺跡"と遺跡の"遺跡としての空間"又/概念/歴史学/考古学/作品/変形/保存
養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用よりー

2018年(平成30年)7月16日月曜日(祝日)養生所を考える会代表池知和恭

2017年(平成29年)5月30日火曜日青山学院大学名誉教授文学博士片桐一男先
生(蘭学史、洋学史、日蘭文化交渉史)が、関東より遠方長崎をお訪ねになり、先生の

長崎での数日の日程の内、筆者は、その日の午後から二時間程、養生所/(長崎)医学
校等遺跡を案内致しました。

遺跡地は、2017年(平成29年)5月21日日曜日迄に、旧長崎市立佐古小学校の三
階建て鉄筋コングノート造校舎等の施設の解体が完了して、現代の建築物が消滅し、ー
旦整地され、遺跡の要素として、随所に残る石垣と共に、各所より一望のもとに、遺跡の
建物敷地の段丘状の"土地の造形"とその大きさが粗方明らかになった処でした。

先生は、養生所の病院方面から一巡して見学され、最後に「ここから見るとどぅかな」と
旧長崎市立佐古小学校正門の階段を自らお登り1こなり、遺跡地をご覧になり、その場で
「(当時の写真や図面等の)資料を見せてもらったからよくわかるよ、ありがとうーーーこ
れはこれでいいね。心の目でみるということだよね」と首肯されました。

心の目でみる、ということ。

私達は、私達が、遺跡を考えるに際して、建築物の遺存に固執する必要はない、と考え
ます。むしろ、遺跡の遺跡としての空間の保存にこそ、留意すべきです。
私達人類には、遺跡の僅かな契機と傍証資料より、その空間を、"特別なものだ"、と認
知する能力があります。

遺跡は、一般に、地上遺構及び土地に埋蔵にされた地下遺構と遺物とその状態、及び、
遺構の存在と遺物の散布の範囲に対してその状態を保持する土地とその範囲で構成さ
れ、現在の地表面を基準に広さと高さと深さの空間として認識され、人類の知性に係る
様々な関連するSytem又はその一環として理解され、文化財保護法上では、地上遺構
及び土地に埋蔵された地下遺構と遺物とその状態及びその土地と範囲を一体と捉えて
遺跡であり文化財である記念物であり、土地に埋蔵された地下遺構と遺物とその状態と
その土地と範囲は埋蔵文化財です。

私達は、遺跡が占有すべき遺跡としての空間について、次の、三つの空間を考えます。
0第一は、遺跡の物体及びその状態に由来する空間です。

即ち、遺構の存在と遺物の散布及びその存在と状態を保持する土地とその範囲の広さ
と高さと深さの空間です。この空間を遺跡として占有できない場合には即ち直ちに遺跡
の破壊との現象を伴います。

0第二に、遺跡の遺跡に固有の空間です。

即ち、遺跡の主題の時代の人類が活動した空間です。人々が歩くのに必要な高さの空
間やかつての建物や櫓等建造物の高さ、また、日本では、一般に、その土地の地上や

地下は文化的にも社会的にもその土地に附随する空間と見なされる場合が多いようで
あり、そのような人類の集団的な文化的社会的通念も想定しています。
0第三に、遺跡の人類の認知と遺跡の環境としての空間です。

遺跡に関係する自然や文化的社会的な環境とその環境を保全すべき空間、及び、その
遺跡の保全整備の為に必要な空間です。

私達の遺跡への印象を形咸する景観としての空間もこれに含めて考えます。

( V4 )



遺跡は、人類の活動の痕跡と云われ、人類の概念の結果の一部である物体及びその
状態であり、様々な理由により歴史上において人々の評価から脱落し忘れられたもの

が再発見されたものであり、原則として存在に概念と言語を断絶し、一般に、その状態
は未完成又は滅失しつつあり不完全であり、遺存する地上遺構は部分的なものであり、
また、多く、土地に埋蔵された状態で、人々の発見にさえ消極的な状態でもあります。

建造物や芸術品等、人類の概念が完全な状態で完成され、人々の評価が維持され、完
全な状態で継承された事象は、人々に対して雄弁であり、原則として存在に概念と言語
を附随し、是に接する人々は、受動的な態度でも、一定の受容が可能です。

事象が、意図と完全による作品であり、又は、その存在に概念と言語を附随し又説明さ
れる場合には、存在の本質として、又は、人々の努力にもかかわらず、その存在は文字
と同様の記号性を有し、又、人々の誤謬と窓意性から完全に独立して存在することは不
可能でしょう。

遺跡は、人々に対して寡黙であり、人々の考察を誘導するに際して、わずかな契機を与
えるだけです。

しかし、一旦、再発見され人々に認識されるならぱ、遺跡は人類にとって、存在に概念と
言語を断絶して尉邨造しないことにより、歴史上の事実のみが、目前に厳然と存在します。
これが、人々の胸に感動を呼び覚まします。

そして、遺跡は、芸術品や美術品でもありますが、多く、記号性を脱落させ、人類の知の
Systemの一環、その一部、として存在すると考えられます。

しかし、是に接する人々は、その受容に能動的な態度を要求され、場合によっては、そ
の理解の為に、人類に蓄積された"知の体系"を援用する必要がある場合もあるでしょう。

遺跡は、文字や完全な状態の建造物や芸術品等よりも、長い期間に亘り広い範囲に分
布し、即ち、人類の誕生以来、また、地球上の広範な範囲に、連続的に又は断続的に、
存在します。

個々の遺跡は、共時的・通時的な、人類の多様性と、関係するその場との特異性に立
脚し、私達は、個々の遺跡の相互比較を媒体として、人類の実態への理解に、近づける
筈です。

地球上の空間に位置し存在する遺跡群は、私達人類の過去を知るために、必要で不
可欠な存在です。

建造物や芸術品等と、遺跡は、人類にとって、双方の異なる性質のゆえに、双方共に、
それぞれ人類にとって重要な存在であり、相互に代替することは不可能です。

人々が、遺跡に接するとき、わずかな契機を拾い上げて是に接する必要があります。

私達は、遺跡の空間から遺跡以外の夾雑物を排除して遺跡の遺跡としての空間を保存
し保全することで、わずかな契機の認知がよりょく可能となり、そこから、遺跡の存在の
受容が始まり、ひいては、人類は、広く、人類の知のSystemへの理解へと導かれると
期待します。

私達は、本然たるあるべき姿の遺跡の遺跡としての空間こそが、私達に遺跡を「心の目
でみる」ことを可能にする、と考えます。

( 2/4 )



歴史学にとって、その歴史上の出来事が人類の過去の事実であることは、歴史学上の

価値です。

考古学にとって、その遺跡が人類の過去の事実であることは、考古学上の価値です。

学問にとって、それが事実であることは、考察の対象となり得る素材として、厳然たる価

値を有します。

又、歴史学や考古学によって、そうであると認め得る人類の過去の事象への考察も、歴
史学や考古学上の二次的な価値であると考え得るのではないでしょうか。

私達は、私達人類が、地球の空間の随所のそれぞれによく保存された遺跡の空間のう

ちに、歴史上事実としての遺跡のわずかな契機を感知し、傍証資料の介助によって、そ
の空間を、"特別なものだ"、と認知することだけが、その遺跡を通して、遺跡のその場と

の特異性を基盤とする多様で具体的な人類の過去を知り、そして、人類の現在と未来

の為に活用する、その豊かな可能生の扉を開くと理解します。

私達は、遺跡が歴史上事実であることと、遺跡の遺跡としての空間、その双方のうちに

こそ、遺跡の歴史上価値と学術上価値、及び、私達人類が遺跡を理解し又遺跡に於い

て私達の過去への理解に近づきそして遺跡を現在と未来の為に活用する契機、のすべ

てが宿る、と理解します。

"人々"が、事実を変形して破壊して、例えぱ遺跡について全体の内から意図的選択的

に部分を取上げて"展示"したり、土地や全体から切り離して移動してどこかに持ち去っ

て、他の人々に提示し提供すれぱ、即ちそれは、事実としての学術上の価値を喪失し、

加工した作者の「作品」となり、人々が感動すれぱ「芸術」と呼ぱれたりし、それが面白い

ならぱ即ち「"大人の"おもちゃ」ではないでしょうか。

私達は、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、一部の人々に「このような石垣は、当

時、長崎ではめずらしくない」と指摘され、即ち、面白くなく、部分を意図的選択的にドノミ

ングして額縁に入れて掲げて見せたり、どこかに持ち去ってレプリカを連続的に貼付した
り、しても、特定の意図による選択と加工による作者の、即ち、人類の特定の具体的な

「作品」であることは間違いありませんが、人々は"面白くない"素材の部分部分を使って
つなぎ工作してパッチワークとなったこの「作品」1こ恐らく感動せず、即ち、当該遺跡は、
意図的に工作しても「"大人の"おもちゃ」1こなり得ず、「芸術」になり得ず、"面白くない"

「作品」にしかなり得ず、つまり、物体とその状態としては、遺跡としての事実としての物

体とその状態を維持することしか、即ち、人類の過去の事実であることの「1酬直」を維持

する以外に、この遺跡の在り様はない、と感じます。

但し、ある意図と選択によって作品となり、又は、意図と選択に附随して記号化し言語化

した特定の具体的な表現である物体とその状態である契機と、ある意図と選択によって

作成された特定の具体的な文字や言語の配列による文学性や音楽性である契機とが、

特定の個人としての人類の概念空間のどこかで共鳴する可能性は残されているかもし

れません。



長崎市は、遺跡との事実と遺跡の空間を破壊して、記号化し言語化し自身の作品とし、
その中に、現代の建物を造ろうとします。

私達は、遺跡の空隙、即ち、遺跡との事実と遺跡の空間を保存し、そのうぇで、遺跡と
の事実と遺跡の空間のない空間に、現代の建物を造るべきだと考えます。

1.私達は、長崎市に、遺跡を「その一部でも損壊や滅失によって失われること」なく即ち
現状保存し、遺跡としての空間を保存/保全/保護し、遺跡及び遺跡としての空間の空隙
に、現代の建物を造ること、及び、そのための措置をとることを要望します。

養生所/(長崎)医学校等遺跡は、一時、私達、長崎と日本と世界の、即ち、人類の社会
から忘却されましたが、幸いにも、この歴史を認知する人々の認識と努力により、この遺
跡への人類の"知の体系"が蓄積されつつあり、この遺跡への理解を今後とも助けます。
当該遺跡は、人類の過去を知るために、又、人類にとって、当該地に固有の歴史上の

事実、人類の存在と歩みの確かな事実、人類の多様性を表象する事実、地球の空間上
の具体的な存在、即ち、遺跡の遺跡としての存在として、重要です。

長崎市は、当該遺跡地に於ける開発行為を優先するとし、連続した一体の当該遺跡の

遺跡としての存在そのものを破壊して、遺跡の部分を設定して別個に選別し、意図的選
択的に或いは破壊し、或いは現状保存し、現状保存した遺構の一部と破壊して位置を

変えた遺構とレプリカを連結して「展示」するとし、別に、開発による建物の一室に展示
室を準備して、関係資料を"展示"して自身の概念を"説明"しようとしています。

私達は、長崎市が、長崎市の当該遺跡の取扱いに於いて、即ち、連続した一体の遺跡

を部分に分断し、意図的選択的に或る部分を破壊し、或る部分を現状保存して、即ち、
元来、概念や言語から断絶された物体とその状態としての存在であり歴史上の事実で
あるとの遺跡に於いて、意図的選択的に部分だけを取り上げることで端なくも之を概念
化記号化し、即ち、遺跡の存在と遺跡の本質を破壊して、且つ、その残津を「展示」する
と称するに及んでは、既に、博物館に於ける意図的選択的展示とその説明の組合せと

同義の取扱いであることを証し、遺跡であるとの歴史上の事実としての状態を変形し、
存在と状態から意図的選択により概念ここでは記号又は言語に変質し、歴史上事実とし

ての遺跡から、自らの意図と行為の遺跡へと変換し、又は、遺跡としての存在を、自ら
の作品へと変換する結果は、自ずから遺跡の遺跡としての保存から大きく逸脱すること

に無関心であることを示す、と理解します。

2.私達は、養生所八長崎)医学校等遺跡の遺跡としての存在が人類にとって大切で重

要であると認知する故に、長崎市に、当該遺跡の取扱いについて、当該遺跡地に於け

る長崎市の所有地に係る長崎市の計画との「意図的措置」であり遺跡破壊である開発
計画と行為を取消し、遺跡を遺跡として「その一部でも損壊や滅失によって失われるこ
と」なく即ち現状保存し、既に破壊した遺跡の要素は次善の策として原状回復してそのこ

とを掲示して人々に明らかにし、当該遺跡の遺跡としての空間を保存/保全し、以って、
人類の現在と未来の為に活用することを要望します。 〆
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一養生所ノ(長崎)医学校等'跡の保存と活用より 2018年(平成30年)7月16日月曜日(祝日)養生所を考える会代表池知和恭

2017年(平成29年)5月30日火曜日青山学院大学名誉教授文学博士片桐一男先生(蘭学史、洋学史、日
蘭文化交渉史)が、関東より遠方長崎をお訪ねになり、先生の長崎での数日の日程の内、筆者は、その日の午
後から二時間程、養生所ノ(長崎)医学校等匝跡を案内致しましナこ。

'▲跡地は、2017年(平成29年)5月21日日曜日迄に、旧長崎市立佐古小学校の三階建て鉄筋コンクリート造
校舎等の施設の解体撤去が完了して、現代の建築物が消滅し、一旦整地され、遺跡の要素として、随所に残る
石垣と共に、各所より一望のもとに、'血跡の建物敷地の段丘状の"土地の造形"とその大きさが粗方明らかに
なった処でしナニ。

先生は、養生所の病院方面から一巡して見学され、最後に「ここから見るとどうかな」と旧長崎市立佐古小学校
正門の階段を自らお登り1こなり、遺跡地をご・になり、その場で「(当時の写真や図面等の)資料を見せてもらっ
たからよくわかるよ、ありがとうーーーこれはこれでいいね。心の目でみるということだよね」と首肯されました。

心の目でみる、ということ。

私達は、私達が、'卑跡を考えるに際して、建築物の'血存に固執する必要はない、と考えます。
むしろ、跡の'血跡としての空間の保存にこそ、留意すべきです。

私達人類には、'血跡の僅かな契機と傍証資料より、その空間を、"特別なものだ"、と認知する能力があります。

私達は、跡が占有すべき一跡としての空間1こついて、次の、三つの空間を考えます。

0第一は、'血跡の物体及びその状態に由来する空間です。

即ち、'血構の存在と'▲物の散布及びその存在と状態を保持する土地とその範囲の広さと高さと深さの空間です。
この空間を'血跡として占有できない場合には即ち直ちに'跡の破壊との現象を伴います。

0第二に、'血跡の'血跡に固有の空間です。

即ち、跡の主題の時代の人類が活動した空間です。人々が歩くのに必要な高さの空間やかつての建物や櫓
等建造物の高さ、また、日本では、一般に、その土地の地上や地下は文化的にも社会的にもその土地に附随す
る空間と見なされる場合が多いようであり、そのような人類の集団的な文化的社会的通念も想定しています。
0第三に、'血跡の人類の認知と匝跡の環境としての空問です。

一跡に関係する自然や文化的社会的な環境とその環境を保全すべき空間、及び、その一跡の保全整備の為に
必要な空間です。

私達の'血跡への印象を形成する景観としての空間もこれに含めて考えます。

私達当会は、歴史学ど跡について、歴史学は、まさに歴史上の事実であると概念上に認知される事象及び
よって概念上に知られる人類の過去及びょって構成し得る現在と未来への希望を形成する"知の体系"と云い、
遺跡は、人類の活動と存在の痕跡であり歴史上の事実そのものである物体とその状態、systemまたはそのー
部であり、及びょって概念上に知られる人類の過去及びょって構咸し得る現在と未来への希望の源であり歴史
を証徴する地球の空間上の存在であり、そして双方の照合と補完、これらは、人類が、人類の過去を知り、現在
と未来の形成への概念を継続的に蓄積し考察し、是等の全てを人類に与えることにおいて、すべてが、人類に
とって、貴重であり、重要であり、人々の「意図的措置」1こよって「その一部でも損壊や滅失によって失われるこ
と」があってはならないものごとである、と考えます。

遺跡は、地球上の空間の特定の位置に存在することで、その位置に附随する特異性を包含します。
このことにより、夫々の'跡は、私達人類の過去を知るために、他に代替のない、必要で不可欠な存在です。

遺跡は、元来、人々に忘れられたものが再発見されたものであり、人々の概念や記号や言語を断絶し、人々に
対して寡黙であり、人々の考察を誘導するに際して、わずかな契機を与えるだけです。

人々が、'血跡に接するとき、わずかな契機を拾い上げて是に接する必要があります。
又、人類が、遺跡を人類の過去への理解に結び付けるには、歴史学や考古学の知見や傍証資料も必要です。

私達は、遺跡の空間から遺跡以外の夾雑物を排除して一跡の遺跡としての空間を保存し保全することで、わず
かな契機の認知がよりょく可能となり、そこから、遺跡の存在の受容が始まり、ひいては、人類は、広く、人類の
知のSystemへの理解へと導かれると期待します。

私達はゞ血跡の遺跡としての空間は、'血跡の歴史上の事実との存在及び人々のその遺跡や人類の過去への理
解及び現在と未来への考察、遺跡の歴史上価値ノ学術上価値と保存と活用、を保持する構造/鍵と理解します。

私達は、本然たるあるべき姿の遺跡の遺跡としての空間こそが、私達に遺跡を「心の目でみる」ことを可能にす
る、と考えます。 〆

'遺跡"と遺跡の"遺跡としの空間'

1/1 )



一養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用よりー 2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達人類は、私達に接する様々な事象に対して、私達の個々人の知覚を媒体として、個々人が之を
体験し、個々人が之を認識し記憶し理解します。

私達人類は、Homo sapien.(人類)という相似的な生物の集団であり、集団的な行動によって、知
覚と認識と体験と記憶と理解を共有することができ、共通認識を形成し、又、共通認識を基盤に概念を
形成し、概念を一定の形態や変化に象徴させ、即ち、記号化して、即ち、音声や言語や文字を媒体に
表現して、意思疎通を形成し、之を基盤に、さらに、新しい概念と共通認識を形成します。
私達当会は、之を、仮に"知の循環(cycle)"と呼称します。
私達当会は、"知の循環(cycle)"1こ、二つの方向性を仮定します。
生命維持に対する速度と効率、及び、"知の循環(cycle)"の自己目的性、です。
"知の循環(oycle)"の自己目的性、が、生命維持に対する速度と効率、を高度化する、とも考えられま
す。

一見、相反する方向性が、全体の構造を形成し維持している、とも考えられます。
私達当会は、この状態を、人々が"知の体系"と呼ぷものと推測します。

"時間をかナた豊かな変化"の提案

私達人類の知覚は、人類の生命にとって必要で十分な方法と範囲に極めて限定して与えられたもの
で、私達に接する様々な事象を、直接に、又、そのすべてを把握することは不可能です。

私達人類の"知の体系"ほ、人類が、私達に接する様々な事象を、直接に、又、そのすべてを把握する
ことが不可能であることを前提に、個人の経験の限界を凌駕する、共時的、通時的な膨大な知覚を背
景に、個々人が、様々な特定の基準によって、取捨選択して、又、再構成して、生命維持に対する速度
と効率、及び、"知の循環(cycle)"の自己目的性、を達成しようとし、事象に近接しようとし、事象の全
てを把握しようと企てもする、在り方、行動と結果である、と考えられそうです。

私達人類の"知の体系"と私達に接する様々な事象との間には、人々の努力にもかかわらず、必然的
に、誤差や人類の誤謬があると考えられます。

全ての事象を、直接に、又、そのすべてを把握することが不可能である私達人類。

今日、私達人類は、全人類が共時的通時的に共通して目指すべき普遍的であるがゆえに唯一である
方法や目的や方向性などを私達に準備し得るでしょうか。

私達当会は、人類の知への欲求を、知性を持つ人類の、本源的なもの、と考えます。

私達当会は、人類の知性は、人類の地球環境や生命体としての存在とは異なる、別の"変化"を導出
すると考えます。

私達当会は、本紙で、新たに、"時間をかけた豊かな変化"を提案します。

私達当会は、"知の循環(cycle)"及び"知の体系"1こついて仮定した、生命維持に対する速度と効率、
及び、"知の循環(cycle)"の自己目的性、に対応して、仮に、"目的"と"興味(interest)"との概念を選
出し、"目的"⇔"遂行"、"興味"⇔"理解"との関係を設定し、又、"存在"と"概念"を軸に、複数の概念
を"集合"させて、対置します(添付男1絲氏)。

私達当会は、一見相反する概念や行動や存在や在り方、対照概念や対照事象が、伝統的に、地球の
空間又私達の思考空間の私達の身近に並置されることが、私達の思考と行動に試行錯誤と奥行きを
与え、私達に豊かな実りをもたらす、と考えたいと提案します。

(ν2 )



私達当会は、歴史学と跡について、まさに歴史上過去の事実であると概念上に認知される事象及び之によって概念上に知られる
人類の過去への理解及び之によって構成し得る現在と未来への可能性と希望を形成する歴史学、人類の活動と存在の痕跡であり
歴史上過去の事実そのものである物体とその状態及び之によって概念上に知られる人類の過去への理解及び之によって構成し得
る現在と未来への可能性と希望の源であり歴史を証徴する跡、双方の照合と補完、これらは、人類が、人類の過去を知り、現在と
未来の形成への概念を継続的に蓄積し考察し、是等の全てを人類に与えることにおいて、すべてが、人類にとって、貴重であり、重
要であり、等しく人々の「意図的措置」によって「その一部でも損壊や滅失によって失われること」があってはならないものごとである、
と考えます。

私達当会は、歴史学が、人類が、人類の過去を知り現在と未来を考察する"知の体系"であるならぱ、'跡は、人類が、人類の過去
を知り現在と未来を考察するための地球の空間上の各所に概念の超越性に於いて相互に関連して網目を成す人類共通の"社会基
盤(infrastructure)"であると考えます。

私達当会は、又、'跡が、私達人類の生活環境でもあり得る、と考えます。

私達当会は、"都市長崎'跡"及び"養生所ノ(長崎)医学校等'跡"及び'跡群と個々の'跡が占有すべき空間、当該'跡群に
よって証徴される歴史、即ち、当該事象について、次の通り、理解します。

私達当会は、当該事象について、以下の内容を包含すると、理解します。①世界と日本の社会との繋がりと地球上の地理空間とそ
の特質によって日本の中世から近代にかけて長崎に形成された特異性を有し、共時的通時的に世界に代替のないものであること、
②日本における古代~中世~近世、後、近代~現代へと連続する風土と社会と文化と歴史によって蓄積された国力を集約し、再構
成するものであること、③長崎が徳川江戸幕府による日本開国の母体であり表玄関であり日本開国の諸施策を展開した初の拠
点都市であり、この長崎で集約して体系的に又附随して展開された事象が日本の国民国家の存続と主権国民国家形成の原動力と
効率の要であること、④西欧文明以外の人類にとっても社会的な"個人の自由と存在の尊厳"ど官然科学の取扱い"1こよる自律
的な人類の福祉の向上が可能であることをこの日本地域の風土と蓄を基盤に実現しもって之を世界に対して初めて立証して示し
よって世界に影を及ぼし結果としてこの可能性がその後の地球規模の主権国民国家群の成立による現代世界の形成と一方でGI
Oba1辻ationの双方の基層概念の規定に関与すると考え得る意味に於いてその基層概念を形成すると考え得るし今後も'し得る
処、正しくその端緒であること(この基層は英国の大憲章(Magnac.代.)やフランス革命の単一の歴史的発展でなく多元的で多様
なものと考え得る)、⑤中世から近代・現代への日本人と諸国又オランダの人々の世界への理解と判断と行動(.y.t.m)を表すこと。
私達当会は、当該する歴史について、以下の'跡群が之を証徴すると、理解します。①中世に於ける口ーマ・カトリックによる岬の
小さな城塞都市と文化の痕跡、②長崎の中世から近世への町立てと変化と展開の痕跡、③幕府の海外交易と対外情報収集と海防
の痕跡、④日本開国の痕跡、⑤府とオランダによる長崎での長崎海軍伝習の実現とその痕跡、⑥長崎海軍伝習で設立される長
崎製鉄所の痕跡一之を継承連続する三菱の造船所、⑦長崎海軍伝習で成立する医学伝習と続く養生所の設置と之を精得館と改
称して設置する分析窮理所の存在の痕跡一之を継承連続する長崎府医学校(及び病院)以降一梅毒病院(改称を経て小島病院)の
痕跡、⑧長崎'本の活動の痕跡、⑨都市長崎の近代都市基盤の形成の痕跡、⑩プルトニウム型原子爆弾被爆の痕跡、⑪現代都
市形成の痕跡即ち現代の都市の姿。

私達当会は、当該事象について、当該事象が、地球上の人類の概念と活動の関連性に於いて成立すること、同時に、地球上のー
つの地域であることととその連続的経時的重層性に附随する特異性をもって之を具体的に証徴する跡群を形成すること、現在、

世界の時間と人々を前提とした従来の普遍的であるがゆえに唯一性を有する概念の有効性への信頼性が揺らいでいること、これ等
の経過によって、又、当該事象は、他のあらゆる事象と同様、地球上の全人類にとって有意な歴史上の出来事と之を証徴する'跡
群であることによって、又、日本国内の又世界の、関係する歴史ど跡と文化に関する各地点との情報交換と連により形成する筈
の地球空間における人々の相互理解の網の目によって、人類にとって、人類の過去を認識し、人類の現在と未来を考える為に、世
界で、欠くことのできない事象群のーつである、と理解します。

私達当会は、長崎市及び長崎県、長崎市民、長崎県民、日本の人々、世界の方々に、以上の歴史と'跡即ち当該事象にっいて、
その実態を明らかにし、人々の「意図的措置」1こよって「その一部でも損壊や滅失によって失われること」なく保存して継承し人類の存
在と歴史と'跡とその本源によって人類の現在と未来の為に活用し、不幸にして、既に、人々の意図的措置によって損壊し滅失した
'跡又は'跡の空間と要素について人類の存在と歴史ど跡とその本源によって之を原状回復することを要望し、その為の措置を
とることを要望し、又、この要望への理解を求めます。

私達当会は、当該'跡群が、世界の「日本は特別だ」として日本への思索を切捨てる人々に、その思索を再開する契機を提供する、
と期待します。

私達当会は、私達人類が、その土地に係わるとき、私達人類には、その土地の'跡を保存し後世に継承する、権利と義務と私達人
類に対する責任が、他の生命や地球環境への配.を留保しつつ、存在する、と考えます。

私達当会は、長崎に住み、長崎を訪れ、長崎で活動する人々に、自らの行動のうちに、"都市長崎'跡"及び"養生所/(長崎)医学
校等'跡"及び'跡群と個々の'跡が占有すべき空間を保存して後世に継承する、権利と義務と私達人類に対する責任があると自
覚し、そう行動するよう要望します。

私達当会は、長崎市及び長崎県及び関係する人々に、'跡とその空間を破壊して現代の建物や道路を造るのでなく、遺跡の空隙、
即ち、遺跡とその空間のない所に現代の建物や道路を造ること、その為の措置をとることを要望します。

私達は、歴史学上に人類の本源への考察を継続すること、及び、遺跡の姿につぃて、之を、変化する
現代に於いて、変わるべきものに対して、変わるべきでないものと考え、そのままの在り方/そのまま
の姿で、後世の人々に継承されるべきものと考えます。

[添付男1絲田『時間をかけた豊かな変化への仮説としての羅針盤』

養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
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一養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用より 2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
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'歴史学"と"遺跡"そしイ'都市長崎遺跡"と"養生所/(長崎)医学校等遺跡"
養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用より 2018年(平成30年)8月5日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、歴史学ど跡について、まさに歴史上過去の事実であると概念上に認知される事象及び之によって概念上に知られる
人類の過去への理解及び之によって構成し得る現在と未来への可能性と希望を形成する歴史学、人類の活動と存在の痕跡であり
歴史上過去の事実そのものである物体とその状態及び之によって概念上に知られる人類の過去への理解及び之によって構成し得
る現在と未来への可能性と希望の源であり歴史を証徴する跡、双方の照合と補完、これらは、人類が、人類の過去を知り、現在と
未来の形成への概念を継続的に蓄積し考察し、是等の全てを人類に与えることにおいて、すべてが、人類にとって、貴重であり、重
要であり、等しく人々の「意図的措置」1こよって「その一部でも損壊や滅失によって失われること」があってはならないものごとである、
と考えます。

私達当会は、歴史学が、人類が、人類の過去を知り現在と未来を考察する"知の体系"であるならば、'跡は、人類が、人類の過去
を知り現在と未来を考察するための地球の空間上の各所に概念の超越性に於いて相互に関連して網目を成す人類共通の"社会基
盤(infrastructure)"であると考えます。

私達当会は、又、'跡が、私達人類の生活環境でもあり得る、と考えます。

私達当会は、"都市長 0'跡"及び"養生所/(長崎)医学校等'跡"及び'跡群と個々の'跡が占有すべき空間、当該'跡群に
よって証徴される歴史、即ち、当該事象について、次の通り、理解します。

私達当会は、当該事象にっいて、以下の内容を包含すると、理解します。①世界と日本の社会との繋がりと地球上の地理空間とそ
の特質によって日本の中世から近代にかけて長崎に形成された特異性を有し、共時的通時的に世界に代替のないものであること、
②日本における古代~中世~近世、後、近代~現代へと連続する風土と社会と文化と歴史によって蓄積された国力を集約し、再構
成するものであること、③長崎が徳川江戸幕府による日本開国の母体であり表玄関であり日本開国の諸施策を展開した初の拠
点都市であり、この長崎で集約して体系的に又附随して展開された事象が日本の国民国家の存続と主権国民国家形成の原動力と
効率の要であること、④西欧文明圏以外の人類にとっても社会的な"個人の自由と存在の厳"ど官然科学の取扱い"による自律
的な人類の福祉の向上が可能であることをこの日本地域の風土と蓄積を基盤に実現しもって之を世界に対して初めて立証して示し
よって世界に影を及ぼし結果としてこの可能性がその後の地球規模の主権国民国家群の成立による現代世界の形成と一方でGI
Obalizationの双方の基層概念の規定に関与すると考え得る意味に於いてその基層概念を形成すると考え得るし今後も影し得る
処、正しくその端緒であることにの基層は英国の大.章(Ma8nacaんa)やフランス革命の単一の歴史的発展でなく多元的で多様
なものと考え得る)、⑤中世から近代・現代への日本人と諸国又オランダの人々の世界への理解と判断と行動(.y.t.m)を表すこと。
私達当会は、当該する歴史にっいて、以下の'跡群が之を証徴すると、理解します。①中世に於ける口ーマ・カトリ、ソクによる岬の
小さな城塞都市と文化の痕跡、②長崎の中世から近世への町立てと変化と展開の痕跡、③府の海外交易と対外報収集と海防
の痕跡、④日本開国の痕跡、⑤幕府とオランダによる長崎での長崎海軍伝習の実現とその痕跡、⑥長崎海軍伝習で設立される長
崎製鉄所の痕跡一之を継承連続する三菱の造船所、7 長崎海軍伝習で成立する医学伝習と続く養生所の設置と之を精得館と改
称して設置する分析窮理所の存在の痕跡一之を継承連続する長崎府医学校(及び病院)以降一梅毒病院(改称を経て小病院)の
痕跡、⑧長崎'本の活動の痕跡、⑨都市長崎の近代都市基盤の形成の痕跡、⑩プルトニウム型原子爆弾被爆の痕跡、⑪現代都
市形成の痕跡即ち現代の都市の姿。

私達当会は、当該事象にっいて、当該事象が、地球上の人類の概念と活動の関連性に於いて成立すること、同時に、地球上のー
つの地域であることととその連続的経時的重層性に附随する特異性をもって之を具体的に証徴する跡群を形成すること、現在、
世界の時間と人々を前提とした従来の普遍的であるがゆえに唯一性を有する概念の有効性への信頼性が揺らいでいること、これ等
の経過によって、又、当該事象は、他のあらゆる事象と同様、地球上の全人類にとって有意な歴史上の出来事と之を証徴する跡
群であることによって、又、日本国内の又世界の、関係する歴史ど跡と文化に関する各地点との情報交換と連携により形成する筈
の地球空間における人々の相互理解の網の目によって、人類にとって、人類の過去を認識し、人類の現在と未来を考える為に、世
界で、欠くことのできない事象群のーつである、と理解します。

私達当会は、長崎市及び長崎県、長崎市民、長崎県民、日本の人々、世界の方々に、以上の歴史ど跡即ち当該事象にっいて、
その実態を明らかにし、人々の「意図的措置」によって「その一部でも損壊や滅失によって失われること」なく保存して継承し人類の存
在と歴史と'跡とその本源によって人類の現在と未来の為に活用し、不幸にして、既に、人々の意図的措置によって損壊し滅失した

跡又は'跡の空間と要素にっいて人類の存在と歴史ど跡とその本源によって之を原状回復することを要望し、その為の措置を
とることを要望し、又、この要望への理解を求めます。

私達当会は、当該'跡群が、世界の「日本は特別だ」として日本への思索を切捨てる人々に、その思索を再開する契機を提供する、
と期待します。

私達当会は、私達人類が、その土地に係わるとき、私達人類には、その土地の'跡を保存し後世に継承する、権利と義務と私達人
類に対する責任が、他の生命や地球環境への配'を留保しつつ、存在する、と考えます。

私達当会は、長崎に住み、長崎を訪れ、長崎で活動する人々に、自らの行動のうちに、"都市長崎'跡"及び"養生所/(長崎)医学
校等遺跡"及び'跡群と個々の'跡が占有すべき空間を保存して後世に継承する、権利と義務と私達人類に対する責任があると自
覚し、そう行動するよう要望します。

私達当会は、長崎市及び長崎県及び関係する人々に、'跡とその空間を破壊して現代の建物や道路を造るのでなく、跡の空隙、
即ち、'跡とその空間のない所に現代の建物や道路を造ること、その為の措置をとることを要望します。

私達は、歴史学上に人類の本源への考察を継続すること、及び、遺跡の姿にっいて、之を、変化する現代に於いて、変わるべきもの
に対して、変わるべきでないものと考え、そのままの在り方/そのままの姿で、後世の人々に継承されるべきものと考えます。〆
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海軍伝習、長崎製鉄所、医学伝習

現代日本の国のかたちはここからはじまる。

2015狂耿、長崎市文化財課により佐古小学校養生所跡地の発掘

■査で゛生所述構が発兄されました。心生所逮1'を長崎市民や

子供たちの生活の中に生かしていくにはとうすれはよいかを仁田

佐古の方々と一臨に考えたく、このシンポジウムを企画しました、

'帋末の長崎て行われた日木とオランタの国際ブロジエクト、海箪

伝習は、江戸俳府が主体酌に西欧文明を受容すべく発寮し、海軍の

設立にとどまらす、近代科与井支i村と近代医学を相繊釣に泌入する

ものでした。佐古小学校の丘に建てられた弧生所は日本初の124

べ、シドの近代的な西洋式病院であり、ボンペ・ファン・メールデル

フォールトは侍と町人、日ホ人と西洋人の区別なく、尺卜的な1、1,1古

中心の区痔を行じ、封H、社会ておった松ホR小と弟iたちに蝉い

衝コをちえ主した記'の創髪:した祈代西,¥陰y'沙nにより6まれた

区係九ちか日パ、の;h代い'n＼の干f市牙川い忌し.々.ハルデスに.上って

設立ごれノこ1十勺'製リ、薪て門泳れた科ぢ井.:1尚よノこちけ日本の祈代

1斗学}}ー,]への¥'武を郵い斗、したこの牙小則工'・1、C、オランタノ、效f孫

たちの新しい物のどえ力に触れ、日々生まれ史わっていった苫'

たちか泌翫同天にj'1.昭したのてす

当日IJ発末俳奨都究会の力々が丹生所'かやrl.,川i,k「凡節跡を見た

1.、と参加されますイ人加,禧C門';小',正公)は士'ン'1鯆を担当し、滞の

内然科¥と折代醍学1上?11レベルは、日ホ各地の災,得石1'1.剖するも

のてした反牙"戸を建..1、人砲を甜"おし、神之'1'・四郎力島σX泡台を

n"及して〔.、ます,三近添海T軍所、CW 黒気船をⅡ!論、幕才ミ{,、大のliη

辻:力を持つ:1'でした維新回ヲく、C1謡蹄した大隈'Eイ,、t剖.1..,i,1,距、イh

腎常民、'{北:U[1女、汀賜匂11、大ボ凸仟を存i出しました

h"亡しいところiιい心てすか、こノ共場たまわれは京い、です

壱

『海軍伝勺0養生所と日本の近代化、1
相川忠臣 長崎大学名共教授薯'1】出島の医学

『養生所等遺構の現状と未来への展
池知和恭五生所を考える会代表

行Mン典ヰψ)1節n問・徒昭t'「t、t閉1時、尋(手にて受U イ、1け念すのじ,tの都j立劉1質問いただい CI,古

なお講演の後。汚WI・側WJ川}・御発言なと白由時湖も予定1,ぐ●りよす

養生所を考える会主催 後援

090-3730-1858 〔池知お問い合せ

趣

の

13

',

を
、

え

匂

11

長崎歴史文化協会
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養生所/医学校遺構の時代推測
20、15年(平成27年)10月31日土曜日池知和恭

凡例

④明治11年から明治15年頃一ーーー
⑤明治15年以降

⑥朋治11年以降(不祥)^^以降
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2d/7身 t子A↓94j y夕拾H 全"濯日

濃佐古小学校校地の養生所遺跡群の歴史的価値にっいて

長崎大学名誉教授、相川忠臣

出島に商館医として 1848年に赴任したオットー G.J.モーニッケは聴,分器
をもたらし、種痘を普及した日本近代医学のさきがけであります。ヨーロ、、ペ
と東アジアを知悉した国際医療人モーニッケの見た幕末の日本の医療は悲惨六
状況でした。梅毒、天然痘、ハンセン氏病のような伝染病の予防の公衆衛生行
政施策は皆無で、伝染病患者を隔離する病院もなく、国立医学校も医師国家試
験もないので今後の改善は望めないと彼の報告書にあります。そのような状況
を打破する日本の近代医療革命は長崎の養生所を舞台に始まりました。

1.ポンぺによる近代西洋医学教育の創始と日本全国への普及
ペリー来航により幕末の対外危機が頂点に達した玲55年、日本海軍の即立

を目指した海軍伝習がオランダ政府の協力で長崎で開始しました。この日本と
オランダ両国の国際プロジェク Nミ、海軍設立にとどまらず長崎製鉄所と養生
所゜医学所を建立し、近代科学技術と近代医学を組織的に導入するをので、日
本の産業革命と医療革命の始まりでした。

1857年11月、 J. L. C.ポンハミ。 ファン 0 メーノレデノレフォーノレトは西役所で

医学伝習を開始し、 19世紀、自然科学の発達により大きく変貌した近代西洋
医学を系統的に教え明治から現在へと発展する日本近代医学の礎を築きまし
た0 将軍御目見医師、松本良順の協力を得て謁磁年9月、医学所に併設され
た124べツドの日本初の近代的西洋式病院、養生所を設立。養生所は小島佐古
の丘に建てられ、屋上には日蘭友好の象徴として日本とオランダの国旗がはた
めいていました。養生所において、ポンぺは侍0 町人、日本人。西洋人の別な
く治療し、医飾は自分自身のものではなく病める人のものであると戒め、民主
的な患者中心の医療を行い、封建社会に育った弟子達に衝撃を与え士した。朴
本良順は万人の健康を護る衛生思想と牛孚L0 肉食の普及に尽力し、彼の処方し
た安価な薬を提供し、貧しい人々の健康を護ろうとしました。ロシア兵の為の
稲佐マタロス休息、所で検梅を開始、江戸根津の遊郭でも実施しました。
2・ボードインは最新の臓器別医学を教え、彼の弟子達は医療行政を確立。
ポンぺの跡を継いだA.E ボードインは検眼鏡、喉頭鏡をもたらし、最新の

臓器別医学を教えました。聴診器出現後循環器と呼吸器の診断と"療が進歩し
内科学が臓器別に進展。検眼鏡、喉頭鏡、勝胱鏡や子宮鏡のような光学*幾器と
各器官の組織染色技術の進歩で近代的眼科学、耳咽喉科、泌尿器科凹婦人
科学に発展しました。とのような最新の臓器別医学にとどまらずおそらく最新
の医療法も彼により日本に伝えられました。養生所に分析鯛理所を設置してK
、Ⅳ・ハラタマを招聰。ハラタマは自然科学即ち物理学、化学等を医学。医療を
学ぶ前の予科として教え、養生所の調剤も担当しました分析窮理所跡は日本



の近代的な化学、物理学と薬学の発祥の地であります。養牛所は*主得館と改
名、明治維新後長崎医学校となりました。精得館頭敢の相良知安はボードイン
からオランダの医療法を、大徳寺に寓居してぃたG.夏.宥 フルベッキにアメリ

力憲法を学び、人民の健康を護る医療法、露制暑則を案出しました。相良は山
佐純とともに維新政府に登用され、東京大学医学部の前身、大学東校を都立、
ドイツ医学を導入しました。大学東校にはポンぺの最優秀の弟子佐藤尚中を、
大学南校にはフルベッキを教頭として迎え、日本の近代教育を担う大学メ凱゛
しました。近代教育もまた小島佐古の丘から発祥したのです。ハラタマは後に
大坂舎蜜局を設立、ボードインは大坂医学校を緒方惟準と共に設立してぃま
す0 ハラタマの後任はユトレヒト陸軍軍医学校教官で、陸軍薬剤官であったA
J・C.ヘーノレツです。長崎、京都、横浜で活躍、長与専斎のブレーンとして、
輸入薬物を検査する司薬場や日本薬局方の成立に貢献しました。ポンぺ、犬一
ドイン、マンスフェルトに学び長崎医学校長であった長与専斎は文部省に出
仕、岩倉這欧使節団に加わり、英米独の医療を視察後、オラン々、で医療監理制
度の実状を調査しました。長与専斎は帰国後衛生局を創立し啓制を施行し、
東アジアで初めて万人の健康を護る公衆衛生行政を開始しました。醤制はオラ
ンダの医療法と相良知安の需制客則を参考にして作られたと'甲われます。

3・近代医学教育、近代教育、民主的な考え方、公衆衛生行政は小島佐十の
丘に発祥し、日本の近代化は長崎から東アジアに波及。

丸山公園に民主国家を夢見た坂本龍馬像、唐人屋敷跡には国民国家建即を目
指した孫文の像があります。長崎を訪れる東アジアの人々は、なぜ日本は先駆
けて近代化できたのかを昔も今も知りたいのではないでしょうか。日芹戦争
後、近代化の方策を求め、多くの東アジアのエリートが日本に留学しまし、
漠字交じりの日本語は蘭書翻訳に苦しむ過程で、オランダ証の影郷を戸け近代
化し何でも翻訳できるまでに進化しました。正に和華蘭チャンポン文化の精華
です0 数世紀かけて物理学、化学や医学の専門用語と概念が日本盆に定着した
からこそ、海軍伝習後、速やかに近代科学技術や近代医学を導入できました。
開国後は自然科学のみならず、政治、法学、経済、語学、,甲想といった人文科
学分野の専門用語と概念が日本語に速やかに取り込まれました。日汗戦争後、
台湾と朝鮮に日本語による小学校から大学までの近代教育が定着、'斤代化の基
盤が作られました。中国では和製漢語が近代化の手助けをしました。小島佐一
の丘に発祥した近代教育、民主的な考え方と公衆衛生行政は日本全国にとどま
らず、広く東アジアに普及しました。朝鮮と台湾での公衆衛生行政により人口
が著しく増加しました。台湾では司馬凌海の薫陶を受けた後藤新平が民政長官
として活厩しました。養生所0 医学所、分析窮理所は日本ぱかりでなく、アジ、

アの国々にとっても医療の近代化の象徴です。
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jそ紬駅1』南0,小■r.大川■1.ん劇町、五島Wr一俳を望tr {,1.央のせん堺は巾
胃j天十煮. 小川虎孝氏岨出ン
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=月下旬頃の異M駅前の様干ι長餌駅仕娼心地よ"痢約!■■の距卑に布".侶風で破墳さh、その隆
"jk災にと"全耀し允.】 (小川虎序氏撮W>
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(巾央のせん堺は中町天主空、迫方左高台の建物は長飾市役斯.右異勧駅前の轟古より市東方而を塑力
高古の建牝か甥員鼻m促学按.) (小川虎彦托撮影:'
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長崎市役所方面上空より長崎県庁を巾心とした市街地を望む(巾央の四角い建物が県庁本館。左側か議琳堂。)
<H . J .ビークーソソ氏撮影>

TheView lrom the sky over the Nagヨ諦ki C止y Ha11 0Te盆 10okm宮 towaTd ule vicinity of NagaMki prefecture office
bui】di口gs in "1e Cぞnter and left of center are 小e Nag丑5akl pTef■Ct11rそ officE 乳nd A誹ぞmbly Ha11, respectlvely

IP110t0師Ph by H.j. peter帥nl
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骨格光けか残「た長県庁(風格あるルネサソス槻式煉瓦造り石壁の建物てあ「たか、熟線によ,)d・峡ト
<小川虎彦氏撮影>ームの屋根裂から発火。大火とな「て全焼した。)

GU廿ed Nins of Nagasaki prefect吐re office. An inlp0引ng Renai5関nce style brick b11ilding 、vith stonを Wa11S hefore
the ato"1ic bomb{η套. the office wa5 d゛stroyed by the fire th急t broke out under the roof of the main dome 11S 益

【photogra血 by Torahiko oga、va】reault of exposuTe to the heat rきys
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長蛸市役所禦の市断地左塑む(●弐弓た自空の建物1土民室の土蔵.)
く三斐廼工泰長峅量舶提供.奔末太醐氏投彰
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焼け落ちた長崎駅周辺と中町の防火線

爆風によって生じた火災により、大火となって長駅(写中央左)も焼け落ちたが、現在の中町公園周辺の町より北東部は建
物疎開による防火線が類焼を食い止めた.手前に見える町並は類焼していない.岩原川(写真左端)沿いの大黒町と恵美須町、
道路をまたいだ西中町天主堂一帯は類焼によって焼失した.

現在の中町方面一帯

1',71工式,「牡災イ!1 【0,.,以 F伺し)
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長駅前の電車通りと西坂地区
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電柱に貼られた東亜劇場の広告が目に入る.浦上方面(左)へ向かう人びとは荷物を
一様忙背負っている.右鉄柱のうしろに本蓮寺の墓所が見えるが、寺の建物は全壊し
て見えない.
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NO.A35舶掘影日 1945 9/5長港上空

画面下部の稲佐一帯は建物が健在であるのに対して、対岸の長"周辺は壊滅状態である.これは原爆による火災が延焼して
焼き尽くした結果である.長崎駅の左上にはNHK長'放送局のアンテナ2 ・が直立しているのが見える.
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飽の浦上空

三菱長造船所を主とした長

^ 、ど.^"ニ

画面中央を縦に流れτ1ハる岩
原川の脇に、旭大橋が開通し、
稲佐側との往来が幾分便利に
なった.
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NO.A3639 掘影日

部である.こちらは原爆の被害よりも8月1日の空製が甚大な被害であった.の心
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原爆投下前の長崎市の航空写

米軍の偵察媛が掘影した上空からの長市'浦上川の

沿崖に長製鋼所をはじめ、三菱の工場群が建ち並ひ日
本でも有数の産業地帯であった.
ほとんどの需工場が掘られτいる.嵐の前の静けさ
とうぺきか.

(施設の位盡を示す赤丸と名称は纏集部か入力した)
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原爆投下後の長崎市の航空写

米軍は投下直後に被害の全様を記録するため、航空写を撮づしている,
GROUND ZER0を基点に燭心からの距離を正硫に把握している.この

合成図ではズレが生Uているが、これは複数枚作製していることを味す

る.この段階てはまた爆心地の特定に誤差が肪ったようである.
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咋φ歳月を経て当時の様子を、感じさせない程に復興を遂げている.長・港には巨大な女神大橋が横

りξ都市の形態も大きく様変わりした.爆心地一帯は公園として保存され、祈りの場となっている.
.゛ー,.'・、'2互・゛碑」琉ケ才モ、.'早、'1、ざユ、.tl'1"" V ・"、、・:;,」寄、、、、、・."ι・、71 J

'・ 0*ゞk=_'、、゛.,1二. 1..ι,:i/t f・(、、.ミェ.、・゛¥、才、、.、、・ゞ'、'、'.'..ニ,ン,'、又"'ゞ110ゞ〔丈:'

、、ぐ旦■二 1ゞ・,1、了剖遭才ミ,辨、、" i'a .〕.1.'..,1.ゞき、0ハ,イ:ヘ'..'てfl..,"","、. t 、',ー'J:'/t、゛・:ヤ,、'ν'、

'゛・'"',・一心'削・.泌途"ー,"、、,'・・,・・"・・,ー・'・.'、"や、■ヤ写气子武」一闘今dw、、ゞ゛丞趣IP'1'H二;↓三弐;1',1尋'05h'宏;.・'、 4、メ1'こ1・・ゞ'.、、'{f'1 '立イ、ー、コ

・ J '...ナ"ノ..'・、ξ、ン,,.{.1,・ル..,.1..・ミ1み1●:ちt・"、、エト、ゞ'M二・'イニ、・~ご、丈,、ン C .,'{,.、'、1、,,",1U御・、ゞゞミ,,.・゛くイ."";・..1"" 1、、J享'1工,、、:、.U二1-、・".{1S:1";〒、X"'1京,1'¥^ξ、.',入1.,ιγ.;;ニ:、1. 1・1、、、..{J→UI゛
・、鳥 T゛ f、',. ot、にC・゛、'1.1;:'..、ー'!Y祉工,共;,U§＼トー、ノ.11.,・CMリ号・ノゞヲ、一河:1武 i'、・1タ'途ネ'.

CP・一更竜.'.、、'・て・、;'f_1.ιι",ι'容・、""、゛、,、、 OW 1てで;・"(,'"aガ、§.は、

弓

.

一

,、

゛

^,.、'゛
,",""、、長!..

す、.
'゛J、y/ 、、..

シ'

位置関係を示すため、同心円と臣離が米軍によって書き込まれている.
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焼失した長崎県庁

の番号①、②、⑤が庁舎.原塚が投下された直後に火災は発生しなかったが、1時問後に煙が立ち上って炎上した.識
の遵難などで消火に失敗すると結果的に全焼してしまった.

被前の長医科大学

1923年4月に開酘された木造建築の大学.学内では解剖学、病理学、法医学、細菌学、衛生学、薬理学、生化学、生理学といっ
たものが基礎学教室で受講できた.また、附属の医学専門部と薬学専門部もあり、充実していた.

破砕された長崎医科大学

右奥から解剖学教室の物置
(13A)、中央に衛生学教室(36)、病毘
学教室講堂(12)、本館庫(35A)、
手前右から図書館(60A)、図将館

(61)である.被爆後、踊時に倒壊
して炎上した.請義中の教授と生徒
は大半か燎死した状態で発莞されて
いる,全滅に近かった.
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現在の大波止一帯嫡)

長の玄関口として観光客を出迎えている.右端に
見える県庁は移転することが決まり、大波止の上を
埋め立てて新庁舎の建酘を開始している.
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大波止上空

当時も連絡船が行き交っていたが、爆風で被が出てぃる.長崎駅方面の火災は大黒町、五町へと深夜までに燃え広がり揮
町へも迫ったが、市民総出(おもに九州配電社 60名)の消火作業で、延焼は喰い止めた.右上の新興善国民学校周辺も長
県庁からの出火によって焼けている.右下の桟橋横に昭和閣(現在消滅)の旅館がある.横を通る線路は貨客などを運搬す

る臨港線で、上海航路にも関わってぃた.1982年まで存続し、現在は一部が廃線跡として残ってぃる.
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日本語訳

長蛸の防空壕群である.煽心地にとても近い丘側のトンネル型防空壕であり、僅かな住民を燭風、黙線、放射線から守った

松山防空

浦上刑務支所の丘にある南側防空壕として存在した,当日も

多くの人々が空製悲報の発令と共に逃げ込んでぃたが、不幸

にも爆心地方面を向いていたために、激烈な爆風と熱線が壕
内の人々を殺識した。当日、松山町内に居て生き残った者は
僅かに少女1名のみという、恐るべきものであった,
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現在の松山防空跡(現平和公)@)

松山平和公園の階段脇に現在でも3つを見ることができる.
知"年のエスカレーター設工の際に4つが再び発見さ
れた遺摘として残されることになったが、ひとっは消滅
してしまった.
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現在の長崎市上空(@

山と海に囲まれた長市.風光明媚な観光都市が70年前は悲劇の舞台であった.地には所狭しと家々が、港湾には造
船所の建物が立ち並ぷ今日の景色である.
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細染協力/艮蛤原燥資料・鯨

(公財)長崎平和挑進協会写真資判調査部会長深堀好敏

釧訳校閲/プライアン・バークガフニ

惰報槌供/橋口行火

写真撮影件公尾順造石司隆一

写真捉供/長崎原爆資料館長li市広穀広聴課扇精光ソリューシヨンズ株式会社

参考文献
フルバム長崎百年戰小祓後'(荒木正人、長'文献牡、1986{n

煉燃被爆記録写真集(長岫娠燃資料・館、財団法人長'平痢1推進協会、1996年)
長'原燃鞍災誌第一巻靴説'改訂版(長衛市役所、2鄭郁)

長'1京燃i哉災誌第二巻地域編(長'市役所、 1979年)
長飾原爆に関する資料染・第 1集「米国職略燃撃調査団都告」一資料解題と槻要一(長簡

「原燃問題」研究普及恊議会、 19関年)

瞭燃汎 1・周年記念誌(三菱重1:業長崎原燃供養塔奉徒会、浜松祐火、1995年)
創立五ト・周年記念誌(創立五卜周年記念誌編集委員会、長奇県・立長':1:業商等学校'長県立

長奇τ業高等学校青友会・長崎県立艮'jt業商等学校1司窓会、】988年)
艮'商業15年史(長崎市立長崎商業百年史'染委員会、長簡市立長〒商業高等学校、1985年)
純女学徒隊殉難の記録ι純心女f・学桝、1961年)

閃光の Fから城山国民学校の被爆記録[復刻版](躰成郎、朝Πソノラマ、1995イ円
庶爆先牛ナガサキに生きる(江菰千代子、葦占房、1993年)

五ノj分・地形圖長丁1川賊イ内1毎街地即劉充所、19町年)

長崎漸.〒tシリーズ10「史料.飢U に見る産業遺産三菱重工長岫造船所のすべて(長与文献礼、
2015如.)

n

被爆70周年に問う「戰争と平和」

米軍撮影

2015午や1り庄27) 7n30口初版第一刷

長崎文献社

柴田義孝

堀'、昭

株式会社長文献社
〒850一Ⅸ)57 長'1"大紳岡3-1 長交辿巌桑ビル5陪
TEL 095 (823) 5247 FAX 095 【823) 5252
Hp http: WWW.e・bunken.com

大同印刷株式会社

ISBN978-4-8聞51-242・8 Cm3】
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2018年(平成30年)7月16日月曜日(祝日)養生所を考える会代表池知和恭

2016年(平成28年)11月12日土曜日の日本経済新聞朝刊42面社会面で
日本人気質について、下記、報じています。

私達に>思い当たるところは、ないでしょうか?

日本人気質

2016年(平成28年)11月12日(土曜日)

( 1/1 )

E1 スK 際至捗深棄斤皮ヨ

☆13版^42

脳科学者中野信子さん(4D

なかの・のぶこ東京都
出身。東大工学部卒業後、
東大大学院で医学博士。フ
ランス国立研究所の研究員
を経て、東日本国際大学教
授に就任。

.

、
公
布
か
ら
鴨
年

私
自
身
は
法
に
不
便
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
に

よ
っ
て
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
極
端
な
格
差
の
な
い
社
会
が

維
持
さ
れ
た
の
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
な
し
崩
し
的
な
解
釈
改

憲
は
危
う
い
と
感
じ
ま
す
が
、

口

事
も
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
見
直

し
は
当
然
必
要
と
思
い
ま
す
。

団
的
自
衛
権
を
認
め
る
安
全

倭
関
連
法
の
議
論
で
は
法

違
反
か
ど
ぅ
か
が
焦
点
に
な
り
ま

し
た
。
賛
成
派
反
対
派
と
も
に

立
場
を
共
有
す
る
人
の
み
の
思
考
く
の
人
は
失
望
と
落
胆
を
感
じ
た

空
間
が
作
ら
れ
、
考
え
が
異
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
自
体
が
脳
内
物
質
の
特
性
か
ら
み
る

糾
弾
さ
れ
か
ね
な
い
囲
気
が
生
と
、
日
本
に
は
共
同
体
意
識
が
強

ま
れ
ま
し
た
。
建
設
的
な
論
が
く
、
よ
そ
者
や
逸
脱
者
を
排
除
し

必
要
な
の
に
、
内
容
よ
り
立
場
よ
う
と
攻
す
る
傾
向
の
強
い
人

が
先
さ
れ
が
ち
な
状
況
に
、
多
が
他
国
よ
り
多
く
い
ま
す
。
前
例

日
本
人
気
、
理
解
し
議
論
を

を
し
た
り
、
自
ら
意
思
決
定
し

た
り
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
伝

的
資
質
の
人
も
多
数
派
で
す
。

集
団
に
な
る
七
他
人
の
顔
色

を
う
か
が
う
あ
ま
り
異
論
を
弓
え

な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
主
張
の
強

い
人
に
引
き
ず
ら
れ
て
極
端
に
過

激
に
な
っ
た
り
す
る
現
象
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な

特
徴
を
持
っ
た
共
同
体
で
は
特
に

こ
う
し
た
現
象
が
強
く
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
誰
に
も
望
ま
し

く
な
い
政
治
決
定
が
な
さ
れ
て
し

ま
う
事
態
を
危
倶
し
て
い
ま
す
。

改
論
議
を
始
め
る
時
ま
ず

私
た
ち
自
身
が
自
ら
の
弱
点
を
よ

く
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
最
重
要
の
課
題
と
思
い
ま
す
。



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2018年(平成30年)7月20日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

情報汚染、事実の変形

2/2
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偽画のーつ。一見オノミマ氏の演説だが、
音声や表はコメディアン固のものを合成

2018年(平成30年)7月20日(金曜日)

^

・・・・・偽動百・・・・・

・偽のオバマ氏がこうも警告する。■旦■

「敵が勝手に、誰かが実際に何かを話していたかのように偽装できる時代になった」

、

、

"阜

の

〆

本
物
と
見
分
け
が
つ
か
な
い

ほ
ど
巧
妙
な
偽
動
画
を
作
る
技

術
「
デ
ィ
ー
プ
フ
エ
イ
ク
」
が

注
目
を
集
め
て
い
る
。
映
画
製

作
な
ど
で
使
わ
れ
始
め
た
が
、

技
術
の
進
歩
で
専
門
家
で
な
く

て
も
低
コ
ス
ト
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
定
の
政
治
家
の

偽
の
演
説
動
画
な
ど
悪
質
な
フ

エ
イ
ク
ニ
ユ
ー
ス
に
利
用
さ
れ

民
主
主
義
を
か
す
危
険
に
つ

な
が
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
(
1

面
参
超

デ
ィ
ー
プ
フ
エ
イ
ク
の
基
盤

と
な
る
の
が
人
工
知
能
(
A
1
)

だ
。
ま
ず
有
名
人
や
政
治
家
な

ど
狙
い
を
つ
け
た
人
物
の
映
像

と
音
声
デ
ー
タ
を
集
め
、
 
A
1

に
学
習
さ
せ
る
。
他
の
人
物
が

話
す
映
像
を
学
習
に
生
か
し
、

画
像
の
ず
れ
を
補
正
し
な
が

ら
、
本
物
の
デ
ー
タ
か
ら
A
1

が
自
動
で
自
然
な
偽
動
画
を
合

成
し
て
い
く
。

実
際
は
本
人
が
喜
易
発
し

て
い
な
い
内
容
、
偽
動
画
の

中
で
雄
弁
に
語
ら
せ
る
Σ
が

で
き
る
。
 
4
月
に
は
米
ニ
ユ
ー

ス
サ
イ
ト
が
「
こ
の
ビ
デ
オ
で

オ
バ
マ
(
元
米
大
統
領
)
が
話

し
て
い
る
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
」
と
い
う
動
画
を
作

り
、
話
題
に
な
っ
た
。

亘
す
る
と
オ
バ
マ
氏
の
演

説
動
画
だ
が
、
音
声
や
表
情
は

別
人
の
コ
〆
デ
ィ
ア
ン
の
も

の
。
偽
動
画
の
巧
妙
さ
に
注
意

す
る
よ
っ
呼
び
か
け
る
た
め
に

作
ら
れ
た
。

本
物
ら
し
く
す
る
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
が
口
の
動
き
だ
。
大

き
く
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る

動
き
と
、
音
声
を
う
ま
く
重
ね

る
と
自
然
さ
が
増
す
。

高
度
な
動
画
合
成
は
従
来

プ
ロ
の
映
像
制
作
会
社
が
用

を
か
け
て
初
め
て
可
能
だ
っ

た
。
現
在
は
公
開
さ
れ
た
A
1

モ
デ
ル
を
理
解
で
き
る
知
識
さ

え
あ
れ
ぱ
個
人
で
も
自
宅
の
作

業
で
作
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

こ
う
し
た
偽
動
画
は
、
ど
ん

ど
ん
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

米
ニ
ユ
ー
ス
サ
イ
ト
の
動
画
で

は
、
偽
の
オ
バ
マ
氏
が
こ
う
も

告
す
る
。
「
敵
が
勝
手
に
、

誰
か
が
実
際
に
何
か
を
話
し
て

い
た
か
の
よ
う
に
偽
装
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
」

阿
部
哲
也
西
岡
司
、
川
合

智
之
、
植
松
正
異
中
西
豊
紀
、

兼
松
雄
一
郎
、
栗
原
健
大
平
本

信
敬
伴
正
責
寺
巷
介
三

隅
勇
氣
多
部
田
俊
轆
張
祥

が
担
当
し
ま
し
た
。

1
 
●
●
 
1
 
■
●
 
1
 
■
●
 
1
 
●
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1
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

112版第47555号白才K 爽至捗深

情報汚染、事実の変形

棄斤准凋

2018年(平成30年)7月20日金曜日

2018年(平成30年)7月20日(金曜日)

発行所日本経済新聞社
東京本ネ士(03)3270-0251
〒1卯・8066東京都千代田区大手町1・3-フ
大阪本ネ士(06)7639-7111
名古屋支ネ士(052)243-3311

西部支キ士(092)473-3300
木し幌支社(011)281-3211

2018年(平成30年)7月20日金曜日の日本経済新聞の朝刊の一面記事『データの世紀「私」が奪われる5 一飛び交うフェイク

情報汚染、代償は重くー』は、現代のネット空間では、データという性格と高い技術を背景として、言語・画像・動画・物語、あらゆる情

報が変形されて即ち偽情報であり汚染された状態である可能性が増幅されつつある現状とそこから生ずる懸念を報じています。

・歴史学は文字を素材とし言語を手段とし、且つ、蓄積され認められた方法を媒体として人類の過去を知ることであると考えられます。

人類の記憶と概念と言語は、人々の努力にもかかわらず完全に人々の誤謬と窓意性を排除することは不可能で、直接に人類の過去

であることはできません。

・遺跡は人類の活動の痕跡と云われ、人類の概念の結果の一部である物体及びその状態であり、様々な理由により歴史上において

人々の評価から脱落し忘れられたものが再発見されたものであり、原則として存在に概念と言語を断絶し、その意味で、人々の誤謬と

窓意性が排除され、部分的なものであるとはいえ、まさしく遺跡であると確認されることを前提として、人類にとって、本質的に、その場

との事象に附随する特異性と多様性に立脚する、唯一絶対的で直接的、且つ、具体的な人類の歴史上の事実です。

・歴史学は時々の概念と言語の限界に規定される限界があり、物体の存在はそれだけでは広く人類の過去を理解する事ができません

・私達は、人類が、人類の過去を知り、現代と未来に活かすために、歴史学等人文学と人文科学において言語によって蓄積された知

の体系と遺跡の存在は車の両輪であり、相互に扶助し合う、双方共に、必要不可欠な存在であると考えます。

・長崎市は、養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いに於いて、当該地が当該遺跡であると歴史上知見と地上遺構より容易に知り得る
処又審査の後に「遺跡発見の通知」を県教育長に発出の直後、遺跡の要素として第一に評価の対象となる遺跡の大きさについて、遺

跡内の旧長崎市立佐古小学校舎等施設の解体によって、遺跡の建物の敷地としてほぽ完全な大きさとその遺構を遺存し遺跡の主題

の時代の人類の活動に係る遺跡固有の空間の大きさを完存し、一部に遺跡の時代以降に為された欠損もあるが、同時に広く人々に

遺跡の存在としての重要性を認知される処、市長以下意図的措置を決定し、遺跡の遺跡としての実態を大幅に壊滅的に破壊し、即ち、

遺跡としての空間と遺構を破壊し、遺構の位置を動かし是にレプリカを作成して連結し、又、極一部の遺構を選択的に現状保存してそ

の内一部を展示するとし、即ち、歴史上の事実としての遺跡及び遺跡の遺跡としての存在を破壊し、現在の長崎市の理事者の概念に
基づく記号即ち一種の言語に変換し、即ち、歴史上事実の変形をよしとして、公共工事で遺跡破壊となる開発行為である、計画調整過

程で過去に長崎市と地域居住者によって用地検討された経緯のある複数の建設用地を現在でも有する新設統合校である現在旧長崎

市立仁田小学校で開学中の長崎市立仁田佐古小学校の旧佐古小校地を用地とする校舎等施設新築建設計画及び長崎市と地域居

住者に当該校建設の条件又は付帯事項と共通認識されている旧佐古小校地即ち遺跡の建物敷地と境界線遺構即ち大きさを破壊削
減して行う小学校用途を目的とせず自動車交通上の当面の直接受益者が極少の当該外周道路ノ路地拡幅建設計画を進めています。

・本来の養生所/(長崎)医学校等遺跡は正しく主題に対する歴史上の事実ですが、当該遺跡は、長崎市の取扱いによって、長崎市の

当代の理事者の意図的措置の痕跡としての遺跡、即ち、名実共に、新しい"平成31年長崎市理事者遺跡"又は作品へと変形されます

私達は、この実態を"養生所/精得館遺跡""長崎医学校/梅主病院遺跡"等と呼称するならぱ遺跡としての実態と異なる、と認識します。

事実と情報の変形、偽情報が横溢する現代と未来、この様な事態に、私達はどう対処するのか、私達の欲する処は何か。需要は何か。

私達の日常で日々当たり前のように行われるささやかな事実や情報の変形、心当たりほありませんか。私達にはこのようなささやかな

事実や情報の変形を拒みそのように行動することができそうではありませんか。私達が私達の目前で当たり前のように行われるささや

かな事実や情報の変形を拒みそのように行動し続けることが、少しでも他の事実や情報の変形を少なくすると期待したいものです。

私達は、長崎市に、養生所/(長崎)医学校等遺跡の取扱いについて、「意図的措置」であり遺跡破壊である開発計画と行為を取消し、
当該遺跡の遺跡としての存在、即ち、当該地に固有の歴史上の事実、人類の存在と歩みの確かな事実、人類の多様性を表象する事

実、地球の空間上の具体的な存在、を「その一部でも損壊や滅失によって失われること」なく即ち現状保存し、既に破壊した遺跡の要

素は次善の策として原状回復してそのことを掲示して人々に明らかにし、人類の現在と未来の為に活用することを要望します。〆

「私」が奪われる

世

鳥

金日

9刃飛、六うフェイク

三

宮

不
法
移
民
問
題
で
揺
れ
る
米

国
。
 
6
貝
ネ
ッ
ト
空
間
で
論
争

が
巻
き
起
こ
っ
た
。

釘
万
「
い
い
ね
!
」

「
こ
の
残
虐
な
付
為
に
黙
っ
て

い
て
は
駄
目
」
。
S
N
S
 
尖
X
流

サ
イ
ト
)
に
著
名
歌
手
の
ジ
エ
ニ

フ
ァ
ー
・
ロ
ペ
ス
さ
ん
が
画
像
を

投
稿
す
る
と
、
即
座
に
釘
万
件
も

の
「
い
い
ね
!
」
が
つ
い
た
。

写
っ
て
い
た
の
は
泣
き
じ
ゃ
く

る
移
民
の
女
の
子
。
ト
一
フ
ン
プ
政
、
、

権
の
取
り
締
ま
り
で
、
親
と
引
き
「

離
さ
れ
た
悲
劇
の
象
徴
と
し
て
拡

散
し
た
。
だ
が
後
に
ハ
X
親
と
名
乗

る
人
物
が
否
定
メ
デ
ィ
ア
も
一

斉
に
フ
エ
イ
ク
情
報
と
報
じ
る
。

実
際
E
家
離
散
し
た
移
民
は
多

い
越
女
の
子
の
画
像
は
世
論
分

断
に
拍
車
を
か
け
た
だ
け
だ
っ

大
の
デ
ー
タ
が
行
き
交
う

「
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
に
は
偽

情
報
が
入
り
交
じ
る
。
「
情
報
汚

訣
」
が
広
が
り
続
け
れ
ば
、
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
そ
の

も
の
が
ど
こ
か
で
機
能
し
な
く
な

る
。
現
実
と
の
境
目
を
脅
か
す
技

0

術
も
現
れ
だ
し
た

「
べ
ル
ギ
ー
国
長
偽
善
を

や
め
て
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
せ

よ
」
。
 
5
貝
べ
ル
ギ
ー
の
社
会

主
義
政
党
;
・
■
が
ト
ラ
ン
プ

氏
の
演
説
動
画
を
投
稿
し
た
。
断

定
調
で
地
球
温
暖
化
防
止
の
国
際

各
宕
0

盟
一

二

枠
組
み
か
ら
離
脱
を
訴
え
る
。
扇

情
的
な
ス
タ
イ
ル
は
い
つ
も
通

り
。
だ
が
心
な
し
か
口
元
が
ぽ
や

け
て
い
る
。

「
ト
ラ
ン
プ
こ
そ
偽
善
者
だ

!
」
。
 
S
N
S
上
は
す
ぐ
さ
ま
反

、

対
コ
〆
ン
ト
で
あ
ふ
れ
た
。
こ
れ

に
慌
て
た
の
が
;
・
a
だ
。
「
い

、
、

や
こ
れ
は
フ
エ
イ
ク
動
画
で
、
冗

談
な
ん
で
す
」

公
開
さ
れ
た
人
工
知
能
(
A
1
)

モ
デ
ル
に
、
動
画
と
音
声
デ
ー
タ

を
学
習
さ
せ
て
い
く
だ
け
で
自
然

な
偽
動
画
が
作
れ
て
し
ま
う
。
ポ

情
ル
ノ
向
け
に
使
わ
れ
始
め
た
技
術

だ
が
、
政
治
に
も
悪
用
さ
れ
る
恐

'

れ
が
出
て
き
た
。

自
動
生
成
さ
れ
た
処
一
ユ
ー
ス

や
偽
ロ
コ
ミ
も
広
が
る
。
米
シ
ン

ク
タ
ン
ク
C
D
T
の
調
査
で
は
、

最
先
端
の
自
動
分
析
技
術
を
使
っ

て
も
憎
悪
表
現
な
ど
の
問
題
投
稿

は
全
体
の
8
割
し
か
排
除
で
き
な

い
。
真
偽
は
な
お
人
の
目
で
見
極

め
る
し
か
な
い
。

俵
一
ユ
ー
ス
の
鐸
台
と
な
っ
た

ア
エ
イ
ス
プ
ッ
ク
。
 
2
0
1
8
年

中
に
監
視
要
員
を
2
万
人
に
増
や

す
。
Π
年
松
月
期
の
営
業
利
益
2

兆
3
千
億
円
。
社
員
数
W
倍
以
上

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
迫
る
利
益
を

迫
る
ニ
セ
動
画
量
産
時
代

▼
ト
ッ
プ
↓
ト
ピ
ッ
ク
一
↓
デ
ー
タ
の
世
紀

稼
い
で
き
張
今
後
は
代
償
を

強
い
ら
れ
る
。

「
浄
化
」
に
危
う
さ

コ
ス
ト
を
か
け
て
情
報
を
浄
化

し
て
、
待
っ
て
い
る
の
は
危
う

さ
か
も
し
れ
な
い
。
 
3
貝
中
東

ド
バ
イ
の
監
視
技
術
展
書
き

込
み
を
自
動
解
析
し
、
危
険
な
文

言
を
排
除
で
き
る
。
ロ
シ
ア
製
よ

り
効
率
的
で
す
」
。
関
心
を
集
め

た
の
が
中
国
政
府
や
軍
が
使
う
世

論
監
視
用
の
S
N
S
分
析
技
術

だ
。

販
路
は
中
東
や
ア
フ
り
々
個

人
情
報
を
検
閲
し
て
不
都
合
を
抑

え
込
む
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
す
で

に
治
安
維
持
を
名
目
に
し
た
一
言
論

統
制
が
広
が
る
。
中
国
型
の
監
視

社
会
が
世
界
に
輸
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

「
検
閲
を
義
務
付
け
れ
ぱ
我

々
は
中
国
と
何
が
違
う
の
か
」
。

米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
ハ
ー
バ

ー
ト
・
り
ン
上
級
研
究
員
は
嘆
く
。

「
フ
エ
イ
ク
は
創
作
と
紙
一
重
。

表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
米
国
で

規
制
は
困
難
だ
」
。
デ
ー
タ
の
世

紀
は
世
界
に
重
い
課
題
を
突
き
つ

け
る
。
禽
連
記
 
W
面
に
)

・
こ
の
項
お
わ
り



養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用より 2018年(平成30年)7月29日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

19世紀前半、西洋社会では自然科学が著しく発展しました。

方、中国など東洋での古代よりの社会にも、近代西洋の自然科学に劣らない観察がありそうです。

その一端が、漢字の造形に顕われて、継承されているようです。

忙しい日々を送る私達の現代、さまざまな物事が変化してゆく現代

私達は、今、もう一度、変わるべきもの、変わるべきでないもの、を考えてみる必要があるのではないでしょうか。

32E1 二武照至捗深棄斤廣弓 2018年(平成30年)7月29白(日曜日)

私達は、長市及び長及び閏係する人々に、'跡とその空を破壊して現代の建物や道路を造るのではなく、'跡の空、即ち、'跡とその空間のない所に現代の建物や道路を造ること、その為の措をとることを要望します。

私達は、歴史学上に人類の本源への考察を継続すること、及び、'跡の姿について、之を、変化する現代に於いて、変わるべきものに対して、変わるべきでないものと考え、そのままの在り方/そのままの姿で、後世の人々に継承されるべきものと考えます。
〆

「1畄」
、

漢字図>恩、脳

私達当会は、"都市長'跡"そして"養生所ノ(長崎)医学校等'跡"及ぴ'跡群と個々の'跡が占有すべき空問
及び当該'跡群によって証徴される歴史、即ち、当該象が

世界と日本の社会との繋がりと地球上の地理空間とその特質によって日本の中世から近代にかけて長崎に形成された特異性を有するものであること
日本における古代~中世~近世、後、近代~現代へと連続する風土と社会と文化と歴史によって積された国力を約し、再構成するものであること

長が日本開国の母体であり表玄関であり日本開国の諸施策を展開した初の拠点都市であること
これが日本の国民国家の存続と主権国民国家形成の原動力の主要なーつであること

西欧文明以外の人類にとっても社会的な"個人の自由と存在の尊厳"ど'自然科学の取扱い"による自律的な福祉の向上が可能であることを
この日本地城の風土とを盤に実現しもって之を世界に対して初めて立証して示しよって世界に影響を及ぼし結果としてこの可能性が

その後の主権国民国群の成立による現代世界の形成と一方でGlobalizationの双方の基概念であり正しくその端緒であること

中世から近代・現代への日本人と諸国又オランダの人々の世界の理と判断と行動(system)を表すこと
中世に於ける口ーマ・カトリックによるの小さな城塞都市と文化の痕跡/長崎の中世から近世への町立てと変化と展開の跡ノ府の海外交易と世界の情報収と海肪の痕跡/日本開国の痕跡/府とオランダによる長崎での長海伝習の実現とその跡/長海伝

習で設立される長製鉄所の痕跡一之を継承連続する三菱の造船所/長海伝習で成立する医学伝習と続く生所の設と之を精得館と改称して設する分析理所の存在の痕跡一之を継承連続する長府医学校(及ぴ病院)以降の跡ノ長崎'本の活動の跡
ノ都市長の近代都市盤の形成の痕跡/プルトニウム型原子爆弾被の跡

によって地球上のーつの地域であることととその連続的経時的性に附随する特異性をもって之を具体的に証徴する跡群を形成すること

現在、世界の時と人々を前提とした従来の遍的であるがゆえに唯一性を有する念の有効性への信頼性が揺らいでいること
これ等の経過によって、当該は地球上の全人類にとって要な歴史上の出来と之を証徴する跡群であることによって

又、日本国内の又世界の、関係する歴史と遺跡と文化に関する各地点との報交換と連携により形成する筈の地球空における連帯の網の目によって

人類にとって、人類の過去を認識し、人類の現在と未来を考える為に、世界でも要な象群のーつである、と理解します。

私達当会は、長崎市及び長崎、長市民、長崎民、日本の人々、世界の方々に、又、長に住み、活し、訪れる方々に、当該'跡群について

跡の一部でも壊や滅失によって失われることのない現状保存ノ"土地の造"3"の測の余地のない再建/公開と活用/歴史と'跡についての報発信、を要望し、又、その為の措をとるように要し、又、この要への理を求めます。
私違当会は、当該'跡群が、世界の「日本は特別け幻として日本への思索を切捨てる人々に、その思索を再開する契を提供する、と期待します。

^

阿
辻
哲
次

人
の
頭
蓋
骨
は
生
ま
れ
た
時
に
は
た
く
さ

ん
の
パ
ー
ツ
に
わ
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
成
長

と
と
も
に
く
っ
つ
い
く
前
頭
骨
や
頭
頂
貴

側
頭
骨
な
ど
に
な
り
こ
一
つ
し
て
頭
が
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
だ
そ
う
だ
。

す
っ
か
り
固
く
な
っ
た
大
人
の
頭
で
は
か

た
.
い
骨
で
お
お
わ
れ
て
い
る
部
分
を
さ
わ
っ
て

も
、
そ
こ
が
も
と
も
と
た
く
さ
ん
の
部
分
に
分

^
か
れ
て
ぃ
た
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
思
え
な
い
。

'
し
か
し
生
ま
れ
た
ぱ
か
り
の
赤
ん
坊
の
頭
は
、

さ
わ
る
の
も
こ
わ
い
ほ
ど
ホ
ニ
ャ
ホ
ニ
ャ
と
や

わ
ら
か
い
状
E
に
な
っ
て
い
急
そ
れ
は
頭

、
、
蓋
骨
を
構
成
す
る
パ
ー
ツ
が
ま
だ
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
か
ら
ら
し
い
。

特
に
頭
頂
都
て
っ
ぺ
ん
の
部
分
が
固
ま
っ

、

て
考
丈
ま
だ
つ
な
が
っ
て
い
な
い
骨
の
境

1

目
の
部
分
に
峡
心
臓
の
動
き
に
あ
わ
せ
て
ひ

く
ひ
く
と
動
く
部
分
が
あ
る
。
医
学
用
語
で
は

「
泉
門
」
と
い
う
そ
う
だ
が
、
「
ひ
ょ
ひ
ょ
と

お
ど
る
よ
う
に
動
く
」
こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分

を
日
本
語
で
「
ひ
ょ
め
き
」
と
か
「
お
ぢ
こ
」

と
い
い
、
そ
れ
を
漢
字
で
は
《
図
》
(
シ
ン
と

讐
で
表
す
。

、

「
図
」
は
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
骨
の
上
に
あ
る
割

れ
目
を
か
た
ど
っ
た
象
形
文
字
で
い
ま
は
日

王

本
で
も
中
国
で
も
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
漢
字

だ
越
実
は
「
思
」
と
い
う
漢
字
の
上
の
部
分

に
こ
れ
が
あ
る
。
「
思
」
の
上
部
は
い
ま
命
》

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
く
は
そ
こ
が

《
図
》
と
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
の
ち
に

《
巴
と
な
っ
た
。
「
墨
は
そ
の
《
図
》
・

「
ひ
ょ
め
き
の
部
分
と
《
心
》
を
組
み
あ
わ

せ
て
、
「
も
の
を
考
え
る
」
と
い
う
意
味
を
表

す
漢
子
だ
っ
た
。

こ
の
「
図
」
の
上
に
髪
の
毛
を
表
す
《
ツ
》

の
よ
う
な
形
を
つ
は
さ
ら
に
肉
体
を
意
味
す

、
る
《
月
》
(
「
塵
や
「
胴
」
の
へ
ン
に
な
っ

゛
て
い
る
一
一
ク
ヅ
志
を
加
え
る
と
、
「
坐
と

い
う
形
に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
气
現
在
使

わ
れ
て
い
る
「
脳
」
の
旧
字
体
で
あ
る
。

'

人
雷
署
や
行
動
に
か
か
わ
る
根
源
は
う

ま
れ
た
ぱ
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
「
ひ
ょ
め
き
」

'

の
動
き
に
あ
る
と
古
代
人
は
考
え
た
。
現
代

の
脳
科
学
に
通
じ
る
思
考
と
行
動
の
機
能
を

「
ひ
ょ
め
き
が
心
臓
の
鼓
動
と
り
ン
ク
し
て

動
く
こ
と
に
着
目
し
く
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
双

方
の
活
動
の
基
礎
だ
と
考
え
た
古
代
人
の
す
ぐ

れ
た
認
識
秘
「
脳
」
と
い
う
漢
字
に
は
っ
き

険
字
学
き

り
と
示
さ
れ
て
い
る
。



『
民
主
主
は
最
も
高
度
で
困
難
な
政
体
で
あ
る
。
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ー
.
■
 
1
 
:

日
本
人
で
初
め
て
米
工
ー
ル
大
学
の
教
授
を
務
め
た
歴
史
学
者
、
朝
河
貫
一
(
1
 
8
 
7
 
3
年
S
 
1
 
9
 
4
 
8
年
)
は
、
朝
河
貫
一
研
究
会
の

山
内
晴
子
理
事
に
ょ
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
国
際
情
勢
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

、

、し

し

民
主
主
義
は
最
も
高
度
で
困
難
な
政
体
で
あ
る
。
個
人
が
責
任
感
や
道
義
心
、
寛
容
の
精
神
を
持
た
な
け
れ
ぱ
、
地
盤
が
緩
ん
で
し
ま

う
。
米
英
仏
で
は
民
主
主
義
が
道
徳
的
に
弛
緩
し
、
日
独
伊
は
こ
れ
を
放
棄
し
て
軍
事
同
盟
を
締
結
し
た
。

つ
か
の
間
の
効
率
を
追
い
、
新
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。

、、
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●
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●
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●
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.
ーπ

.
ー

安
達
太
良
山
か
ら
吹
く
風
が
心

地
よ
い
。
酷
を
し
ば
し
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
た
。
福
県
禾
松
市

の
金
色
地
。
日
本
人
で
初
め
て

米
工
ー
ル
大
学
の
教
授
を
務
め
た

歴
史
嘗
、
朝
河
一
(
1
8
7

3
S
1
9
4
8
年
)
の
は
生
ま

れ
故
郷
に
も
あ
る
。

旧
制
中
学
時
代
に
英
英
辞
典
を

毎
日
島
ず
つ
暗
記
し
、
破
っ
て

食
べ
る
か
捨
て
た
と
い
う
逸
話
が

伝
わ
る
。
後
に
残
っ
た
カ
バ
ー

は
校
庭
の
若
桜
の
根
兀
に
埋
め曼

た
ら
し
い
。
そ
の
「
朝
河
桜
」

株
分
け
さ
れ
、
と
向
き
合
う
よ

う
に
茂
っ
て
い
た
。

若
く
し
て
海
を
渡
っ
た
朝
河

は
、
釜
部
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

一
工
ー
ヘ
プ
ン
の
グ
ロ
ー
プ
ス
ト

リ
ー
ト
地
に
眠
る
0
 
8
月
Ⅱ
日

で
没
後
和
年
。
自
由
と
平
和
を
求

め
て
や
ま
な
か
っ
た
先
人
か
ら
、

学
ぷ
べ
き
点
は
な
お
多
い
。

朝
河
は
1
9
0
9
年
、
祖
国
の

行
く
末
を
憂
暑
召
本
の
禍

(
か
き
)
」
を
出
版
し
た
。
日

露
撃
の
勝
利
に
浮
か
れ
、
中
国

で
領
土
拡
張
に
ま
い
進
す
れ
ぱ

世
界
の
中
で
い
式
孤
立
し
、
米

■

司

■

■

、

鳥
闇
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:
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1
養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

2
 
0
 
1
 
8
年
(
平
成
3
 
0
年
)
 
8
 
月
 
2
 
日
木
曜
日

養
生
所
を
考
え
る
会
代
表
池
知
和
恭

ー
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私
達
の
民
主
主
義
の
地
盤
は
緩
ん
で
い
な
い
で
し
よ
う
か
?

養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
は
重
要
な
遺
跡
で
す
。
私
達
は
、
長
崎
市
に
、
遺
跡
本
来
の
姿
で
あ
る
現
状
保
存
を
要
望
し
て

の
当
日
で
、
も
は
や
後
戻
り

は
で
き
な
か
っ
た
。

朝
河
一
研
究
会
の
山
内
子

理
に
よ
る
と
、
彼
は
第
2
姿

界
義
に
至
る
国
際
情
勢
を
こ
う

捉
え
て
い
た
と
い
う
。

民
主
主
は
も
度
で
困
難

な
政
体
で
あ
る
。
個
人
が
任
感

国
と
の
戦
争
も
避
け
ら
れ
な
く
な

る
と
告
し
た
の
だ
。

霊
の
予
感
は
的
中
し
た
。
日

米
開
戦
を
阻
止
し
た
い
朝
河
は
U

年
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
籍
の
親

を
昭
和
天
皇
に
送
る
よ
う
画
策

し
、
そ
の
量
自
ら
作
成
す
る
。

だ
が
実
際
に
届
い
た
の
は
珠
湾

朝
河
が
生
き
て
い
れ
ぱ
、
当
時

に
近
い
危
機
感
を
抱
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
民
主
主
が
緩
み

ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
伸
畏
を
許
す
い
ま
の
世
界
を

眺
め
る
と
、
歴
史
が
逆
流
し
て
い

る
よ
う
な
錯
に
陥
る
。

深
刻
な
の
は
内
向
き
志
向
を
強

主

や
道
心
、
容
の
を
持
た

な
け
れ
ぱ
、
地
盤
が
党
で
し
ま

う
。
米
英
仏
で
は
民
主
主
が
道

徳
的
に
鎧
C
か
ん
)
し
、
日

独
伊
は
こ
れ
を
放
棄
し
て
器
同

盟
を
蒋
し
た
。
つ
か
の
間
の
効

嵳
追
い
、
嚢
序
を
構
築
し
よ

う
と
し
た
の
だ
ー
。

欧
州
で
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
の
鴇
政
治
が
際
立

つ
。
瓦
主
的
な
選
警
経
て
就

任
し
た
キ
者
が
、
正
当
性
を
盾

に
努
を
行
使
し
、
邪
魔
な
制
度

や
機
関
を
壊
そ
う
と
す
る
。
そ
れ

が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る
の

だ
」
と
米
政
治
書
の
フ
ラ
ン
シ

め
粟
国
だ
る
っ
。
同
時
多
発
的

な
易
戦
争
を
待
け
、
イ
ラ
ン

核
合
か
ら
の
隣
脱
や
駐
イ
ス
ラ

エ
ル
炎
鍔
の
壽
を
強
打
し

た
ト
ラ
ン
プ
大
語
。
米
保
守
派

の
論
客
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ー
ガ
ン
氏

は
そ
の
さ
ま
を
「
な
ら
ず
者
の
超

大
国
」
と
表
現
し
た
。

ま
す
。

が
拡
大
し
て
い
る
せ
い
も
あ
っ

て
、
世
界
の
民
主
化
が
後
退
し
て

い
る
の
は
間
い
な
い
。

問
題
は
そ
れ
を
望
む
民
が
米

欧
な
ど
に
存
在
す
る
点
だ
。
経
済

格
差
の
拡
大
に
あ
え
ぐ
低
中
所
得

や
人
構
成
の
変
化
に
い
ら

立
つ
白
人
は
朝
河
が
ん
じ

た
任
感
や
道
心
、
容
の
精

神
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

民
主
主
は
合
形
成
に
時
間

が
か
か
り
、
す
ぐ
に
は
結
暑
出

せ
な
い
。
し
か
も
少
数
の
エ
リ
ー

ト
に
支
配
さ
れ
、
庶
民
の
声
が
届

き
に
く
い
。
な
ら
ぱ
過
激
で
も
突

勢
の
あ
る
者
に
変
革
を
託

し
た
い
。
そ
ん
な
ム
ー
ド
に
異
端

児
が
つ
け
込
み
強
権
政
治
を
増

幅
し
て
い
く
。

民
主
主
襲
を
ど
一
つ
立
て
直
す
の

か
。
グ
ロ
ー
パ
ル
化
や
1
T
 
(

ス
・
フ
ク
ヤ
マ
氏
は
言
っ
。

炎
権
団
体
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ

ス
に
ょ
る
と
、
世
界
1
9
5
力
国

の
う
旨
由
な
国
家
の
割
合
は
2

0
1
フ
^
に
^
%
と
な
り
、
^
^

の
訂
%
を
下
回
柔
準
に
と
ど
ま

つ
た
。
米
国
の
糎
力
が
低
下
し
、

権
威
的
な
中
国
や
ロ
シ
ア
の
勢
力

程
術
)
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ

既
存
の
政
治
に
も
見
誓
れ

、
た
人
々
の
不
満
を
和
ら
げ
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
所
得

再
分
配
や
安
全
網
の
見
直
し
、
教

や
緊
訓
練
の
充
実
選
挙
・

献
金
制
度
の
肇
と
い
っ
た
知
恵

を
督
地
盤
の
緩
宅
少
し
で

も
食
い
止
め
た
い
。

朝
河
一
博
士
顕
彰
鑾
の
古

会
長
が
電
っ
。
鰯
河
は
か

川つ
て
、
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト

の
危
う
さ
に
鐘
を
ら
し
た
。

い
ま
は
米
国
や
中
国
ロ
シ
ア
を

含
む
多
く
の
国
に
、
自
国
第
一
主

が
広
が
る
。
生
き
て
い
れ
ぱ
『
米

国
の
墾
や
『
中
国
の
穐
』

を
い
て
い
た
は
ず
だ
」

そ
の
通
り
だ
と
思
っ
。
和
年
以

、

決
し
て
繰

上
前
の
あ
の

り
返
し
て
は
な
う
な
い
。
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日

ツ
ィ
ッ
タ
ー
と
フ
エ
イ
ス
プ
ッ

ク
の
米
S
N
S
 
尖
X
流
サ
イ
ト
)

2
社
が
1
月
以
隆
計
7
 
件
の

偽
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削
除
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
上
で
偽
の

ロ
コ
ミ
や
レ
ビ
ユ
ー
が
広
が
る

「
惰
報
汚
染
」
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
た
め
だ
。
利
暑
が
発
信
す

る
「
い
い
ね
!
」
は
逃
行
や
モ
ノ

の
売
れ
行
き
を
左
右
す
る
よ
う
に

な
っ
張
為
報
が
あ
ふ
れ
た

ま
ま
で
は
そ
の
結
み
も
機
能
し

な
く
な
る
。
渠
を
泡
し
な
け

れ
ば
「
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の

成
長
も
揺
う
ぎ
か
ね
な
い
。

ツ
ィ
ッ
タ
ー
が
偽
ア
カ
ウ
ン
ト

空
斉
削
除
し
た
7
月
玲
日
。
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
仮
面
女
子
」

の
贇
合
え
り
な
さ
ん
は
妬
万
人
も

フ
ォ
ロ
ワ
1
 
(
3
面
き
ょ
う
の
こ

と
ば
)
が
減
っ
た
。
所
事
務
所

は
尋
由
は
分
か
ら
な
い
」
と
す

る
が
「
フ
ォ
ロ
ワ
1
も
仮
面
だ
っ

た
」
「
シ
ョ
ッ
ク
で
泣
き
そ
っ
」

と
フ
ァ
ン
に
困
惑
が
広
が
っ
た
。

フ
ォ
ロ
ワ
1
は
ネ
ッ
ト
投
稿
の

読
者
數
を
示
し
、
人
気
や
影
力

の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
。
ツ
ィ
ッ
タ

ー
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
健
全
性
を
保

つ
」
と
不
正
ア
カ
ウ
ン
ト
排
除
を

始
め
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
籍

な
ど
著
名
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
1
減
は

世
界
に
衝
撃
与
え
た
。
5
月
以

降
に
削
除
し
た
偽
ア
カ
ウ
ン
ト
は

1
 
件
超
と
み
ら
れ
る
。

2
0
1
6
年
呈
統
領
選
で

侵
一
ユ
ー
ス
が
問
題
に
な
っ
た
フ

エ
イ
ス
プ
ッ
ク
も
5
貝
 
5
 
'
8

3
0
0
万
件
の
偽
ア
カ
ウ
ン
ト
を

削
除
し
た
と
発
壱
2
社
の
実
動

利
暑
は
舗
人
強
で
、
約
4

分
の
ー
に
相
当
す
る
偽
ア
カ
ウ
ン

ト
が
一
気
に
消
え
た
十
だ
。

1
日
で
婦
兆
円
消
失

誰
も
が
相
互
に
報
発
信
で
き

る
よ
う
に
な
め
、
「
い
い
ね
!
」

経
済
が
急
速
に
発
展
す
る
。
聾

者
は
S
N
S
で
声
を
上
げ
、
共
感

を
示
す
「
い
い
ね
1
」
の
数
が
〆

ー
カ
ー
旨
品
開
発
や
小
売
店
の

価
格
設
定
も
動
か
す
。
S
N
S
を

主
力
に
す
る
フ
エ
イ
ス
プ
ッ
ク
と

ツ
ィ
ッ
タ
ー
、
騰
訊
控
股
(
テ
ン

セ
ン
ト
)
、
 
L
1
N
E
の
日
沓

の
大
手
4
社
だ
け
で
売
上
高
は

9
兆
円
。
関
連
広
告
や
ア
プ
リ
を

含
め
な
お
成
長
が
続
く
。

報
旋
は
そ
っ
し
た
経
済
の

土
台
を
む
し
ば
む
。
フ
エ
イ
ス
プ

ツ
ク
は
娼
年
4
S
6
月
期
の
総

用
が
前
年
同
期
か
ら
5
割
増
え
た

月
年
制

8
即

1
成

2
仲

と
発
毒
報
へ
の
対
策
が

今
後
の
成
長
を
鈍
う
せ
る
見
通
し

を
示
す
と
株
価
は
急
落
し
、
.
1
日

で
米
国
史
上
と
な
る
W
兆
円

の
時
価
総
額
を
失
っ
た
。

ネ
ッ
ト
に
は
今
も
偽
フ
ォ
ロ
ワ

ー
を
売
る
サ
イ
ト
が
あ
ふ
れ
る
。

あ
る
薯
は
ツ
ィ
ッ
タ
ー
の
削
除

機
能
を
回
避
で
き
る
と
い
う
「
高

級
い
い
ね
1
」
を
「
騎
件
8
千
円
」

で
販
売
す
る
。
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー

大
手
ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
の
岡
本

勝
之
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
エ
バ
ン
ジ
エ

リ
ス
ト
は
「
偽
装
が
度
化
し
対
、

策
と
の
応
が
続
く
」
と
み
る
。

「
や
ら
せ
」
も
氾
濫

広
告
で
あ
る
こ
と
を
し
た
ま

ま
、
ロ
コ
ミ
の
よ
う
に
投
稿
す
る

「
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

も
保
す
る
。

、

「
5
つ
星
の
文
章
付
き
レ
ピ
ユ

0

ー
で
全
額
返
金
し
ま
す
」
。
フ
エ

イ
ス
プ
ッ
ク
上
に
デ
マ
ゾ
ン
レ

ビ
ユ
ー
グ
ル
ー
プ
」
が
乱
立

す
る
。
並
ぶ
の
は
イ
ヤ
ホ
ン
や
脱

毛
器
な
ど
を
無
料
提
供
す
る
代
わ

'

り
に
高
評
価
秦
め
る
輪
だ
。

「
レ
ビ
ユ
ー
エ
場
」
と
も
呼
ぱ
れ

多
く
が
愛
か
ら
投
さ
れ
る
。

米
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム

は
玲
年
、
翻
と
引
き
換
え
に
し

た
や
う
せ
レ
ビ
ユ
ー
を
禁
止
。
不

正
を
繰
り
返
す
個
人
や
企
業
に
複

數
の
訴
訟
も
起
」
す
越
根
絶
に

は
至
ら
な
い
。
ア
マ
ゾ
ン
の
売
上

高
は
Π
年
松
月
期
に
即
兆
円
と
5

年
前
の
3
倍
に
急
拡
大
。
世
界
で

高
ま
"
者
へ
の
影
力
は
悪

薯
を
も
引
き
寄
せ
る
。

汚
染
を
放
し
続
け
れ
ば
デ

ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
全
体
の
透
朋
性

が
、
ね
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
・

ア
カ
ロ
フ
米
教
授
が
提
唱
し
た

「
レ
モ
ン
の
原
ぎ
が
重
く
く
。

レ
モ
ン
と
は
外
見
か
ら
判
別
し
に

く
い
欠
陥
品
を
指
す
。
利
暑
が

嘘
か
本
当
か
見
分
け
に
く
い
惰
報

が
あ
ふ
れ
か
え
れ
ば
ネ
ッ
ト
社

会
そ
の
も
の
の
信
用
性
も
失
わ
れ

立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
児
誘
拐
犯
が
や
っ
て
く

る
」
。
イ
ン
ド
で
は
対
話
ア
プ
リ

ヲ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」
で
広
が
っ
た

噂
が
暴
聖
炊
々
誘
発
7
月
に

は
西
部
マ
ハ
ラ
、
ソ
ユ
ト
ラ
州
で
誘

拐
犯
と
疑
わ
れ
た
5
人
の
男
性
が

地
兀
住
民
の
襲
撃
に
っ
て
死
亡

し
た
。
同
様
の
悲
劇
は
4
月
以
隆

各
地
で
扣
件
近
く
起
き
た
。
イ
ン

ド
の
ワ
ッ
ツ
ァ
ッ
プ
利
用
者
は
2

億
人
。
同
国
政
府
は
「
有
害
〆
ツ

セ
ー
ジ
の
増
加
に
技
術
的
な
対
処

き
と
異
例
の
要
望
を
出
し
た
。

届
期
的
な
利
益
を
減
う
し
て

も
、
自
力
で
信
墾
得
モ

デ
ル
が
必
要
だ
。
そ
う
し
な
け
れ

ぱ
長
期
で
続
く
サ
ー
ビ
ス
は
実
現

で
き
な
い
」
。
上
智
大
学
の
嘉

宏
教
授
は
各
社
の
粟
対
策
を
」

う
受
け
止
め
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
我
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
。

だ
が
人
々
を
便
利
に
す
る
こ
と
だ

け
を
考
え
、
技
璽
次
々
投
入
す

れ
ぱ
落
講
は
過
ぎ
た
。
デ
ー

タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
炊
の
成
長
の
過

程
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

(
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
取
材
班

穣
正
曳
伴
正
壹

=

〆"

、

,

1

モ
デ
ィ
イ
ン
ド
首
相

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領

安
倍
晋
三
首
相

エ
ル
ド
ア
ン
ト
ル
コ
大
統
領

文
在
寅
国
大
統
領

オ
バ
マ
前
米
大
統
領
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テータエコノ之一情報汚染、ネット曇らす

各国首脳のフォロワ一も一気に減つた
7月12日から13日のツイツターフォロワー
減少数。丸内数字は減少率%

0万件
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養生所/(長崎)医学校等'
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「事実が共されよけれぱ民主主義は成立しない」

跡の保存と活用より

貞至施啄窮〒^

2018年(平成30年)8月11日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

2018年(平成30年)8月11日(土日)

、、"ノ

ー'雨

鴎 、

、、

ヤ

^

r ..^..^

^
^
^

2018年(平成30年)8月11日土曜日の日本経済新聞朝刊27面読面《今を読み解く》で

、ネットの世界では、自分が見たいものだけを見て、見たくないものを遮断するフィルターバブルといわれる現象がおこっている。

イーライ・パリサーは『フィルターバブル』(井口耕二訳、早川房・16年)で「事実が共有されなけれぱ民主主義は成立しない」と鐘を

鳴らす。ネットの時代になって個々人で見える世界が異なってきて、世論が形成され政治過程にのせていく社会の機能がいちじるしく弱く
なった。、、と論説しています。

ネッ<の哲象か二福達の行動芝つぐっているのでしょづか?

私達の行動か;スッ<の赳象芝つぐっているのでしょづか?

あなたぱ、どちらだと考えまずか?

長崎の'跡と歴史と社会と風土は日本の他の地域と世界との関連において形成されています。

私達当会は、長崎市に、"都市長崎遺跡""養生所/(長崎)医学校等遺跡"ほかの遺跡の取扱いについて、その文化
財行政に於いて、所管の長崎市域の'跡の取扱いを行政決定する以前に、又、日常的に、長崎市民全体・日本と世

界の人々に、跡の存在ど跡に於ける事実とその'跡が証徴する歴史及ぴ最新の歴史学の成果につぃて、多方
向の意見交換と認識を形成する努力とそのための有効な措置を実施することを要望します。 〆

説ワエロー

芹川洋一

デジタル・ポピュリズム
砕伸盲れ'住口と昆皇皇0

田血子
■^,^

こ
と
し
も
ま
た
、
も
う
じ
き
8
月
巧

日
が
や
っ
て
く
る
。
平
成
最
後
の
八
・

一
五
で
あ
る
。

ま
と
も
に
考
え
た
ら
無
謀
と
し
か
思

え
な
い
昭
和
の
戦
争
に
な
ぜ
人
ぴ
と
は

突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
か
。
誘
導
し
た

も
の
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ

れ
は
〆
デ
ィ
ア
を
お
い
て
ほ
か
に
あ
る

ま
い
。筒

菊
中
署
『
.
日
本
の
ポ
ピ
ユ

リ
ズ
ム
』
(
中
公
新
・
2
0
1
8
年
)

は
そ
こ
を
厳
し
く
突
い
て
い
る
。

大
衆
の
人
気
を
え
な
が
ら
、
政
治
的

な
力
と
し
て
世
の
中
を
動
か
し
て
い
く

の
を
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
な
ら
、

戦
前
の
日
本
に
す
で
に
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
の
あ
と
の
日
比
鴛
き
打

ち
件
に
は
じ
ま
っ
て
満
州
、
五

一
五
侘
近
新
篇
運
助
そ

.し
て
つ
い
に
日
米
盟
へ
。
一
連
の
動

き
を
も
た
ら
し
た
背
景
に
は
メ
デ
ィ
ア

の
存
在
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

機
は
1
9
3
1
年
の
満
州
変

だ
。
軍
部
の
強
蛋
に
漸
的
だ
っ

た
新
聞
は
後
に
大
旋
回
す
る
。
「
満

州
変
支
持
」
に
社
論
を
転
換
そ
の

後
は
は
っ
き
り
と
努
霊
を
打
董

し
た
。筒

註
「
戦
争
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
そ
の
大
々
的
報
道
と
い
う

の
『
劇
場
型
政
治
』
が
展
さ
れ
、

論
は
急
速
に
そ
叟
持
に
傾
い
て
い
っ

た
」
と
断
じ
る
。

情
緒
的
な
世
論

ど
の
よ
う
に
し
て
そ
う
し
た
世
諭
が

社
会
の
な
か
で
生
盆
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
。
そ
の
〆
カ
ニ
ズ
ム
の
話
が
必

要
に
な
る
。

゛
恐
フ
ァ
"
、
フ
ー

:
・
^
"
一
織
力
豐
制
の
メ
デ
ィ
ア
学

巨
.

き

の
で
決
し
て
反
民
主
主
鶴
で
は
な
か

つ
た
と
み
る
。
そ
の
と
実
き
な
論

を
は
た
し
た
の
が
当
時
の
ニ
ユ
ー
メ
デ

イ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
。
活
泰

り
情
緒
的
で
年
や
女
性
が
世
論
形

成
墨
間
に
加
わ
っ
た
。

日
本
で
も
世
論
の
支
持
な
く
し
て
総

力
戦
篇
は
で
き
な
い
と
み
て
、
谿

・
動
に
む
け
て
新
聞
に
加
え
、
ラ
ジ

オ
も
隻
れ
る
。
契
な
〆
デ
ィ
ア
が

論
空
間
に
化
学
反
応
を
お
こ
し
、

治
状
況
臺
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
た

ノ

ル
み
く

め
だ
。

そ
れ
は
き
わ
め
て
今
日
的
な
間
團
で

も
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
る
も
の
だ
。
ネ
ッ

ト
の
世
界
で
は
、
自
分
が
見
た
い
も
の

だ
け
を
見
て
、
見
た
く
な
い
も
の
を
遮

断
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
プ
ル
と
い
わ
れ

る
素
が
お
こ
っ
て
い
る
。

イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー
は
『
フ
ィ
ル

タ
ー
パ
プ
ル
』
拜
口
耕
二
、
早
川

・
玲
年
)
で
「
事
実
が
共
有
さ
れ

な
け
れ
ぱ
民
主
主
碇
は
成
立
し
な
い
」

佐
蟹
己
著
ヲ
ナ
シ
ス
ト
的
公
共

性
』
倉
波
店
・
熔
年
)
は
第
2
次

世
界
大
戦
に
お
け
る
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と

日
本
に
つ
い
て
、
そ
黒
を
朋
ら
か
に

す
る
。

ナ
チ
ズ
ム
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
に
よ

ゑ
卑
孫
作
で
は
な
く
、
人
ぴ
と
の
共

感
と
参
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

と
鐘
を
ら
す
。
ネ
ッ
ト
の
時
代
に

な
っ
て
個
々
人
で
見
え
亀
界
が
異
な

つ
て
き
て
、
世
が
形
嬰
れ
政
治
過

程
に
の
せ
て
い
く
社
会
の
機
能
が
い
ち

じ
る
し
く
弱
く
な
っ
た
。

●
い
い
ね
!
共
同
体

そ
の
結
果
ど
一
忌
っ
て
い
る
の
か
。

福
田
直
子
著
『
デ
ジ
タ
ル
・
ポ
ピ
ユ
リ

ズ
ム
』
(
菱
新
・
W
年
)
が
い

一
戻
う
に
、
個
人
情
報
が
選
峯
十
ン

ペ
ー
ン
や
世
論
形
成
に
利
用
さ
れ
、

ピ
ユ
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
「
私

た
ち
は
現
在
、
ネ
ッ
ト
が
変
え
る
民
主

主
穣
の
望
り
の
地
点
に
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
」
。
そ
の
通
り
だ
ろ
っ
。

わ
れ
わ
れ
は
活
字
で
識
兵
有
す

る
「
想
像
異
同
体
」
か
ら
、
佐
藤
卓

己
の
こ
と
ば
を
か
り
れ
ぱ
、
批
判
者
の

い
な
い
「
い
い
ね
ー

こ

移
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

と
公
共
性
』
(
棗
大
1
・
W

年
)
は
、
ネ
ッ
ト
単
独
で
は
な
く
新

や
婆
な
ど
既
存
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

・
融
合
に
よ
る
蚕
化
」
に
よ
っ
て
、

世
論
を
社
会
の
な
か
で
生
雷
し
て
い

く
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
の

い
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
に

違
い
な
い
。

筒
浩
忠
が
職
前
日
本
に
み
た
ポ
ピ

ユ
リ
ズ
ム
は
今
ま
さ
に
世
界
に
ひ
ろ
が

り
、
日
本
も
そ
の
渦
中
に
あ
る
。
〆
デ

イ
ア
が
毒
し
て
擧
に
む
か
っ
た
苦

い
歴
史
の
教
訓
は
、
ネ
ッ
ト
の
時
代
に

な
り
か
た
烹
か
え
て
わ
れ
わ
れ
に

鋭
く
問
い
か
け
て
い
る
。

官
胤
言
=
川
.

世
論
が
支
持
す
る
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
の
も
と
、
無
謀
な
職
争
に
突
き

進
ん
で
い
っ
た

イ
ラ
ス
ト
・
よ
し
お
か
じ
ゅ
ん
い
ち
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2018年(平成30年)8月

「'

太孕離
向'

ペルーブラジル
イースター島
.

'返還要丈"⇔輝0餌での'旋示"のf公共の利益ノ・・・

モアイ像は一遺跡ほ・・'遺構ほー

本築、ぞして、今便、どこ/こ庄るべきでしょづか?

iア50卒肋ど"4衷ι、地球上の僻畠ケの走寵ぱ紹まり、月瓢ぱ身近な吉のとなり

戈、入々の、入類の,意哉ぱ高まっていまず。

^'

▲ 36
11日(土曜日)

2卯0訂「1
^

^●●^●■^●.^

ズ奥'秒餌ぱ、なぜ、ぞアイ,ホアハカナナイアの"レプグカ"芝々ンドンの秒餌/こ侮示"して
ぞアイ像芝イースター.、/こ返:.して.こ'の畠夕暫の魔灰芝図ろづιιないのでしょづか。

記から、ズ吏輝物どぱ.々ンβン/ご膳ゲる"bプグカ"の'凌示"ぽ'r公共の利益ノでぱない、と考えているι理扉で芦まず。

是,茄'ぱ、生廓ノr暴リ医学友芋"剛の放疲いで.'.樟の"bプグカ"の旋示"芝選択ιまず。
暴、市の戈佐尉庁政ぱ、なtf、ズ吏勃.にのよづ/:"レプリカ"の侮示"芝拒絶ιないのでしょづガ、?

日本でぱ、生活ガ億変ずる朗治期や高度鰹芳成癌期仁r三契園ノやr明治村ノなぞ.艦秒の移美約が行わ九俣疹仁一足の成契ガ偽りました。
現往ぱ.大戈'佐的・競ノやf伝箭肘運鐙物詳俣,字ノなど'芝含め、理状俣序、町逆み俣存ガt.戈佐尉行政の考え方の主でず。

日本入ぽ"疹契"や"bプグカr撹鐙ノ"芝好むのでしょづか?

居なガ佑/:な冷で吉美ιめる百寛店のような日本人のこの寺えぱ、今現在、今復.昔/:、董象/こ芝痔才九るのでしょづか?

'、尉ぱ,・'.'ιオー本築、そして、.今儷.ι'こ'/こ往る,ぐ芦でしょづガ、?

"剛や"'ぱ、"その燭'ソこ附鱈ずる痔興世/こよって存在ずる婁こそ本笑の貧であり.本築の理修でず。

私達ぱ."財のありのままの聾、本笑あるべ芦聾芝.私運入類の生活ι・,/こ放り込むこと芝、癌市と昔桜/こ'.語ιまず、。
私達ぱ、暴崎市と昔桜/こ.今一度、立ち』しまって、"尉や"Υこついて、寺え直ずこと芝起貫ιまず。

〆

冒
ン
ド
ン
・
共
同
】
南

太
平
洋
に
位
置
す
る
世
界

産
チ
リ
領
イ
ー
ス
タ
ー
島

の
地
元
当
局
が
、
 
1
5
0
年

前
に
英
国
に
運
ぱ
れ
て
現
在

ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
が

イ
像
仁
返
し
て
が
、

所
蔵
す
る
モ
ア
イ
像
「
ホ
ア

ハ
カ
ナ
ナ
イ
ア
」
の
返
還
を

求
め
て
い
る
。
 
9
日
付
の
英

紙
デ
ー
リ
ー
・
一
プ
レ
グ
ラ
フ

な
ど
が
伝
え
た
。

大
英
博
物
館
は
正
式
よ
返

チ
リ
の
地
元
当
局
英
に
要
求

還
要
求
を
受
け
て
い
な
い
と

し
た
う
え
で
、
年
間
6
0
0

万
人
近
い
入
場
者
が
あ
る

同
博
物
館
で
展
示
す
る
こ

と
に
「
公
共
の
利
益
」
が
あ

る
と
し
て
応
じ
な
い
構
え

だ
こ
の
モ
ア
イ
像
は
高
さ
約

2
・
4
材
。
英
海
軍
の
船
長

.

^
1
8
6
8
^
に
^
^
か
ら

運
ぴ
、
そ
の
後
ビ
ク
ト
リ

ア
女
王
に
献
上
さ
れ
た
。
モ

ア
イ
像
の
多
く
は
凝
灰
岩
だ

が
、
ホ
ア
ハ
カ
ナ
ナ
イ
ア
は

、
 
N
▲

^
:
ー
.
■
 
1
 
:
ー
.

ロ
ン
ド
ン
の
大
英
為
が
所
蔵
す
る
モ
ア
イ

「
ホ
ア
ハ
カ
ナ
ナ
イ
Z
・
ゲ
ッ
テ
ィ
共
同

.

玄
言
石
で
背
面
に
鳥
人
の

絵
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。

ア
チノ

ン

ー
:
 
L



=

「
人
間
の
感
情
が
理
解
で

き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
り
た

い
」
。
J
R
渋
谷
駅
近
く
の

共
有
オ
フ
ィ
ス
。
W
歳
の

応
大
学
1
年
生
東
出
風
馬

さ
ん
が
大
き
さ
認
眉
の
小

型
木
製
ロ
ボ
ッ
ト
「
H
A
C

0
(
ハ
コ
)
」
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
2
月

に
起
業
し
、
約
W
人
の
社
員

を
率
い
る
「
社
長
」
だ
。

め
ざ
す
の
は
「
愛
嬌
(
あ

い
き
ょ
一
3
 
が
あ
る
ロ
ポ
ッ

ト
」
。
「
お
な
か
が
す
い
た
」

と
話
す
と
「
レ
シ
ピ
を
教
え

る
よ
」
と
応
じ
て
く
れ
る
。

価
格
は
約
3
万
円
に
叉

世
界
の
人
が
開
発
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

な
ど
を
オ
ー
プ
ン
型
に
し

た
。
年
内
の
製
品
化
を
視
野

に
入
れ
る
。

「
好
き
」
を
事
業
に

幼
少
期
か
ら
も
の
づ
く
り

に
興
味
が
あ
っ
た
東
出
さ
ん

が
起
業
を
っ
た
の
は
中
学

2
年
の
時
だ
。
ア
ッ
プ
ル
U

業
者
の
ス
テ
ィ
ー
プ
・
ジ
ョ

プ
ズ
氏
の
名
言
集
を
店
で

手
に
取
り
「
自
分
の
好
き

、
な
こ
と
を
事
業
に
す
る
」
と

い
一
つ
生
き
方
に
共
感
し
た
。

実
当
時
の
「
2
0
2
0
年
ま

で
に
起
業
す
る
」
と
い
う
夢

は
3
年
前
倒
し
で
達
成
し

た
。
炊
は
「
円
年
中
に
海
外

^
で
発
売
す
る
」
と
い
う
目
標

5

を
掲
げ
て
い
る
。

鮖
年
以
降
生
ま
れ
の
「
Z

世
代
」
の
若
者
が
新
風
を
吹

き
込
ん
で
い
る
。
特
徴
の
一

つ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
く
自
分
の
手
で
簡
単

に
作
品
を
作
る
こ
と
。
初
代

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
発
売
の
直
前

に
生
ま
れ
た
少
女
も
例
外
で

は
な
い
。

7
月
末
、
米
ソ
フ
ト
大
手

ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
東
大

で
開
い
た
1
T
(
情
報
技
術
)

イ
ベ
ン
ト
。
小
学
6
年
生
な

が
ら
、
す
で
に
百
人
一
首
な

ど
の
W
個
の
ア
プ
リ
を
開
発

し
た
菅
野
晄
さ
ん
(
Ⅱ
)
が

登
壇
し
た
。
今
春
ま
で
の
半

年
間
和
人
か
ら
5
人
に
選

抜
さ
れ
て
デ
ザ
イ
ン
の
特
訓

を
受
け
た
。
新
た
な
技
術
を

い
か
し
、
社
会
に
役
立
つ
ア

プ
リ
を
2
0
0
人
の
前
で
発

表
し
た
。

畢
芸
店
が
減
ぞ
悲
し

ん
で
い
た
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
の0

た
め
に
開
発
し
ま
し
た
」

作
っ
た
の
は
好
き
な
イ
ラ
ス

ト
が
簡
単
に
刺
し
ゅ
う
の
下

絵
に
変
換
で
き
る
ア
プ
リ
。

例
え
ば
顔
な
ら
4
0
0
色
の

糸
か
ら
パ
ー
ツ
こ
と
に
最
も

近
い
も
の
を
教
え
て
く
れ

る
。
菅
野
さ
ん
は
愛
用
の
マ

ツ
ク
プ
ッ
ク
を
手
に
「
将
来

は
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
の
仕
事

に
就
き
た
い
」
と
簑
っ
。

社
会
問
題
に
関
心

Z
世
代
は
い
ず
れ
も
社
会

を
一
変
さ
せ
た
鴨
年
の
り
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
Ⅱ
年
の

東
日
癸
災
を
小
さ
い
こ

ろ
に
目
の
あ
た
り
に
し
た
。

政
治
や
社
会
の
問
題
に
も
関

心
が
高
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
双
方
向
の
や
り
と
り
に

変
え
て
し
ま
う
。

「
政
治
家
は
実
は
お
も
し

ろ
い
。
で
も
『
炎
上
』
を
恐

れ
て
発
信
し
な
い
か
ら
議
論

が
盛
り
あ
が
ら
な
い
」
。
政

治
家
と
有
権
者
が
交
流
で
き

る
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
ポ
リ

ポ
リ
霜
模
原
也
の
伊
藤

和
真
社
長
翁
)
夢
え
な

問
題
意
識
を
抱
い
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
は
慶
応
大
2
年

生
。
 
7
月
に
開
発
し
た
ア
プ

り
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
数
千

を
超
え
た
。
9
月
の
自
民
党

総
裁
選
に
出
馬
す
る
石
破
茂

氏
命
)
ら
に
意
見
を
送
る

機
能
が
あ
り
、
多
く
の
人
が

賛
伺
す
る
と
「
ア
ン
バ
サ
ダ

1
市
民
」
に
な
る
。
こ
の
市

民
に
は
ア
プ
リ
上
で
ょ
り
多

く
の
仮
想
通
貨
を
わ
た
し
、

健
全
な
政
治
献
金
に
い
か
せ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

世
界
で
即
 
S
部
人
に

上
る
と
さ
れ
る
Z
世
代
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
活
動
す
る
起

業
家
支
援
の
ビ
ー
ネ
ク
ス
ト

の
設
立
者
佐
藤
燦
英
さ
ん

(
嶋
)
は
「
技
術
で
我
々
が

世
界
を
良
く
す
る
と
の
志
が

あ
り
、
資
本
主
義
や
社
会
の

転
換
点
を
感
じ
る
」
と
分
析

す
る
。
将
来
の
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

を
探
す
た
め
日
本
イ
ン

ド
、
ベ
ト
ナ
ム
を
年
1
0
0

回
ほ
ど
駆
け
巡
っ
て
い
る
。

政
府
は
未
来
投
資
戦
略
で

壁
ま
で
に
時
価
総
額
扣
億

(
1
1
0
0
 
,
円
)
の
べ

ド
ルン

チ
ャ
ー
を
即
社
創
出
す
る

目
標
を
掲
げ
る
。
Z
世
代
の

飛
躍
こ
そ
が
欠
か
せ
な
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
発
会
社
を
起
業
し
た
東
出
さ
ん
(
写
真
上

小
学
6
年
生
で
ア
プ
リ
を
扣
個
発
し
た
菅
野
さ
ん

Z
世
代
 
1
9
9
5
年

以
降
に
生
ま
れ
た
若
者
を
さ

す
言
兼
米
国
で
は
釦
年
代

か
易
年
代
に
生
ま
れ
た
人

「
X
世
代
」
、
即
年
S
飾

年
前
半
ま
で
を
「
Y
世
代
」

と
呼
ぴ
、
こ
れ
に
続
く
呼
称

と
し
て
生
ま
れ
た
。
日
本
で

は
約
2
8
0
0
万
人
お
わ
、

ク
'

総
人
口
の
2
割
強
を
占
め

る
。
幼
少
期
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
身
近
に
あ
る
た

め
受
信
よ
り
も
発
信
に
積

極
的
な
の
が
特
徴
だ
。
起
業

へ
の
意
欲
や
社
会
問
題
へ
の

関
心
も
高
く
、
グ
ル
ー
プ
同

士
の
S
N
S
で
発
信
し
た
情

報
に
影
を
受
け
や
す
い
。

手

養生所(長崎)医学校等'跡の保存と活用より

"興味(intemst)"が現実を造る

2018年(平成30年)8月14白(火曜日)

私達ぱ、いつからか、どこからか、なぜだか、な仁か、運九でいまゼ五ンか?才彪?ぞ九だゲ

2018年(平成30年)8月14日火曜日

生所を考える会代表池知和恭
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現存する者、既に逝った'、将来生を受ける者の間の

パートナーシップ

2018年(平成30年)8月15日水曜日養生所を考える会代表池知和恭一養生所/(長崎)医学校等'跡の保存と活用より

第47580号12版

2018年(平成30年)8月15白(水曜日)E1 スK 実至あ塚窮〒廣ヨ

^

1私達当会ぱ、遁餅ぱ、圧ιくr現存ずる青、麗/こ逝った寺、痔築生芝受ゲる!
i 寺の間のバー<ナーシップノの為の'殊いj完"であり、戈、"妖のj弁"で吉ある、1
!と理扉ιまず。

i私達当会ぱ、長崎市と長崎倶と昔疾仁、現存ずる寺の菫饗の兀亘図的摺置ノ

!/二より、こ九芋のf現序ずる寺、既仁逝った寺、痔笑生を受ゲる寺の居ケのバー i
1

if、ナーシップノの為の'殊いj弁"であり、互っ、'鞠嚇のj完"で吉ある遁とその 1
!ど、勗'としての空居ダ芝、礎壊ι、変形ι、ぞの纏承と遁絡芝断ち勿り、笋余の運 i

性芝壊丁ずる行為のないよづ仁起美ι、要皇ιまず。

1私達当会ぱ、遁券ぱ、入類仁とって、入類の目らの週去仁謝ずる理修への、 i
i堺存ずる入類の点図と概念芝絶ιた、散仁、雁一、相対的でぱない絶対的 1
!で明確な地球の空居ケ上の序庄と夢美であり、契建であり塞層であ弘現序ず i

iる寺の辰図ゼざるだ会塞盛であり、Zを現序ずる寺の原図で動かしてぱなら!
ない序在である、と理扉ιまず。

私達当会ぱ、遺卸ぱ、地理上のt地と入類仁とっての"その楊'フ二尉鱒ずる痔1
晃/二依ψιて序往ずる、痔晃な存在で、他/こfe耆ガfな'い、と理扉ιまず。 i

"都市長崎"剛'汲び".生所/r長崎ノ医学友等週剛"ぱ、入類の週去/二謝ずる理扉/ことって、戈入類/ことって.
重要な"幼'でず。

私達当会ぱ、癌ぢ市及び長崎倶及び昔篠/こ、笥骸芋財、及び、篠々な'剛とその遁剛としての空居ケ/:ついて、 i
兀意図的摺置.ノ/こよりfぞ・の一部で吉痴壊や減矣仁よって矣わ九ることノのなι1'財本共の警即ち現我侠存及び i
燈鋼の余地のなし."士地の遣形"芋の密度ある伝統的友荷/:よる再建芋/ごよる才きゃガ畩窒傭/こより、之を、既 i
仁逝った寺から引芦纏ぎ、痔築生芝受ゲる香の手仁委ねること芝趨笑ι要皇ιこの要望への理修芝求めまず。〆 i

月
遅
れ
の
お
盆
と
、
終
戦
の
日
が
重
な
っ

、
た
の
は
歴
史
の
偶
然
だ
。
が
、
平
和
国
家
の

建
設
に
は
幸
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
迎

春
駄
麗
黙
難
鄭

み
る
。
死
者
を
悼
み
彼
う
の
無
念
を
忘
れ

ず
に
戦
後
社
会
を
築
く
稗
風
土
を
育
ん
で
き
た
。

娼
世
紀
の
英
国
の
政
治
哲
学
者
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ

ー
ク
は
、
「
国
家
と
は
、
現
存
す
る
者
既
に
逝
っ
た

責
将
来
生
を
受
け
る
者
の
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
あ
る
」
と
説
い
た
。
そ
れ
に
近
い
感
情
を
私
た
ち

は
8
月
狐
日
に
共
有
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
せ

み
時
雨
の
な
か
、
深
く
こ
一
つ
べ
を
垂
れ
な
が
う
。
そ
の

思
い
は
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
戦
な
き
世
を
歩
み
き
て
思
ひ
出
づ
か
の
難
き
日
を

生
き
し
人
々
」
。
皇
居
に
ほ
ど
近
い
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
、
天
皇
陛
下
の
歌
碑
が
あ
る
。
戦
後
和
年
の
節

目
に
は
、
「
年
々
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
加
し

て
ぃ
き
ま
す
が
、
先
の
戦
争
つ
こ
と
を
十
分
に
知
り
、

考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
杲
の
将
来
に
と
っ
て
極

め
て
大
切
な
」
と
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

▼
陛
下
が
、
歴
史
を
学
ぷ
意
義
を
繰
り
返
し
強
調
さ
れ

る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
象
徴
天
皇
の
地
位
は

「
国
民
の
総
に
基
づ
く
」
と
法
に
あ
る
。
宅
の

5
総
意
を
形
成
す
る
ひ
と
つ
の
要
素
が
、
過
去
に
対
す
る

&
共
通
の
理
解
だ
と
お
考
え
の
よ
う
だ
」
と
側
近
か
ら
聞

8

い
た
こ
と
が
あ
る
。
き
ょ
う
平
成
後
の
全
国
戦
没
者

12

追
悼
式
が
営
ま
れ
る
。
お
一
言
葉
を
胸
に
刻
み
た
い
。
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そ
の
時
、
誰
が
、
何
を
考
え
た
の
か
、
何
を
行
っ
た
の
か
、
私
達
は
、
歴
史
の
事
実
を
容
易
に
明
ら
か
に
し
又
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

歴
史
の
評
価
は
、
私
達
は
、
容
易
に
そ
の
総
体
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ず
、
時
々
の
人
々
の
考
え
方
で
も
変
化
し
ま
す
。

遺
跡
は
、
元
来
、
人
類
に
と
つ
て
の
役
割
を
終
了
し
、
又
、
人
々
に
忘
れ
ら
れ
た
も
の
が
再
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
故
に
、
人
類
の
概
念
や
一
言
語
や
記
号
や
意
図
を
断
絶
し
、
私

達
に
、
雄
弁
な
説
明
を
与
え
ま
せ
ん
。
遺
跡
は
、
寡
黙
で
す
が
、
私
達
の
身
近
に
も
存
在
し
、
人
々
の
意
図
や
概
念
に
影
響
を
受
け
な
い
、
厳
然
た
る
歴
史
上
の
事
実
で
あ
り
、
土
地

に
依
拠
し
て
存
在
し
、
人
々
が
之
を
、
意
図
的
に
破
壊
し
、
加
工
し
、
変
形
し
な
い
か
ぎ
り
、
人
類
の
個
々
人
の
生
命
時
間
を
越
え
て
、
存
在
し
続
け
て
、
私
達
が
遅
れ
ぱ
せ
な
が
ら

、し

形
成
し
た
歴
史
概
念
を
証
徴
し
、
そ
の
時
初
め
て
、
や
っ
と
、
私
達
の
理
解
の
範
疇
に
姿
を
顕
わ
し
ま
す
。

遺
跡
は
、
幾
つ
も
の
要
因
が
重
な
っ
て
、
現
状
を
維
持
し
て
・
今
そ
こ
に
在
る
・
貴
重
な
存
在
で
す
。

弱
は
生
路
な
り
。
強
硬
は
死
路
な
り
」

2

先
の
大
戦
が
終
わ
っ
て
袷
回
目
の
終

戦
の
日
を
迎
え
た
。
戦
禍
を
被
っ
た
内

外
の
多
く
の
犠
牲
者
を
悼
み
、
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
い
。

戦
没
者
を
官
輝
す
る
行
事
で
は
若

い
参
加
者
が
「
平
和
の
い
」
と
題
し

て
詩
な
ど
を
朗
読
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

旧
日
本
軍
の
特
攻
兵
器
「
回
天
」

の
訓
練
基
地
が
あ
っ
た
山
口
県
周
帝

で
昨
年
か
れ
た
式
典
で
は
「
す
べ

て
の
生
命
を
大
切
に
し
ま
す
」
な
ど
6

項
目
か
ら
な
る
国
連
教
育
科
学
文
凄

関
(
ユ
ネ
ス
コ
)
の
平
和
宙
言
を
中
学

生
が
読
み
上
げ
た
。

鈴
木
貫
太
郎
の
終
戦
工
作

戦
争
の
記
を
次
の
世
代
へ
と
伝
え

て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
。
き
ょ

う
は
「
平
成
最
後
の
終
戦
の
日
」
で
あ

口

口

る
。
来
年
は
新
し
い
元
号
で
迎
え
る
の

で
、
「
昭
和
の
惨
過
は
さ
ら
に
遠
の

く
。
あ
ら
ゆ
轟
会
を
握
え
、
日
本
は

な
ぜ
あ
の
戦
争
に
突
き
進
み
敗
色
が

く
な
っ
て
も
戦
っ
た
の
か
を
問
い
続

け
て
い
き
た
い
。

今
年
は
、
大
戦
中
の
後
の
首
相
だ

つ
た
鈴
木
太
郎
の
没
後
和
年
に
あ
た

「

ド
リ
オ
に
な
る
」
と
告
げ
た
そ
う
だ
。

そ
の
時
点
で
す
で
に
、
自
分
の
仕
が

引
き
役
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ

て
い
た
の
だ
る
っ
。

そ
れ
か
ら
終
戦
に
至
る
4
力
月
の
評

価
は
簡
単
で
は
な
い
。
も
っ
と
早
く
白

旗
を
あ
げ
て
い
れ
ば
原
爆
の
矯
は

避
け
ら
れ
た
。
中
国
残
留
孤
児
を
う
む

私
達
当
会
は
、
私
達
人
類
が
、
歴
史
の
理
解
や
評
価
に
到
達
す
る
よ
り
以
前
に
、
又
、
そ
の
是
非
に
拘
泥
す
る
以
前
に
、
身
近
に
あ
る
遺
跡
を
、
今
、
現
存
す
る
者
の
都
合
で
破
壊

し
変
形
す
る
こ
と
な
く
、
現
存
す
る
遺
跡
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
、
保
存
し
継
承
し
、
将
来
生
を
受
け
る
者
の
歴
史
概
念
や
評
価
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。

都
市
長
崎
遺
跡
・
及
び
"
養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
・
は
、
人
類
の
過
去
に
対
す
る
理
解
に
と
つ
て
、
又
、
人
類
に
と
つ
て
、
重
要
な
遺
跡
で
す
。

私
達
当
会
は
、
長
崎
市
と
長
崎
県
と
皆
様
に
、
当
該
遺
跡
、
及
び
、
様
々
な
遺
跡
と
そ
の
遺
跡
と
し
て
の
空
間
に
つ
い
て
、
「
意
図
的
措
置
」
に
ょ
り
「
そ
の
一
部
で
も
損
壊
や
滅
失

に
ょ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
」
の
な
い
遺
跡
本
来
の
姿
即
ち
現
状
保
存
と
整
備
に
ょ
り
、
之
を
、
既
に
逝
っ
た
者
か
ら
引
き
継
ぎ
、
将
来
生
を
受
け
る
者
の
手
に
委
ね
る
こ
と
を
提〆

案
し
要
望
し
こ
の
要
望
へ
の
理
解
を
求
め
ま
す
。

る
。
死
の
直
前
に
残
し
た
一
冒
葉
が
「
永

遠
の
平
和
」
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
鈴
木
に
詳
し
い
東
大
の
加

藤
陽
子
教
授
と
、
鈴
木
の
孫
で
あ
る
道

子
さ
ん
に
警
聞
い
て
き
た
。

鈴
木
内
閣
が
発
足
し
た
の
は
1
9
4

5
年
4
月
で
あ
る
。
家
族
に
は
イ
タ
リ

ア
降
伏
時
の
首
相
の
名
を
挙
げ
て
「
バ

養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

2
 
0
 
1
 
8
年
(
平
成
 
3
 
0
年
)
 
8
 
月
 
1
 
5
 
日
水
曜
日

養
生
所
を
考
え
る
会
代
表
池
知
和
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た
と
評
す
る
向
き
も
あ
る
。

S
F
作
家
の
小
松
左
京
の
『
地
に
は

平
和
を
』
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾

直
前
に
旧
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
甕

奪
い
、
至
泱
戦
に
突
入
し
た
日
奎

描
い
た
作
品
だ
。
こ
れ
が
決
し
て
絵
空

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
終
戦
の
詔
宙

を
収
録
し
た
玉
音
盤
の
奪
取
未
遂

こ
と
な
く
、
沖
縄
戦
も
あ
れ
ほ
ど
多
く

の
住
民
を
戦
闘
に
巻
き
込
ま
ず
に
す
ん

だ
か
も
し
れ
な
い
。

他
方
、
鈴
木
の
重
な
終
戦
工
作
が

あ
っ
た
か
マ
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
な
降

伏
派
と
継
戦
派
胃
戦
に
陥
る
こ
と
な

く
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
壊
滅
的
な
杢

決
戦
を
戦
う
こ
と
も
な
く
、
降
伏
で
き

、

一

力

が
8
月
晉
深
夜
に
起
き
た
こ
と
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

「
戦
争
を
正
し
く
終
警
せ
る
に
は

戦
争
を
効
果
的
に
始
め
る
の
と
同
じ
く

ら
い
の
力
が
少
な
く
と
も
必
要
で
あ

る
」
。
お
と
と
し
亡
く
な
っ
た
ノ
ー
ベ

ル
経
粟
の
受
者
ト
ー
マ
ス
・
シ

エ
リ
ン
グ
の
著
『
稀
と
影
力
』

は
こ
う
福
す
る
。

百
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
撤
退
の

決
断
は
も
難
し
い
こ
と
の
ひ
と
つ

だ
。
鈴
木
が
終
戦
に
果
た
し
た
箭
を

振
り
返
る
こ
と
は
、
い
ま
の
時
代
に
も

,
味
奮
る
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
代
表
さ

れ
る
自
国
第
一
主
者
が
世
界
の
あ
ち

こ
ち
に
硯
国
際
秩
序
は
委
定
さ

を
増
し
て
い
る
。
日
本
で
も
周
辺
国
と

の
あ
つ
れ
き
を
め
ぐ
り
、
「
強
硬
策
も

辞
さ
ず
」
な
ど
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
る
。

外
交
に
は
圧
力
が
必
要
な
と
き
も
あ

る
が
、
売
り
言
葉
に
い
言
葉
と
い
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
る
。
い
ち
ど
大
ご
と
に

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
国
際
紛
争
の
収
拾

が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
常
に
頭
に
入

れ
て
お
き
た
い
。

鈴
木
の
箭
は
戦
後
も
続
く
。

「
柔
弱
は
生
路
な
り
。
強
硬
は
死
路

な
り
」

擧
放
棄
は
誰
の
発
案
か

こ
れ
は
枢
密
院
が
現
法
の
毎
を

審
議
し
た
際
9
条
に
琴
放
棄
の
み

な
ら
丈
戦
力
不
爲
き
込
む
こ

と
を
議
長
だ
っ
た
鈴
木
が
前
向
き
に
受

け
止
め
た
発
言
で
あ
る
。
大
き
な
異
論

な
く
暴
が
了
承
さ
れ
た
の
は
、
鈴
木

の
手
腕
と
い
っ
て
ょ
い
。

そ
の
9
条
の
根
幹
で
あ
る
戦
争
放
棄

を
初
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
首
相
だ

つ
・
た
幣
重
郎
な
の
か
、
G
H
Q
(
連

合
国
総
司
令
部
)
司
令
官
だ
っ

た
ダ
グ
ラ
ス
÷
ツ
カ
ー
サ
ー
な
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
。
実
大
の

賑
堕
藪
授
が
近
午
新
た
な
説
を

葬
し
て
い
る
。

日
独
伊
三
国
同
盟
を
抵
し
た

外
交
官
の
白
敏
夫
が
出
所
と
い
一
つ
も

の
だ
。
「
天
皇
に
関
す
る
と
盃

条
項
と
を
鑾
不
可
隣
」
に
す
べ
き
だ

と
の
を
終
戦
後
吉
田
茂
に
送
っ

た
と
い
う
。
慶
応
大
の
細
裁
一
教
授

は
「
白
が
A
級
戦
犯
と
し
て
有
罪
に

な
っ
た
こ
と
を
考
す
れ
ぱ
、
皮
肉
な

め
ぐ
り
合
わ
せ
」
と
評
す
る
。

日
本
が
戦
争
へ
と
突
き
進
み
、
餐

な
敗
北
を
迎
え
た
あ
の
時
代
そ
こ
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
の
あ
や
が
絡
ま
っ

て
い
た
。

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
探
求
し
、
そ

こ
に
教
飢
を
見
い
だ
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
針
路
に
生
か
し
て
い

く
。
そ
う
し
た
態
度
も
ま
た
、
あ
る
種

の
「
平
和
の
い
」
で
あ
る
。
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1
養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
遺
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

「
地
銀
」
は
、
今
後
狭
い
地
域
内
で
、
所
望
の
・
.
利
益
・
を
回
収
す
る
蛎
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

、し

長
崎
県
で
の
地
方
銀
行
再
傘
下
に
置
く
ふ
く
お
か
フ
ィ
認
め
る
一
Σ
を
決
め
た
。
財
る
他
行
に
借
り
換
え
る
〆
ド

編
を
め
ぐ
り
公
正
取
引
委
ナ
ン
、
ソ
ヤ
ル
グ
ル
ー
プ
(
F
 
日
に
も
発
表
す
る
。
1
千
億
が
た
ち
経
営
統
合
に
ょ
っ

員
会
は
部
貝
親
和
銀
打
を
 
G
)
と
十
八
銀
行
の
統
合
を
円
弱
の
融
資
企
業
が
聾
号
て
同
県
の
中
小
企
業
向
け
融

、
^
く
^
^
F
G
O
^
^
^

2
0
1
8
年
(
平
成
3
0
年
)
 
8
月
2
4
 
日
金
曜
日
養
生
所
を
考
え
る
会
代
表
池
知
和
恭

ー
:
ー
.
■
 
1長

崎
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
遺
跡
を
破
壊
し
て
ま
で
、
急
い
で
、
道
路
や
建
物
等
の
開
発
を
行
う
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。
長
崎
は
、
全
て
が
一
跡
で
す
。

開
発
は
、
必
ず
や
、
遺
の
現
状
保
存
と
原
状
回
,
整
備
(
・
土
地
の
造
形
・
の
憶
測
の
余
地
の
な
い
再
建
を
含
む
)
の

''

実
施
を
前
提
と
す
る
計
画
と
し
ま
し
ょ
う
。

当
該
地
が
主
要
な
一
の
場
合
や
遺
跡
の
残
存
が
土
地
の
区
画
の
全
体
の
範
囲
に
及
ぶ
場
合
に
は

開
発
用
地
に
つ
い
て
、
代
替
地
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
〆

、
、

が
独
占
状
態
に
な
る
こ
と

を
回
避
し
た
。
正
式
な
通
知

を
受
け
、
両
社
は
2
0
1
9

年
4
月
に
醤
統
合
す
る
。

関
連
記
 
7
面
に
)

公
取
委
は
器
貝
最
終
的

な
意
甲
漢
定
を
行
っ
委
員
会

を
開
き
両
社
の
統
合
計
画

を
承
認
す
る
と
確
認
し
た
。

両
社
が
統
合
に
向
け
基
本
合

意
し
た
の
は
玲
年
2
月
。
 
2

、

去
一
口

年
超
に
及
ん
だ
異
例
の
審
査

が
決
着
す
る
。

統
合
の
発
表
当
時
両
社

で
長
崎
県
の
宏
融
シ
エ

ア
は
7
割
を
超
え
る
状
態
だ

つ
た
。
公
取
委
は
長
崎
の
地

域
金
融
が
「
1
強
」
に
な
れ

ぱ
、
借
り
手
が
金
利
な
ど
で

不
利
な
条
件
を
強
い
ら
れ
か

ね
な
い
と
し
て
承
認
が
難
し

い
と
の
見
解
を
伝
え
て
い

習認
"
、
、
え
メ
、
、

4
脚
舵
長
崎
地
銀
轟
県
内
統
合
モ
デ
ル
に

)
促
齢
川
の
地
銀
轟
套
か
け
て
果
穏
侵
え
に
籍
二
郎
頭
敗
の
両
ト
ッ
プ

年
う
や
く
決
打
す
る
。
ふ
く
お
メ
ド
を
つ
け
、
跨
苅
力
行
は
何
磨
こ
の
音
菜
を
誉

か
7
'
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
問
上
の
統
△
に
進
を
開
い
遮
し
て
堂
た
.

器
プ
(
F
G
)
と
十
八
馨
の
た
.
(
1
而
参
胆
縦
渡
は
嬰
を
他
の

杯
獣
統
合
の
爽
現
は
、
畳
崎
而
客
の
冏
忠
が
得
ら
れ
金
融
機
関
に
祥
す
二
と
を
慧

白
8

県
内
の
徒
出
・
§
他
の
金
な
い
胤
り
、
雛
の
譲
渡
は
眛
す
る
.
当
然
な
が
ら
慨
到

欝
に
悲
す
こ
と
で
架
や
ら
な
い
」
.
公
正
取
饗
強
い
は
警
れ
な
い
.
「
(
地

環
境
を
傑
て
る
か
ど
一
昇
が
員
会
の
密
証
麦
破
寸
発

カ
ギ
だ
っ
た
.
読
に
辿
め
し
が
な
か
な
か
見
え
な
い
な

れ
ぱ
地
尤
靈
の
旧
塑
」
か
で
も
、
ふ
く
お
か
F
G
の

損
な
い
か
ね
な
い
.
塒
側
を
柴
戸
隆
成
社
皿
卓
八
釧
の

た
。
両
社
が
Π
年
7
月
に
統

合
を
無
期
延
期
し
た
後
も
腰

着
状
態
は
続
き
公
取
委
は

今
責
独
占
禁
止
法
に
よ
る

戦
後
初
の
統
合
差
し
止
め
命

令
を
発
動
す
る
考
え
を
銀
行

側
に
伝
え
て
い
た
。

銀
行
側
は
自
主
的
に
シ
エ

ア
を
引
き
下
げ
て
曾
手
の

選
択
肢
を
増
や
す
た
め
、
全

て
の
取
引
先
に
競
貪
打
へ
の

借
り
換
え
意
向
が
あ
る
か
を

調
査
。
そ
の
結
果
借
り
換
え

を
希
望
す
る
取
引
先
が
融

額
ベ
ー
ス
で
1
千
f
円
弱
に

達
し
、
近
隣
の
地
方
銀
行
や

信
用
金
曜
〆
ガ
バ
ン
久
商

工
組
合
実
金
庫
な
ど
の
政

府
系
金
融
機
関
も
引
き
受
け

る
こ
と
で
大
筋
合
意
し
た
。

両
社
は
借
り
換
え
に
加

え
統
合
後
に
貸
し
出
し
金

銀
の
)
統
合
は
位
成
だ
が
偵

榊
譲
渡
に
は
応
じ
ら
れ
な

い
」
と
い
う
傘
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

一
方
、
笈
に
7
割
超

と
な
る
腎
寄
し
出
し
シ

エ
ア
靈
宝
な
い
限
り
、

公
敗
委
の
喬
を
好
需

は
見
え
な
い
.
辯
に
シ
エ

ア
の
聞
慈
症
め
発
筑

行
側
が
売
突
し
た
の
が
「
惜

糧
え
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う

慨
現
だ
っ
た
.
偵
轍
班
渡
を

利
が
上
が
ら
な
い
よ
う
第
三

者
が
監
視
す
る
谿
み
を
設

け
る
こ
と
も
含
め
た
統
合
計

画
の
修
正
版
を
幻
日
に
公
取

委
に
提
出
し
て
い
た
。

今
回
の
公
取
委
に
ょ
る
承

認
に
よ
っ
て
、
同
一
県
内
で

の
シ
エ
ア
が
颪
に
高
く
な

る
地
銀
統
鳥
想
に
道
を
開

く
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、

統
合
に
は
シ
エ
ア
の
引
き
下

こ
う
改
め
た
の
だ
.

有
力
竹
が
統
合
し
、
余
融

諮
の
邊
択
肢
が
誠
る
一
Σ

璽
子
急
業
の
柔
に

応
じ
て
、
別
の
金
融
娘
則
へ

の
雁
し
を
す
る
.
取
引
光

靈
の
轟
の
一
斑
と
い
一
つ

姿
勢
禽
し
、
 
5
月
か
ら

ー
カ
用
以
b
か
け
て
県
内
の

金
て
の
融
資
光
約
1
万
6
0

0
0
草
七
肋
ね
、
意
向
を
酬

肥
し
た
.
こ
う
し
て
坐
っ

荷
煥
儒
吼
柳
は
1
0
0
0

ー
:
ι

億
円
弱
に
な
り
、
公
取
委
も

競
争
暴
は
雜
さ
れ
る
と

の
観
に
至
っ
た
。

合
即
化
の
効
巣
が
大
き
い

旨
の
有
力
地
銀
同
土
の
経

奪
で
、
今
後
異
幽
が

一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
蚕
た

だ
そ
の
た
め
に
は
錠
出
綸

嘉
し
倫
言
と
い
う
「
苫

渋
綴
断
」
(
ふ
く
お
か
F

G
の
柴
戸
社
長
)
を
突
き
つ

け
ら
れ
る
足
も
宏
と

い
う
二
と
が
否
れ
た

げ
に
向
け
た
大
規
模
な
措
圃

が
必
要
だ
と
い
う
前
例
に
も

な
り
、
地
銀
再
編
の
動
き
が

一
段
と
注
目
さ
れ
る
。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

二づアむーバソレ)オピニオン

【剤三極郵便物習可】

私達はまだ引き返せるのか?

2018年(平成30年)8月24日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

6E1 ズ又実至施啄棄斤雇殉 2018年(平成30年)8月24日(金猫日)

P/anetaゆ,' boundar尼S9項目f気疾変動ノf新勿貿の#出ノ乃三t層厨オヅンの礎壊ノ兀大斯Z-々ソンbn箏遊縦子批勿貿ノの負
斉ノ乃毎津霞差佐ノ大窒美とグンの循環ノf於水の利房ノ/土'地利房の変佐ノ性'勿多荏煙値伝的多疾煙、建彪的多篠世ノの萇矢ノ

私達入類ぱ、今一度、私達の座史を叛り返って再確詔ι、再評価ずる必要かあるのでぱないでしょづか。

遺卸ぱ、私達仁、私達入類の歴史の再確詔と再評価への、今近な契建を与えまず。

私達当会ぱ、長崎市と長崎渠及び姦崎坊昆の昔疾と長崎倶昆の昔荏及び日本と哲象の昔疾仁、'答lj方長崎這助"Z・'饗生所/
r長崎ノ唐学友等遁卸"の現批侠序と須材回復と't地の造形"の億測の余地のない再建を要皇ιこの要皇への理修芝求めまず。

私達ぱまだ引き返ゼるのでしょづか?

O iπi0π

抑
0
0
器
急
ヨ
地
球
と
社
会
の
持
続
可

本
語
版
「
舎
な
地
球
の
人
き
な
世
界

版
さ
れ
た
。
詑
歳
。

1
万
1
7
0
0
年

義
は
地
質
学
^

ぱ
れ
る
時
代
に
入
ム

で
「
完
新
世
」
と

つ
た
。
温
暖
で
調

の
と
れ
た
環
境
が
一

続
舎
、
人
類
の
繁
栄
の
基
礎
に
な
っ
た
。

し
か
し
工
業
や
農
業
を
含
む
人
問
の
活

イ
か
ら
劇
的
に

な
負
荷
を
か
し

学
的
な
規
椣
の

世
」
の
時
代
に

キ
リ
ス
ト
教
で

デ
ン
の
園
」
と

に
完
全
に
秘

わ
れ
る
の
を
阻

い
。
そ
の
重
要

が
研
究
者
を
率

2
0
0
9
年
に
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー

ウ
ン
ダ
リ
ー
靈
球
の
限
界
)
」
の
概

念
を
発
衷
し
た
。
地
球
琵
の
維
持
に

不
可
欠
な
9
分
野
の
限
界
値
を
示
し
、

回
復
司
能
な
範
囲
内
で
人
問
が
活
動
す

る
よ
呆
め
て
い
る
。

気
候
変
助
生
物
多
様
性
、
土
地
利

用
の
変
化
、
窒
素
・
り
ン
汚
染
の
4
分

「

誰
も
が
ほ
か
の
雄
か
の

裏
庭
に
住
ん
で
い
る
の
だ
。
ア
マ
ゾ
ン

の
破
壊
は
プ
ラ
ジ
ル
だ
け

本
や
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
に
も

る
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば

の
は
卯
年
Ⅱ
月

す
ぐ
に
影

い
。
独
自
の
環
境

企
業
も
あ
る
。

問
題
だ
。
日
本
や
欧

な
る
だ
ろ
う
。

引
き
返
せ
る
。
エ
ネ

X
連
都
市
な
ど
を

地
球
器
の
賓
任
あ
る
管
理
を
坦
っ

国
際
統
治
の
あ
り
方
も
丞
要
だ
。
気
候

変
動
や
生
物
多
様
性
を
は
じ
め
と
す
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
全

分
野
で
、
主
要
国
の
協
調
体
制
を
固
め

全
な
銀
に
戻
す
こ
と

フ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン

内
で
人
類
が
繁
栄
す
る

が
あ
る

の
保
護
だ
け
を
目
的
と

各
国
の
財
務
相
や
国

1
M
F
)
が
、
炭
素
価

の
結
み
を
考
え
る
必

は
な
い
か
。

会
的
な
貴
任
を
果
た
す

え
た
ほ
う
が
い
い
。
プ
ラ
ネ

ハ
ウ
ン
ダ
リ
ー
は
成
艮
の
制

は
な
く
、
成
畏
維
持
の
戰
略

環
境
軽
視
つ
け
重
く

民
問
組
織
の
口
ー
マ
ク
ラ

」

2
年

球
ヒ

あ
ろ

原
因
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台
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日

10角COS'1

1-ーーーーーーーーーーーーーーーー、ーー.ーー..ー

穰に晃氷農
かイ4を迎産

髪も稀劣盟圭鳳契撃ふ〒蛋米妻選

^
、
・
^
・
^
、

.
、
一
一
^
、
、
辻

月

P
.
ι

'
.

朱
中
か
追
加
関
兇
発
動
対
象
Ⅷ
億
稔

三

"
、
、
卦
=

竺
^
、
、
註
三
、

一
一
三
一
一
一
一
、
、
・
.
、
一
一
二
一
一
、
、
一

【
ワ
シ
ン
ト
ン
U
鳳
山
太

成
】
譜
両
政
府
は
勿
貝

互
い
に
1
6
0
億
、
鳥
(
約
1

兆
8
千
俺
巴
に
相
当
,
る

船
入
品
に
部
%
の
追
加
関
税

を
発
動
し
た
。
開
税
尿
酬

は
7
月
6
臼
に
続
い
て
2
度

目
で
、
対
裟
穰
そ
れ
ぞ

れ
計
5
0
0
億
,
ル
に
膨
ら
ん

だ
。
双
方
は
対
顎
通
じ
て

事
態
の
打
智
探
る
が
、
ト

ラ
ン
プ
美
統
領
は
語
姿

.
」

存
而

國
の
拡

W
年
の
通

、
Π
年
国

1
千
体

分
、
余
で

界
に
あ

勢
邑
て
い
な
い
。
禁

霊
物
と
な
霊
最
争
は

長
引
く
恐
れ
婁
.
衝

迎
記
T
、
 
9
、
門
面
に
)

沓
は
疫
馴
回
路
な
ど
の

半
程
の
ほ
か
、
プ
ラ
ス
チ

米
国
と
宙
が
部
貝
 
1

6
0
児
鳥
哲
の
愉
入
品
に

追
加
裂
を
か
呈
い
、
貿

,
鑾
は
「
第
2
幕
」
に

つ
た
.
グ
ロ
ー
パ
ル
企
築
が

拠
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
エ
ー
ン

(
絵
翅
に
ヒ
ピ
が
入
り
、

世
界
の
自
由
貿
椴
制
は
大

き
く
揺
ら
ぐ
.
米
中
は
全
面

戦
争
へ
と
突
き
迎
む
の
か
、

休
戦
に
つ
な
が
る
取
引
(
デ

イ
ー
ル
)
を
す
る
の
か
.
モ

の
不
誘
感
は
世
羅
済
の

先
行
き
に
も
暗
い
影
ゑ
と

し
て
い
る
.

思
い
を
か
た
ち
に
、

亊
で
棗
を
。

ヒ
壽

は
露
と
最
も
高
い
関
税
淌
塑
の
袈

る
秘
街

課
し
た
.

L
N
G
察
に
は
鼎
が
受
け
対
策
に
吸
呈
し

.
シ
エ
一
王
ー
ル
・
エ
ナ
豆
の
ー
に
代
え

は
5
貝
米
倒
覇
2
卸
や
ヒ
マ
ワ
リ
の

地
ぢ

の
入
ナ

な
る
与
ラ
ン
ト
匙

舞
に
配
合
す
一
貫

決
め
た
ば
か

り
.
中
圃

す
を
滅
ら
し
た
り
す

油
天
然
綴

手
貫

期
死
.
欝

快
め
手
は
火
豆

ら
閉
年
の
長

揺
加
に
ょ
る
国
内

り
つ
け
て
年
1
2
0
 
ン

大
だ
。
一
述
の
対
策
で

す
る
計
飢
だ
っ
た
.
来

大
豆
糊
入
爪
に
つ
い

回
で
縛
賊

L
N
C
が
中

篇
の
1
割
強
に
あ

迫
加
投
資
が

奏
え
ぱ
、

万
ゞ
篭
子
.
そ

に
な
昇
ね

型
'
つ
た
大
豆
が
世

う
と
も
貿
い

手
串
国
も

大
豆
.
 
m
内

ふ
れ
る
公
謀
が
大
き

だ
.
例
え
は

ツ
ク
・
ゴ
ム
製
品
な
ど
計
2

7
9
品
目
に
契
の
関
税
を

上
乗
せ
し
,
、

中
倒
は
古
抵
や
自
動
m
、

銅
の
く
系
ど
計
1
6
0
億

¥
ル
分
、
 
3
3
3
品
自
に
問
じ

く
閥
%
の
迫
加
関
税
露
動

し
た
.
さ
ら
に
米
国
の
閃
税

系
り
、
世
界
貿
喬
(
W

T
0
)
に
繰
す
壽
を

表
賜
し
ち

誰
が
関
税
を
か
響
う

中
、
詑
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で

本
務
レ
ペ
ル
協
識
を
始
め

た
.
貿
易
不
均
衡
や
翻
財

産
の
問
距
に
加
え
て
、
ト
ラ

<
一
一

米
中
霊
最
争
の
渦
中
開
い
た
公
朏
会
で
訴
え
た
。

に
、
日
木
企
業
嘗
換
米
国
で
は
エ
ア
コ
ン
と

ν
で
化
学
製
品
も
震
卵
す
る

れ
た
。「

な
ぜ
フ
ッ
業
ー
ダ
イ
キ
ン
.
閻
社
が
つ
く
る

れ
た
の
か
困
惑
し
て
い
フ
ッ
ゑ
の
一
つ
で
烹

。
こ
ん
な
ニ
ッ
チ
な
製
品
呆
り
テ
ト
ラ
フ
ル
寸
ロ
エ

関
税
を
か
け
て
も
、
中
国
チ
レ
ン
(
P
T
F
E
)
」
な

府
が
知
n
金
政
策
を
改
ど
3
品
目
倫
が
、
米
国

る
と
悪
え
な
い
、
ダ
イ
キ
が
鈴
日
爵
し
た
中
国
へ
の

め

工
築
粂
県
人
足
表
制
裁
関
税
の
対
象
品
目
に
含

は
7
月
訓
貝
米
政
府
が
ま
れ
た
.

ノ
プ
氏
が
問
瑚
模
す
亀
凶

灸
民
北
宏
も
テ
ー
マ
だ
.

対
立
の
激
化
轟
ぐ
糸
口
を

探
る
が
、
大
き
な
辿
魯

る
と
賢
荏
少
な
い
.

米
覇
は
箆
3
列
に
関
し

て
9
月
上
句
以
略
に
母
終
リ

ス
と
轟
め
る
.
獎
航
に
即

せ
踏
田
も
6
0
0
億
,
ル
分

に
穰
す
る
槻
え
だ
.

'
ぜ
フ
ッ
業
1

こ
の
か
困
惑
し
て
い

」
ん
な
ニ
ッ
チ
な
製
品

を
か
け
て
も
、
中
国

知
n
金
政
策
を
改

悪
え
な
い
、
ダ
イ
キ

粂
県
人
足
表

月
訓
貝
米
政
府
が

φh

物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
売
り
乎
に
打
蛤
を

品
は
工
業
品
に
比
ぺ
肌
い
.
中
凶
荏
に
狙
っ
た
の
が
、

切
呈
え
や
す
く
買
い
米
が
飽
に
力
交
れ
急
化

利
奎
而
、
喪
綱
的
な
天
勞
ス
(
L
N
G
)
だ
.
8

ら
般
捜
貸
し
て
き
た
月
に
公
袈
し
た
儲
税
り
ス

盟
穏
智
に
対
す
る
制
倣

探
2
抑
は
、
半
穫

関

処
需
品
、
刷
製
品
を

や

、
.
姑
に
鞭
関
迎
は

モ
リ
ー
や
プ
ロ
セ
ッ
サ

、
生
迎
の
各
工
程
で
仙
う

侃
や
系
パ
ー
ツ
ま
で
対

駿
が
帆
広
い
.

象

え
ば
航
空
堤
柵
ケ

爽
は
中
国
重
狙
い
撃

ル
に
悲
っ
フ
ソ
ゑ

に
し
て
い
壬
う
で
大

ち

国
で
市
場
が
笑
し
て

な
被
害
蛋
け
る
の
は
米

、
主
に
中
国
の
昼
1

宙
か
ら

ら
籍
し
て
い
る
。
「
関

く
が
米
劇
靈

か
か
る
と
仙
上
が
り
し

邑
の

入
も
の
だ

場
シ
エ
プ
奏
い
、
結

ら
た

し
て
米
国
の
瓢
用
も
危

体
業
界
に
よ
る

米
半
導

に
さ
ら
す
」
と
の
主
張
は
と
、
輸
入
品
W
鼎
く
は

け
、
汽
た
.

墨
が
股
計
を
し
て
い

米
国
に
よ
る
宙
の
知
的
た
り
、
付
器
他
の
低
い
組

生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等

遺
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

2
 
0
 
1
 
8
年
(
平
成
3
 
0
年
)

8
月
2
 
5
 
日
土
曜
日

養
生
所
を
考
え
る
会
代
表
池
知
和
恭

「
大

・
」
込
ま
れ

プ
ラ
ジ
ル

7
月
下
旬

豆
の
出

万
ナ
か
ら

コ
修
正
し

揚
得

鬻
貿

に
ほ
く
モ

中
幽
は

に
閉
%
の

た
.
世
界

占
め
雷

冬
見
越
し
「
群
か
ら
プ
ラ
ジ
米
に
転

ル
で
大
豆
を
跿
い
あ
さ
っ
て
い
国
殴
伶

事
と
紅

倉
需
社
)
.

、
.
政
柳
は

農
家
、
高
ま
る
不
満
る
と
表

米
国
と
プ
ラ
ジ
ル
の
双
方
に
満
は
収

た
イ

け
口

米
奴

ネ
ニ

一
な
大

メ
欧
州

先
ノ

凶
が
得
慰
な
モ
ノ
の
生
迎
危
機
感
は
一
気
に
高
ま
っ
た
.

、
そ
れ
以
外
の
モ
ノ
<
也
卯
1
の
約
半
分

に
詑
し

j
え
ぱ
多
く
の
利
益
は
中
圃
が
翌
し
、
最
,

口

纛
入
で

0

書
デ

英
経

に
組

意
ら
れ

世
界
に
輸
出

ι

が
胸
前
で
つ

宙

「
比
軟

入
に
如

ピ
ソ
ド
.

カ
ー
ド

れ
"

悧
畏
臥
の

亀

念
で
幽

儒
」
の

貿
易
の

剰
点
意
、
゛
、
し

の
亀

た
。
大

げ
な
け
れ
ぱ
」

と
す
る

ラ
ン
プ
米

蹄
的
に

て
薪

蚤
監
」

・
ジ
ン
,
ピ
ン

は
世
界

甥
霊

,

生
迎
を

里
官

系
き
、

ι
中
閉
食
一
ヱ
、

牙
促
す
襲
が
宏
.

実
母
に

崩
れ
る
国
際
分
業
血
静
謡
、
世
嵜
埜
,

く
粉
モ
れ
(

中
盟
優
邪
大
手
串
則
剰
世
給
」
を
拓

訊
(
Z
T
E
〕
は
今
癖
、
米
る
.
雷
税
で
倒
際
盆
の

く
j
4
ぱ
、

の
製
で
米
企
業
か
ら
劣
ラ
ン
ス
が
大
き

釜
な

を
鋤
述
で
き
式
主
力
製
品
佃
格
乳
高
.

L

宏
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
通
世
界
禁
に
も
高
い
コ
ス
ト

又
ね
な
い
.

糊
圭
喫
で
き
な
く
な
っ
な
う
て
跳
ね
遮

.
宙
1
側
亮
へ
の
(
、
1
蚫
取
材
班
)

丸出

M
点
を
股
け
、
網
の
自
の
よ

う
に
荏
成
給
網
書

」
.
ト
ラ
ン
プ
米
政
椒

税
瞰
策
は
伽
由
貿

小
に
高
鬼
し
た
供

に
大
き
な
毅
奏
れ

谿
ー
、
Z
.

つ
た
ん
築
い
"
癖
網

柵
築
は
癖
易
で
は
な

の

生
迎
工
扱
使
一
乱
材

盲
●
、
改
め
て
品

ど
を
碇
認
し
て
即
客
の

承
悶
を
卿
な
け
れ
ぱ
い
け
な

と
が
多
い
か
ら
だ
.

本
1
大
手
、
ル

ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

、
粛
点
か
一
呆

し
て
迫
加
関
税
の

対
象
に
な
る
製
品
が
宛
上
高

%
程
婁
が
、
す
く

末
な
ど
か
ら
の
欝
に

待
君
こ
と
は
難
し
い

う
.
 
3
月
に
発
聖
れ

た
缺
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関

も
、
日
木
製
婁
剱

つ
て
米
国
で
倒
動
車
剖

製
半
禽
県
串

愛
ー
カ
ー
幹
邪
が
「
コ
ス

巧
%
保
度
上
が
っ
た
」

琶
は
じ
め
た
供
給

ひ
ず
み
は
靈
の
投

痢
の業

宅
ぐ
.
「
工
習

穏
壽
つ
力
ー
ギ
ル
な

物
メ
ジ
ャ
ー
は
プ
ラ
ジ

中
園
に
誓
向
け
る

動
化
な
ど
中
国
の
股
1
智

霊
が
考
て
い
る
」
.
フ

黒

丁
ナ
ッ
ク
の
ー

は
こ
、
喬
す

籍
計
叫
「

2
5
」
で
こ
れ
ま
で
好
闘
、
、

つ
張
癌
御
(
N
C
)

憧
遍
業
用
口
ポ
ッ
ト
の
.

で
い
る
.

注
が
伸
び
悩
ん

国
嬰
基
金
(
1
M
F

は
保
鞍
貿
易

を
抑
大
.

「
靈
の
投
挺

1
断
し
、
毅
術

て
生
血
性

笥
及
を
遡
ら
せ

低
吾
芸
」

ら
す
.
だ
が
Ⅱ

月
呈

ラ
ン
プ

遥
警
控
え

と
の
貿

大
籍
は
、

峨
象
「
無
期
限
だ
」
と

い
塑
.
中
個
の
習
近
平

臺
席
も
「

さ
れ
か
ね
な
い
大
き
な
諸

に
は
慎
勇
キ

弥
?
0

米
側
は
第
3

0
雌
¥
ル
分
も
発
勘
に
向
け

構
え
、
幽
 
1

り
け
の
迫

関
讐
黒
す
る
.
お
互

引
く
に
引
け
な

口
が
見
え
な
い

ン
と
す

ル
化
を
エ
ン
ジ

卯
禁
"
禽
誓
せ
る

ス
ク
に
世
界
は

粛
え
て

る
。
貧
嵒
遡
敢
材
匙



7
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200
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te

70 80 90 2000

」';益:む茜
ーー「

也
10 15

ず

か
L^

1-
一■^

倉、、

(D

エア

し残」一
たりが

、

95%

宝

紐合後の
シエア
75%ー

95%

70%-65%

100%

権譲渡後の
シエア

65

私達当会は、長崎市と長。県及び長崎市民の皆様と長崎県民の皆様及び日本と世界の皆様に

"都市長崎遺跡"と"養生所/(長崎)医学校等'跡"の現状保存と原状回復と

当該遺跡の性格より"土地の造形"の憶測の余地のない再建を要望しこの要望への理解を求めます。
〆

佐世保市・

(注)中

80%

.

島

70%

罫

一跡破壊をやめるか

遺跡保存をやめるか

Z5%-65%

長曲市

早市
.

70%-65%

^昆■^●■^..^.■^..^..^

崎
県
の
絡
銀
行
を
傘
下
に
霞
く
ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
、
ソ
ヤ
ル
グ

ル
ー
プ
(
F
G
)
と
同
県
手
甲
八
銀
極
2
0
1
9
年
4
月
に

経
嘉
合
す
る
。
地
域
独
占
を
髪
し
た
公
正
哥
委
会
に
待
っ
た

を
か
け
ら
れ
、
統
合
発
表
か
ら
実
現
ま
で
2
年
圭
要
し
た
。
実
は
m

.
ー

年
こ
ろ
に
轟
合
嚢
、
し
た
が
「
筈

て
い
こ
。
W
年
越
し
鴛
合
画
は
生
き

金
の
手
法
を
巡
扇
争
に
も
発
展

が
讐
て
い
た
の
か
。

.
ー

頑

り
ま
し
た

」
。

、
公
取

ね

委

月
円

担

両
社

保
者
か

当
者

ら

況
を

の
進

聞

ほ
こ

ぱ
せ
た

て
融

い
し
な

牙

畏
)
。

杉
本

行
委

ノ
ム

取
委
は

合
に
厳

社
の

し

姿
勢
扇
し
て
こ
な
か
づ

い

こ
の
時
統
合
を
実

た
力的

に
め
た
。

高
い
シ
エ
ア
が
壁

崎
市
を
地
盤
と
す
季

八
銀
佐
世
保
市
に
根
を
張

る
鴛
は
く
ラ
イ
バ
ル

関
保
に
あ
っ
た
。
籍
銀
は

た
め
に
使
う
」
。
十
＼
銀
の

一
而
頭
取
が
記
者
会

で
っ
た
に
嘘
は
な
か

つ
た
。だ

が
、
こ
こ
で
占
の

壁
が
立
ち
は
だ
力
っ
た
。
ハ

取
委
は
麺
悶
で
内
で

0
け
の
ソ

エ
ア
が
約
花
%
に
し
、
借

り
手
が
し
く
不
利
に
な
る

と
の
餅
か
ら
問
視
。

画
は
宙
に
浮
い
た
。
公
取
委

先
企
の
を
競

別
の
金
欝
に

号
シ
エ
ア
を
下
げ
蚕
し

、
い
条
件
美
き
つ
け
た

の
源
泉
に
な
出

ラ
イ
バ
ル
の

一
こ

に
譲
り
渡
せ
る
の
か
。

と
易
け
だ
っ
た
の
は

十
八
銀
だ
っ
た
。

「
や
め
て
し
ま
号
」
。

空
港
か
ら

、

、
十
＼

.

心
や
い

.
ー
:
 
L

に
な
り
、
断
愈
し

へ
の
熟
で
実
っ
た
。

爵
劇
の
舞
台
裏
で
何

、
、

た
。
公
取
委
が
統
合
承
の

条
件
と
し
て
迫
っ
て
い
た
大

規
よ
の
移
管
は
ど

う
し
て
も
避
け
た
い
思
い
か

ら
だ
。

の
向
が
前
提
だ

顧

出
籍
の

力

」
よ
っ
て
は
理

弓
先
一

、
、

」
映
る
。
地
元
、

見
え
蛋

い
顔

関
係

も
と
で
仕

て

銀
に
と
っ
て

い
る

ば
、
子
々

0

い
か
ね
六

で

」

6

て
い
た
と
さ

者
の
森
甲
成

園雪
茜
が
死
考
森
頭
取
は

統
合
の
誘
延
畏
め
、

ひ
と
ま
時
間
姦
い
だ
。

は
主
力
鐙
鍛

墾
洞
化
、
人
口
は
即
年

以
上
も
ー
を
た
ど
っ

て
い
る
。
や
で
は

擾
の
り
方
も
目
立
つ
。

で
上
は
十
八
銀

だ
け
だ
。
地
元
経
済
が
究

て
い
く
姿
を
、
に
見
て
き

た
。
の
銀
行
が
強
く

弩
な
け
れ
ぱ
地
元
経
済

は
再
生
し
な
い
。
「
谿
だ
、

十
八
だ
と
い
っ
て
い
轟
合

で
は
な
い
」

「
最
後
の
手
段
だ
」

森
頭
取
は
熟
梁
に
決

断
し
た
。
「
の
手
段
だ
。

す
べ
て
の
取
引
先
を
回
る

ぞ
」
。
4
月
下
旬
支
店

倫
で
回
行
で
1
万
6

千
に
の
ぽ
響
べ
て
の
取
引

に
欝
え
の
向
を
聞

取
す
る
と
し

こ
。
統
合
の
実
現
へ
本
撃

話
め
、
潮
目
は
大
き
く

わ
っ
た
。

「
烹
な
け
れ
ぱ

合
で
き
な
い
と
な
れ
ぱ
、

地
元
は
わ
か
っ
て
く
れ
る
」

(
ふ
く
お
か
F
G
駐

的
に
努
富
し
出
る

余
も
出
て
き
た
。
借
り
換

気
に
進
ん

交
渉
が

こ
0

「
力
ー

は
す
べ
て
切

つ
た
」
。
壁
が
っ
た
の

尋
結
果

は
1
0
0
0
 
円

的
に
統
合
の
＼
ー
ド
レ

を
ク
リ
ア
で
き
る
規
椣
と
な

つ
た
が
、
両
社
が
1
4
0
年

の
歴
史
で
積
み
上
望
宏

0
け
霜
1
割
に

の
ぽ
る
。
輩
な
額
で
は
な

か
っ
た
。

ふ
く
お
か
F
G
は
、
か
つ

て
「
ス
ー
パ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
バ
ン
ク
貪
大
地
遜
構

想
」
を
掲
望
。
「
地
域
の

金
融
機
関
が
汎
た
ら

る
」
。

の

九

な
こ
と
に
六

想

核
に
な

地
銀
嘉
の

は
今
も
捨
て
て
い
な
い
。

「
必
ず
金
融
史
に
残
る
デ

イ
ー
ル
に
な
る
」
。
ふ
く
お

か
F
G
で
義
っ
た
吉

羣
副
社
は
統
合
を
発
表

し
た
後
叟
店
会
議
で

こ
う
っ
て
い
た
。

(
太
邱
三
大
地

仇
年
W
貝
州
地
銀
界
の

雄
で
あ
る
ふ
く
お
か
F
G
に

救
済
さ
れ
た
。
当
時
は
姦

盃
に
押
し
つ
ぶ
さ

のれ
、
破
綻
に
近
、
叢
。
「
ほ

ん
ど
経
が
手
、
通

と
れ
た
応
接
室
の
ソ
フ
ァ
は

さ
ー
プ
で
つ
ぎ
は
喜
れ
て

テ

た
」
。
初
め
て
親
和
讐

れ
こ
ふ
く
諒
F
G
の
幹

部
は
着
し
た
。

に
統
合
の
無
延
発
表
す
孕
八

発
表
す

の
吉
沢
頭

森
登
和
の
吉
沢
頭
蛋
わ

卯
 
0

「
の
経
力
を
回

る
蔭
に
、
ハ

幽
で
き
な
い
か
」
1

部
ご
ろ
に
統
合
画

し
て
い
こ
ふ
く
、

、

浮
累
こ
可
能

含

し
た
が
、

こ
「
シ
エ
ア
t

ネ
ダ
〆
だ
る
っ
」
。
独

、

ら

ツ
ク
に
な

し
た
蠢
奮
る
。

姦
呈
か
け
た

に
務
込
む

「
、
作
戦
」
め
る
。

「
ど
ち
ら
か
が
柔
で

攻
め
続
け
る
」
。
崎
で
の

が
激
し
く
な
っ
た
。

か
ら
W
年
近
く
た

た
玲
年
2
月

余

よ
く
さ
れ
た
十
八
は
つ

い
に
ふ
く
家
F
G
と
の
経

纂
合
を
受
け
入
れ
、
統
合

を
公
表
し
た
。
「

の
競
争
に
向
け
て
い
、

ル
ギ
ー
を
畿
発
展

工

長
万

に
戻
重

銀
の
森
頭
取
は
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、
一
三

一
、
三

二
一
叉
一
一

:
、
一
一
^
、
・
、
辻

狙
う
、
跡
破
壊

ネ
ッ
ト
上
で
特
定
の
個
人
を
狙
う
「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
比
巳
の
國
内
市
規
椣
が
2
0
1
8
年
に
初
め
て

1
兆
円
を
超
え
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
過
去
に
見
た
サ

イ
ト
や
購
買
辰
歴
を
分
析
し
、
 
0
・
1
秒
以
内
に
好
み

や
関
心
に
合
わ
せ

適
会

つ
。
「
あ
な
た
」

園
を

を
特
定
す
る
技
術
の
開
発
が
進
み
、

狙
い
撃
ち
の
精
度

を
1
万
倍
に
め
た
日
本
独
自
の
手
法
も
登
場
し
始
め

た
。
新
た
な
成
産
業
の
膨
張
は
統
く
が
、
プ
ラ
イ
パ

シ
ー
楊
の
強
化
と
い
一
墨
風
も
吹
き
つ
つ
ぁ
る
。

(
連
特
 
7
面
に
)

%
印

・
*
影

趣
味
と
い
っ
た
人

を
.

測
し
、
心
に
き
そ

オ

告
を
打
角
す
。
心

学
と
も
壁
=
し
、
よ
り

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
い
撃
つ

技
術
の
発
連
が
進
む
。

8
月
0
 
棗

区

重
嘉
術
だ
。

住
の
男
性
会

)
は

社

兜
で
い
た

S
U
B
A
R

肋
社
競
り
に
殺
到
U
(
ス
パ
ル

ハ
型

「
イ

乗
り

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
(
ス
マ
ン
プ
レ
ッ
サ

に
反

ホ
)
や
ア
プ
リ
が
記
録
す
る
続
け
て
き
た

に
車

が。
「
、

位
報
か
ら
、
通
勤
経
路
検
が
切
れ
る

蓄
え

や
余
暇
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
時
か
な
」
。
ふ
と
ス
マ
ホ
で

解
析
。
検
索
履
歴
な
ど
と
組
天
気
予
報
ア
プ
リ
を
立

容
わ
せ
て
性
別
や
粍
、
げ
る
と
、
独
B
M
W
の
多
目

通
な
ど
に
よ
る
と
、
国

内
の
ネ
ッ
ト
広
告
は
拾

年
に
1
兆
4
3
9
7
 
円

前
年
か
ら
2
劉
え
る
見
通

し
。
こ
の
弓
「
狙
う
広
告
」

の
比
率
は
初
め
て
稔
の
8

割
に
連
し
、
 
1
兆
1
千
円

に
ま
で
拡
大
。
ネ
ッ
ト
広
告

稔
で
は
倹
止
傑

で
あ
亀
上
波
テ
レ
ビ
の
8

割
の
規
に
迫
る
。

す
で
に
米
国
で
は
玲
年
に

ネ
ッ
ト
広
告
が
テ
レ
ピ
を

上
回
っ
た
。
日
本
で
も
「
数

年
以
内
に
ネ
ッ
ト
が
に

な
る
可
襲
は
い
」
(
み

ず
ほ
銀
行
の
石
川
一
郎

氏
)
。
が
「
ア
ド
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

イ
バ
ー
エ
ー
ジ
エ
ン
ト
と

つ
た
国
内
が
シ
エ
ア
の

半
言
め
て
き
た
。
だ
が

後
は
「
黒
船
」
が
迫
り
「

列
に
風
さ
な
い
宋

が
進
む
可
能
性
が

(
み
ず
ほ
の
石
川
氏
)

0

き
な
変
化
も
近

0

「
個
人
デ
ー
禄
護

し
た
サ
ー
ピ
ス
が
生

に
欠
か
せ
な
い
」
。
D

る
マ
イ
ク
ロ

S
P

▲
;

(
)

養
生
所
/
(
長
崎
)
医
学
校
等
、
跡
の
保
存
と
活
用
よ
り

2
 
0
 
1
 
8
年
(
平
成
 
3
 
0
年
)
 
9
 
月
 
3
 
日
月
曜
日

養
生
所
を
考
え
る
会
代
表
池
知
和
恭

一
長
市
は
、
、
跡
や
遺
跡

一
私
達
当
会
は
、
.
跡
に
つ

て、ベ

二

い

級
化
L
、
下
位
に
位
す
る

人
類
が
私
違
人
類
を
理
解

曳

的
ス
ポ
ー
ツ
車
(
S
U
V
)

民
告
が
目
に
飛
ぴ
込
ん
で

た
。

り
は
画
面

ア

口

に
な
っ
て

、

と
騰
時
に

す売

ス
テ
ム
が

シ

」

を
、

力

と
妻
げ
、
シ
一

望
气
し
室

を
ぴ
出
し
た
。
こ
の

0
・
1
秒
。
や
り
取
り

ぽ
り
ア
ル
タ
イ
ム
だ
。

B
M
W
民
告
は
広

ン
チ
ャ
ー
の
ジ
オ
ロ
ジ

(
棗
・
渋
谷
)
が

た
。
「
D
S
P
」
と
呼

社
の
社
で
、

に
代
わ
っ
て
枠
を

客

輩取
り
広
告
を
届
け
る
。

「
高
程
宅
地
に
住
む
大

の
卯
歳
代
甥

手
。
釣
り
好
き
で
、
も
う
す

性
車
検
が
切
れ
る
」
。
天
気

ぐ
報
ア
プ
リ
が
記
録
し
て
い

た
位
惰
報
を
活
胆
外
部

先
行
す
る
沓
で
は

狙
う
広
告
の
市
累

力

5
兆
円
と
、
 
5
年
前

あ

に
な
る
と
の
試
算

口

倍
。

。
対
す
る
日
本
は
同

成
は
続
く
が
、
担
い
手
の

「
ア
ド
テ
ク
余
」
に
は
2

つ
実
婆
忍
ぴ
寄
る
。

異
業
種
参
入
続
く

第
1
が
異
業
種
大
手
の
参

入
だ
。
「
代
理
店
依
存
の
広

告
用
を
改
望
し
ょ
う
」
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
大
手
の

ア
ク
セ
ン
チ
ユ
ア
が
に

呼
び
か
け
る
。
社
内
に
大
岳

の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

し
、
尖
店
の
売

や

通
要
を
予
測
す

交

.

箆
使
っ
て
日
本

技
自

蠢
め
る
。

国
で
は
6
月
末
、
 
A
T

米
が
D
S
P
大
手
の
ア
ッ

&
T

ク
サ
ス
を
貸
収
。
乱
戦

プ
ネ

強
ま
る
。
日
本
の

綴
告
市
場
は
電
通
や

ツ
ト

や
遺
跡
の
一
部
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
で
し
よ
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
、
理
由
や
方
法
を
駆
使
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
、
跡
や
.
跡
の
一
部
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
で
し
よ
う
か

た
め
に
、
不
可
欠
の
象
と
理
解
し
ま
す
私
達
当
会
は
、
長
崎
市
や
長
崎
や
皆
様
に
、
、
跡
が
.
跡
で
あ
る
と
の
実
ゆ
え
に
、
.
跡
の
現
状
保
存
と
調
査
と
と
活
用
を
求
め
て
い
ま
す

た
車

ら

を
組

国

性
を
割

広

暑
見

こ

。
男

つ

て

こ

B

ナ車

雙
票
め
た

W

の

ジ
ッ
ク
が
狙
う
広

ジ
オ
口

た
の
は
2
年
前
。

始
を

め域
に
ど
ん
な
人
が
住

地
の

か
、
こ
れ
ま
で
数

で

る方
単
位
で
し
か
分
類

四
尤
口

か
っ
た
が
、
デ
ー
タ

き
ナ

積

ん
で
孳
舗
四
方

で
替
込
め
漠
う
に

こ

ま
な
っ
た
。
よ
り
生
活
状
況
に

適
し
た
広
告
を
打
て
黍
う

に
な
り
、
利
用
者
が
実
際
こ

告
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

2
倍
に
な
っ
た
と
い

狙
う
広
告
が
普
及
し
亢

は
佃
年
の
り
ー
マ
ン

ヨ

、
、

ツ
ク
が
き
っ
か
け
だ
。

し
た
金
融
工
学
の
技
響
が

大
転
嚇
株
取
引
の
結

宅
応
用
し
た
度
な
ア
ド

テ
ク
が
一
気
に
広
が
っ
た
。

、
・
渋
谷
)
の
榎

ア
ド
(

一
役
は
危
機
感

蟹
樹

。
米
フ
エ
イ
ス
プ

め
る

繋
出
問
趣
な
ど

ツ
ク
の

を
受
け
、

世
晶
に
ア
ド
テ

対
す
る
視
線
が
厳

ク
企
業
に

て
い
る
た
め
だ
。

し
く
な
っ

は
5
月
に
二
般

欧
州
で

鴛
(
G
D
P

ー
タ
保

辱
。
狙
う
広
告

R
)
」
が

里
台
と
な
っ
て
い
た
閲
覧

慶
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
を
自
由

に
使
え
な
く
な
っ
た
。
仏
デ

ー
タ
分
析
大
手
、
ク
リ
テ
オ

は
受
薩
へ
の
懸
か
ら
株

価
が
低
迷
。
日
本
で
も
畏

の
ル
ー
ル
が
入
さ
れ
れ

ぱ
、
影
響
は
免
れ
な
い
。

技
術
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
「
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

主
役
交
代
も
急
だ

一
 
1

を
企
業
に
ど
ぅ
使
わ
せ
る

、
。
あ
な
た
の
選
択

゛
、

、
民
告
姦
索
罫
力

0

図
も
大
き
く
変
わ
る

(
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
取
材

班
栗
原
健
大
伴
正
春
)
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r
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f
袋
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リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

器
氏

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
荏
ラ
イ
タ
ー子

氏

佐
久

つ
な
ぐ
建
築

研
吾
氏

M
O
R
1
U
M
」
U
S

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

ヘ
.

教
を
じ
た
地
弩
く
り

聟
元
太
氏

つ
工
兎
キ
キ
、

民
と
の
檀
点
が
あ

1
ナ

1
与
、だ

ー

口
一
郎
氏

利
用
で

四ミ

六
、
赤
っ
荏
1
蜜

す
る
方

1
●
ξ

各
胞
な
っ
た
,
。

、
中
、
ラ

人

い
璽

ン
玉

山
 
1
ー

つ
六
蛋
曹
、
唇
な
っ
灸
た
ー
い
、
」

て
っ
六
、

い
豆
勞

参
響
 
1

に
つ
い
工

て
セ
放
っ
て
お
い
て
ー

去
、
ー
と
ー

入
牙
「

怪
い
ー
な
い
か
。

援
の

や

倉
を
に
用

弓
、

谷

し
、
を
わ
く

つ
写
ミ
ー
●
ミ

祖
口暫

1
ー
ー
ド
、
梁
1

介
と
し
て
世
界
各

点
1
ー
ぢ
乞

と
つ

り
、
貫
L

響
穀
っ
六
、

語
ヨ
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
】
喜
曹
っ
か
け
に
姦
は
い
い
.

電
兵
琴
畏
し
て
い
奄

舞

届

ー
ー

气
民
1
裳
は
璽
プ
占
1

1
咲
1

ヨ
'
い

ー
ー
に

E
、
尋
に
1
 
晉
、
ー
い
ー

復
1
奇
.

、
橿

山
本
唇

宅
k
や
つ
い
て
ξ
。
盃

舞ー
ー
ー
尖
人
1
讐

ー
ー
極
い
ー
い
.
そ
ん
鴛

も
型
金
も
折
築
の
3
倍
掛
か
0
 
1
謬
五
い
い
.

本
フ
ォ
ー
ラ

貝

0
パ
ネ
リ
ス
ト

コ
ト
バ
ク
リ
エ
ー
デ
ィ
プ

チ
イ
レ
ク
タ
ー
ノ

旦
学
1

山
本
史
氏

聾
元
太
郎
氏

畑
子
氏

口
邦
史
氏

豆

し
い
.
「
心
又
呈
こ

ろ
」
E
1
号

や蛋
早
い
長
.
わ

論
1
 
ー
.
京
、

廃
校
を
台
に

.
宰
せ
を
す
造
り
.

畑
子
氏

が
っ
工
司
美
偲
告

月
に
は
「
学
校
蕗
の
特
別
授

翅
と
い
ヨ
}
ソ
"
ツ
プ

て
い
豆
轡
多

ス
'
告
亘
高

校
生
か
ら
高
帥
打
ま
で
多
世

代
、
ー
た
ー
と

¥
一
に
1
条

ー
ー

1
姪
努

多
く
ー
、
迄

外
か
ら
の
加
者
も
出
て
き

六
、
耆
喜
っ
存
に
多

ー
、
発

ー
て
い
る
.
地

方
V
1
い
ー

訂
L
一
戸
1

乞
ド
よ

は
一
亀
U
」
.
ー

じ
奮
盲
そ
し
蚕

代
三
い
で
い
長
。

1
π

な

の

色

年堀

盧

て

つ
.
L

本

一
ナ

工

日

L

虚

に
仕
込
み

夏

で

」
の
名
前

し
て

窯

工
え学

1
て

粛
¥
い
ゑ
画
冨

1
人
直
琶

ロ
グ
ラ
ム
遼
1
っ

て
ー
1
晉

喜
フ
ァ
ン
書
暴

.
点◇

ー
ス
テ
ナ
プ
し
盲

奮
戻
重
ぐ

ー
い
冴

0
コ
ー
デ
'
ネ
ー
,
ー

フ
リ
ー
フ
ナ
ウ
ン
サ
ー

エ
ツ
セ
イ
ス
ト

小
谷
あ
ゆ
み
氏

老
て
妻
荒
亨
」
(

按
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト

.
し
い
0

喰
1
↓
1街

ー
ー
ヨ
呈

挟
ザ
4
ー
ズ
ピ

レ
ツ
ジ
、
い、

1
地

ー
・
ー
゛

C
C
A
A
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
〕
.
盲

亘
前
・
ー
に
盲

、

一
峡
棗
・
殴

【
B
R
U
T
U
B
】
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
.
人
が

r
 
な
い
地

一
1
人
の
ー
、

多
揺

忍
し
い
と
ー
に

1
篇
气
カ
ギ
に
な

ー
パ
ー
ソ

ー
、
ー

岳
口
1
風梨

卑
工
、
貫
雫
イ
ツ

0

、
'
一
ン
遼
奪

1
畜
護
サ
イ
ト

直
食
蚕
号
箪

る
な
ど
目
的
別
り
ス
ト
の
ほ
か
、
難

一
豊
、
ー
つ
い
て

与
ミ

曹
い
の
が
て
る

地

、

ー
ー
パ
ー
ソ

ン
ー
リ
エ
ー
テ
ィ

豆
コ
ミ
ユ
三
プ
"
1
煮
つ
け

子
い
ー

坂
口
曳
」
「
鴛
に
は

撃
だ
っ
た

と
わ
れ
た
帥

が
、
フ
エ
ス
喬
1

ぢ

L

雰
が

雷
買
一
1
し

叉
允
1
ー

巨
い
が
、
コ
貫
た
票

令
1
ー

い
ー
い
。

"
鷹含

がマ
ッ
テ
ノ
グ
ィ
ペ
ン
ト
「
1

業
1
琴
」
(
寺

る
所
.
と
し
て
の
優
活
用

ー
く
Y
が
ミ
ユ

異
ー
ミ

ニ
ー
§
フ
工
一
、
姦
r
、

坦
口
ー

、
ー

風
髪
ペ
ー
タ
方

エ
ス
直
て
い
司
禽
翌

1

ー
か
長
の
レ
コ
、
コ
ン
ビ
ニ
も
ミ

丘
0
"
t
つ
か
臭
、
小

ー
な
0
六
盲
M
 
寮
2
1
い
ゑ

年
処
ホ
、

の
が

熹
て
い
六
男
1
、

に

に

鷺
告
号
欠
ξ

年
ぐ
ら
い
珍
1

盗
と
ー

直
、
会
の
シ
エ
ー
裳

つ
し

ー
リ
、
ク
ラ
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ふ
ヱ
ー
盲
使

1
多
オ
矩
ー
ノ
包
ツ
る
っ
て
い
司
ー
ミ
電
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ノ
マ
ド
ー
ー
冨
人
1
」

1
雨
盲
、
自
憾
「
人
軍
る
」

に
k
E
、
三
1
 
ー

ー
を
つ
号
f
Y
"
、
コ
ー
ヒ
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、
集

ム
「
空
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型
つ
い
丈
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樋
口
邦
史
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身
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づ
ル
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私達当会は、養生所八長崎)医学校等遺跡の保存と活用及び複数の視点より
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旧長崎市立仁田小学校地への'建設用地換え"サボート致します。

,J

゛

'、

俸

.

4'

1

三
の
ま
ま
の
状
況
が
続

け
ば
『
命
令
』
を
出
し
す
」
。

3
杲
公
正
取
引
委
員
会

の
担
当
者
は
ふ
く
お
か
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
(
F

G
)
と
十
八
銀
仁
の
幹
部
に

最
後
通
告
し
た
。
命
令
と
は

独
占
禁
止
法
に
よ
る
統
合
の

差
し
止
め
命
令
だ
。

競
園
行
へ
の
債
権
譲
渡
を

競
争
環
境
が
維
持
で
き
る
水

準
ま
で
急
い
で
積
み
上
げ
な

い
限
り
、
合
併
は
な
い
ー
。

通
告
は
銀
行
側
を
動
か
す
狙

い
だ
っ
た
。
仕
掛
け
た
の
は

公
取
委
の
杉
本
和
行
委
員

長
差
し
止
め
命
令
を
発
動

す
れ
ぱ
戦
後
初
の
上
、
訴
訟

三
に
な
る
り
ス
ク
も
あ
っ
た
。

鳴
そ
れ
で
も
伝
家
の
宝
刀
に
手

を
か
け
た
の
は
審
査
が
さ

ら
に
長
引
け
ば
公
取
委
の
独

立
性
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い

と
の
判
断
が
あ
っ
た
た
め

だ
長
崎
県
の
親
和
銀
打
を
傘

下
に
置
く
ふ
く
お
か
F
G
と

同
県
最
大
手
の
八
銀
訂
の

統
合
計
画
峡
公
取
委
の
重

要
な
役
割
ひ
と
つ
で
あ
る

独
占
を
生
む
M
&
A
 
公
屏

・
一
貝
収
)
の
予
防
に
抵
触
し

て
お
り
、
公
取
委
は
簡
単
に

は
譲
れ
な
い
。
一
友
金
融

庁
も
生
き
残
り
策
を
模
索
す
昏
は
公
取
委
か
急
肌
争
政

る
地
銀
の
金
融
再
編
を
進
め
策
の
立
案
機
能
を
分
離
せ
よ

る
う
え
で
引
け
な
い
。
と
唱
え
た
。

場
外
乱
闘
と
も
一
弓
え
る
政
広
く
公
取
委
の
役
割
自
体

策
論
争
を
仕
掛
け
た
の
は
金
に
疑
義
を
呈
す
る
格
好
で
議

融
庁
だ
っ
た
。
 
2
0
1
7
年
論
を
挑
ん
だ
。
冨
山
氏
は
金

Ⅱ
月
楽
九
の
月
刊
誌
に
「
公
融
庁
の
森
信
親
是
旦
当
睦

正
取
引
委
員
会
屏
体
論
』
」
や
首
相
官
邸
と
の
距
難
も
近

、
0

の
見
出
し
が
躍
っ
た
。
経
営
い
。
「
問
題
は
組
み
合
わ
せ

L

共
創
基
盤
の
一
畠
山
和
彦
高
で
、
再
編
自
体
は
大
い
に
結

経
営
責
任
者
(
C
E
0
)
ら
構
。
共
倒
れ
に
な
っ
た
ら
こ

に
よ
る
対
談
記
事
で
、
冨
山
ち
ら
も
困
る
」
。
金
融
庁
の

(
写
上
か
ら
時
計
回
り
に
菅
官
房
長
官
庁
の

森
前
長
實
公
の
ノ
本
長

'
叩

"
、

゛
一
一

め
命
令

一
=

不
穏
な
動
き
を
感
じ
と
っ
た

杉
本
委
員
長
も
こ
一
つ
周
囲
に

^
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
無
条
件
で
合
併

を
認
め
れ
ぱ
独
禁
法
の
有

名
無
実
化
を
招
い
て
し
ま

う
。
公
取
委
の
唯
一
の
解
決

策
は
権
譲
渡
に
ょ
る
シ

エ
ア
引
き
下
げ
を
約
束
さ
せ

た
一
?
え
で
の
承
認
だ
っ
た
。

金
融
庁
は
銀
行
焚
昊

顧
客
を
移
す
印
象
の
権
譲

渡
は
「
顧
客
位
で
な
い
」

と
^
^
的
^
つ
た
。
^
^
^

合
計
画
が
座
礁
し
て
い
る
う

え
、
公
取
委
は
差
し
止
め
命

令
ま
で
ち
ら
つ
か
始
め

た
。
顧
客
本
位
を
守
り
つ
マ

統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
編

み
出
し
た
答
え
が
居
り
換

え
サ
ポ
ー
ト
」
だ
っ
た
。

統
合
を
機
に
他
の
金
融
機

関
と
の
関
係
を
つ
く
り
た
い

顧
客
の
希
望
を
く
ん
で
借
り

換
え
を
支
援
す
る
の
で
あ
れ

ぱ
銀
行
、
公
取
委
金
融

庁
が
メ
ン
ツ
を
保
て
る
。
並

行
し
て
「
官
邸
に
仲
裁
を
持

ち
込
ん
だ
禽
係
き

0

菅
義
偉
官
房
長
官
の
信
が
厚

い
森
長
官
が
水
面
下
で
調
整

に
走
っ
た
。

「
政
府
全
体
で
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
」
。
4
月
松
貝

菅
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で

こ
一
つ
語
り
、
官
邸
が
仲
裁
に

乗
り
出
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
菅
宜
房

是
目
は
公
取
委
の
独
立
性
を

尊
重
す
る
姿
を
崩
さ
な
か

つ
た
と
い
う
。
一
方
で
経
済

財
政
運
営
と
肇
の
基
本
方

針
曾
太
の
方
針
)
に
は
人

口
減
地
域
で
の
一
零
の
あ
り

方
を
政
府
全
体
で
論
す
る

こ
と
も
明
記
し
た
。

独
禁
法
の
実
効
性
を
守
っ

夫
叢
委
と
、
地
銀
再
編
を

政
府
全
体
の
課
題
に
引
き
上

げ
た
金
融
庁
。
2
つ
の
役
所

に
挟
ま
れ
な
が
う
、
融
資
の

借
り
換
え
と
い
う
身
を
切
る

苦
難
を
お
し
て
承
認
を
も
ぎ

取
っ
た
銀
行
。
い
ず
れ
の
顔

も
立
っ
た
。

「
権
譲
渡
ま
で
や
っ
て

県
内
か
う
上
場
企
業
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
。
敗
者
が
い

る
弩
長
崎
県
民
な
の
か
」
。

承
認
の
少
し
前
、
あ
る
公
取

委
の
若
手
職
員
が
ふ
と
漏
う

し
た
。
答
え
が
で
る
の
峡

こ
れ
か
ら
だ
。

(
八
十
島
綾
平
井
勝
司
)
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連携

筑後寸左賀で越

2018年(平成30年)9月5日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2018年(平成30年)9月5臼(水曜日)

便物認可】

佐賀県が想定する都市
料岡都市柱准県の

人口256万人' 鳥

域内総生産
U、

9J謁982億円

まず観光連携

F

田

、ロ

^

の比較

ヒ九州都市

人口137万人

域内総生産
4兆8895億円

福岡県

久留米市イ

柳川市

熊本県

"まず観光"でなくとも結構ですが
長崎県地域は古来より海洋を背景とした生活と文化を育んできました。

特徴ある背景と文化と特異な(onlyone)歴史と関連遺跡を活かして地球の各地と網の目の連携を形成し
世界に於ける長崎の位置を再確認し、私達と私達の街の存在感を高めましょう。

私達当会は、日本開国の遺跡でもある"都市長崎遺跡"及び"養生所/(長崎)医学校等遺跡"の現状保存と原状回復と当
該遺跡の性格による"土地の造形"の憶測の余地のない再建とICT技術駆使等情報発信による活用を皆様に要望します。

佐賀市
大分県

"ギ,

人口111万人

域内総生産
3兆7053億円

〆

筑
後
川
を
挟
ん
で
隣
り
合

う
福
岡
県
筑
後
地
方
と
佐
賀

県
東
部
に
つ
い
く
佐
賀
県

が
旗
振
り
役
と
な
っ
て
独
自

の
都
市
圏
を
模
索
す
る
動
き

が
出
て
き
た
。
最
近
で
は
ア

ジ
ア
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

(
訪
日
外
国
△
が
急
増
し

て
お
り
、
ま
ず
観
光
で
官
民

が
連
援
交
流
サ
イ
ト
(
S

§
を
活
用
し
な
が
ら
認

知
度
向
上
を
目
指
す
。

■
政
令
市
並
み
の
総
生
産

筑
後
地
方
と
佐
賀
県
東
部

は
も
と
も
と
県
境
を
越
え
た

経
済
活
動
が
盛
ん
で
歴
史
・

文
化
の
つ
な
が
り
も
深
い
。

佐
賀
県
が
想
定
す
る
圏
域
自

治
体
は
7
市
町
往
賀
市

鳥
栖
市
神
埼
市
'
罫
ケ

三
里
町
、
基
山
町
上
峰
町
、

晦
み
や
き
町
)
と
、
福
岡
県
の

9
市
町
尖
牟
田
市
久
留

米
市
柳
川
屯
八
女
屯

筑
後
市
大
川
直
み
や
ま0

市
大
木
町
広
川
町
)

8
月
釘
日
に
佐
賀
市
内
で

開
い
た
「
筑
後
佐
賀
体
圏

域
プ
レ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
峡

玲
市
町
の
一
つ
ち
謡
市
町
の
代

香
が
出
席
し
、
意
見
交
換

し
た
。
冒
頭
佐
賀
県
の
池

自
治
体
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

、

大
牟
田
市
を
起
点
に
佐
賀
県

鹿
島
市
に
至
る
有
明
海
沿
岸

道
路
は
地
域
の
連
携
・
交

流
促
進
な
ど
を
目
的
と
す
る

幹
線
道
隆
福
岡
県
側
は
約

8
割
が
開
通
し
、
佐
賀
県
側

と
の
早
期
の
連
結
を
目
指
し

て
い
る
。

■
日
客
囲
い
込
み
狙
っ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
に
佐

賀
県
の
副
島
良
彦
副
知
事
が

「
佐
賀
空
港
を
利
用
す
る
玲

万
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
逃

が
す
手
は
な
い
。
囲
い
込
み

が
で
き
る
よ
う
に
、
全
体
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
い
さ
つ
す
る
佐

池
田
副
知
(
8
月
釘
貝
佐
市
内
)

田
英
雄
副
知
事
が
「
こ
の
地

域
は
西
日
有
数
の
平
野
を

有
し
人
口
や
総
生
産
で
政
令

指
定
都
市
に
蓑
。
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と

話
し
た
。

佐
賀
県
の
算
出
に
よ
る

と
、
筑
後
佐
賀
圏
は
人
口
約

ー
ー
ー
万
人
、
域
内
総
生
産

^
3
^
7
0
5
3
 
,
^
。
^

岡
市
圏
(
9
市
8
町

口
約
2
5
6
万
へ
域
内
総

生
産
9
兆
8
9
8
2
億
巴

に
は
及
ば
な
い
が
、
北
九
州

都
市
圏
(
6
市
Ⅱ
町
同
約 、

、
、
§
へ
、

0'

海明

県
＼

佐
>
、

,1
3
7
万
人
、
同
4
兆
8
8

9
5
億
巴
に
続
く
規
模
で
、

域
内
総
生
産
で
は
千
葉
市
や

さ
い
た
ま
市
と
同
等
だ
。

筑
後
佐
賀
圏
構
想
の
中
核

と
な
る
イ
ン
フ
ラ
は
、
開
港

駕
年
を
迎
え
た
佐
賀
空
港

と
有
明
海
沿
岸
道
路
だ
。

佐
賀
空
港
の
利
用
者
は
5

年
連
続
で
高
を
更
新
し
、

2
0
1
7
年
度
は
竹
万
人
を

超
え
た
。
ソ
ウ
ル
、
上
海
便

が
乗
り
入
れ
、
台
北
か
ら
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
定
期
便
化

を
計
画
中
。
=
而
港
の
あ
る

官
民
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー

ム
を
作
っ
て
海
外
向
け
に
発

信
し
て
は
ど
一
つ
か
」
と
提
案

し
た
。
佐
賀
空
港
の
佐
賀
県

内
へ
の
経
済
効
果
は
県
の
試

算
で
約
俳
角
。
空
港
か
ら

柳
川
市
に
バ
ス
で
直
打
す
る

ツ
ァ
ー
客
も
多
く
、
地
域
へ

の
経
済
効
果
拡
大
を
狙
っ
。

今
後
は
外
国
人
が
好
む
ス

ハ
ッ
ト
発
掘
や
単
独
で
の
ア

ピ
ー
ル
は
難
し
い
ス
ポ
ッ
ト

の
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
化
な
ど
で

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
そ

う
。
地
域
に
詳
し
い
民
間
団

体
や
地
方
銀
に
参
加
し
て

も
ら
う
の
も
有
効
だ
る
っ
。

地
域
の
連
携
機
運
が
盛
り

上
が
る
中
、
気
に
な
る
動
き

も
。
陸
上
自
衛
隊
の
佐
賀
空

港
へ
の
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
を
め
ぐ
り
、
山
口
祥
義

知
事
が
8
晶
日
に
受
け
入

れ
を
表
明
。
飛
行
ル
ー
ト
に

あ
た
る
柳
川
市
へ
の
事
前
報

告
が
な
か
っ
た
た
め
金
子

健
次
市
が
佐
賀
県
に
抗
議

文
を
提
出
し
た
。
真
の
連
携

を
深
め
る
う
え
で
佐
賀
県

側
の
心
配
り
や
緊
密
な
連
絡

が
不
"
欠
だ
。

(
佐
賀
支
局
長
中
越
博
ぎ



顧客は見ている

便物認可】

統合後も 位の経営
を続けられるかが焦点に

ジヤパネット
たかた創業者長市の

田上久市長の高田朋氏

^

長の活性化に注力すると明
ト対策

重複する50店舗を統廃合し離島を含む全域
で店舗網を維持

500人捻出し販路拡大や海外進出、事業承継
などを支援

相談窓口を設けて監督官庁に報告する仕組み
を構築

統合で生まれる資本やりソースは長に'元

県内の業種別融資残高など開示

ト

'f

貸し渋りや
サーヒスの
低下

、

Urt i
ず ①

)医学校等'跡の保存

二本ミ、実至趣深

ノ^

さの掲げる'皇'0 保存っ

、

〆

L^

何ですか?

恭和知

長
崎
で
育
っ
た
有
名
企
業

池

「
'
'

の
一
つ
に
通
信
販
売
大
手
の

表
)

代
臼
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
が
あ

^
る
。
年
商
2
0
0
0
 
円
規

え
(
模
に
ま
で
達
し
た
今
も
佐
世

(

考
日

保
市
に
本
社
を
構
え
る
同
社

所
6

に
は
十
八
銀
行
と
の
運
命

生
月

養
9
 
的
な
縁
が
あ
る
。

1
9
9
0
年
代
初
頭
。
創

口
甲

曜
0

善
の
高
田
明
氏
は
頭
を
抱

木
3

え
て
い
た
。
始
め
た
ば
か
り

日

の
通
信
販
売
は
話
回
線
が

(

6月
年

パ
ン
ク
す
る
ほ
ど
好
調
だ
っ

)
8

た
。
だ
が
、
顧
客
対
応
や
在

3
0
 
庫
管
理
が
事
業
の
拡
大
に

平
2
 
追
い
つ
か
な
い
。
社
屋
を
建

(

て
ょ
う
に
、
数
円
に
も

上
る
建
設
を
い
か
に
工

0

面
す
る
か
。
妙
案
は
な
か
っ

ナ

三第

私
生
活
で
長
女
の
進
学
が

【

決
ま
り
個
人
的
に
入
学
金
を

借
り
よ
う
と
し
た
高
田
氏
の

ノよ
斤

依
頼
を
当
時
メ
イ
ン
パ
ン

舌
宗

ク
だ
っ
た
佐
世
保
地
盤
の
親

.
●
J

版
和
銀
打
は
断
っ
て
ぃ
た
。
雪

0

2
 
時
は
月
末
に
な
れ
ば
資
金
が

ー
シ
ョ
ー
ト
す
る
会
社
。
仕
方

な
い
で
す
よ
ね
」

し
か
し
、
行
き
つ
け
の
ス

父

ナ
ッ
ク
で
の
出
会
い
が
転
機

'
に
な
っ
た
。
居
合
わ
せ
た
十

口

八
銀
の
支
店
長
に
話
半
分
で

曾バ白
7

借
り
入
れ
を
依
頼
す
る
七

所

翌
朝
に
は
5
億
円
も
の
融
資

.

そ
の
象
徴
峡
そ
の
数
日
本

一
の
「
離
島
」
に
あ
る
。

五
島
列
島
大
の
五
島
市

に
お
け
る
新
銀
行
の
ソ
エ
ア

は
和
%
。
次
い
で
大
き
な
新

上
五
島
町
は
即
%
。
公
正
取

引
委
員
会
が
独
占
を
念
す

る
水
準
だ
。
五
島
列
島
で
ス

ー
パ
ー
を
展
開
す
る
中
村
興

産
萇
崎
県
新
上
五
島
町
)

の
中
村
繁
男
社
長
は
「
離
島

の
実
情
に
目
を
配
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
る
。

7
貝
「
長
崎
と
天
草
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

塵
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
産
に
登
録
さ
れ
た
。

中
村
社
長
は
殖
マ
グ
ロ
を

核
に
し
た
罪
振
興
に
も
取

り
組
む
。
両
市
町
の
人
ロ
ピ

ー
ク
^
1
9
5
5
^
0
 
^
^

一
一
一

に
わ
た
竺
し
て
減
り
続

け
、
「
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」

を
つ
か
む
た
め
に
は
強
力
な

銀
行
の
存
在
が
必
要
だ
。

地
場
大
手
の
食
品
ス
ー
パ

エ
レ
ナ
径
世
保
也

は
5
貝
親
和
銀
の
吉
沢
俊

介
頭
取
に
「
仕
方
な
い
ね

協
力
し
ま
す
」
と
伝
え
た
。

統
合
に
必
要
套
肌
弁
へ
の

广

種
を
決
め
た
企
業
の

一
つ
だ
。
そ
の
前
の
3
貝

長
崎
県
市
曼
萎
長
冒
上

富
久
・
長
崎
市
長
は
統
合
の

容
認
を
求
め
る
要
請
を
公

取
委
に
提
出
し
て
い
た
。

「
地
域
の
信
頼
な
く
し
て

地
銀
の
存
在
は
あ
り
得
ま
せ

ん
」
。
十
八
銀
が
2
0
0
8

年
3
月
に
発
行
し
た
社
史

で
、
宮
脇
雅
俊
頭
取
雪
時

現
会
邑
が
就
任
時
の
抱
負

を
こ
う
記
し
た
。
地
銀
は
銀

行
法
で
与
え
ら
れ
た
地
位
で

は
な
く
、
顧
客
の
支
持
で
作

ら
れ
た
業
だ
。
返
せ
ば
、

顧
客
か
ら
見
捨
て
ら
れ
れ
ば

成
り
立
た
な
い
。

「
皆
さ
ん
の
掲
げ
る
地
域

密
着
っ
て
何
で
す
か
?
」
。

島
原
半
島
の
食
品
加
工
会
社

の
社
長
は
十
八
銀
の
森
拓

二
郎
頭
取
に
思
わ
ず
問
い
か

け
た
。
「
支
店
長
が
来
た
の

は
統
合
に
つ
い
て
説
明
す
る

時
だ
け
。
初
心
は
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
。
地
兀
が
評
価

で
き
る
よ
う
な
統
合
の
成
果

が
出
な
け
れ
ぱ
、
信
頼
は
崩

れ
て
し
ま
う
。

舍
宇
田
光
敏
新
井
惇
太

郎
、
三
島
大
地

田
明
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ユ

ー
を
子
版
に
経
済
・
政

治
↓
金
機
関

が
決
ま
っ
た
。
「
一
緒
に
ジ

ヤ
パ
ネ
ッ
ト
の
歴
史
を
歩
い

て
い
た
だ
い
た
」
。
以
後

第
3
ま
で
続
く
本
社
ビ
ル
の

建
設
資
金
は
十
八
銀
が
融
資

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

元
〆
イ
ン
バ
ン
ク
と
現
メ

イ
ン
バ
ン
ク
の
2
行
は
、

02

年
4
月
に
合
併
す
る
。
・
「
起

業
し
た
会
社
が
大
き
く
な
り

雇
用
が
生
ま
れ
、
人
口
が
増

え
る
。
こ
の
循
環
が
必
憂

と
高
田
氏
は
再
編
を
支
持
す

る
。
現
在
は
地
元
J
リ
ー
グ

ι

念

ク
ラ
プ
、
 
V
 
・
フ
ァ
ー
レ
ン

長
崎
の
社
長
に
転
じ
た
高
田

氏
の
視
線
の
先
に
は
い
つ
も

地
兀
が
あ
る
。
三
乗
だ
け

で
な
く
、
一
緒
に
な
っ
て
現

場
に
入
っ
て
い
く
銀
行
が
地

方
に
も
出
て
き
て
ほ
し
い
」

地
兀
に
密
着
し
た
地
銀
の

合
併
は
「
総
論
賛
成
、
各
論

反
対
」
に
陥
り
や
す
い
。
取

引
が
不
利
に
な
っ
た
り
、
近

く
の
店
舗
を
閉
め
ら
れ
た
り

し
て
、
生
活
上
の
不
利
益
を

被
る
恐
れ
が
あ
る
か
う
だ
。

,
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